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『目本の地形レッドデータブック

　　　　　『中部目本編』の作成

』第二集

目本の地形レッドデータブック作成委員会

小泉武栄1)・青木賢人2)・鈴木郁夫3)・守屋以智却･1に小林淘5)

　　　　　　松木繁樹6)・海津正愉7)・原芳生8)

三島正資1)・関秀明9に目代邦康1)・酒井啓lol ･ ||｣野隆夫に

ConlPi】ationof red-data book on landforms in centraりaPan

　　　　coml〕ilationcommitlee forred'data book on Japanese landforms

　　lakeei Koizumi l≒'nltsulo Aoki 2≒lkuo Suzuki 3≒lchio Moriya ･'≒

　　Makoto Kobayashi yl，Shigeki Matsumoto ‘;≒Masatomoumitsu 7‰

Yoshio Hara 'ヽ≒ndashi Mishima l≒Hideaki Seki 9'，Kuniyasu Mokudai l≒

　　　　　　　　　　　SatoruSakai ol≒111kao｀yllmano1日

　わが国ではここ30年ほどの間、国土の改変や自然破壊が猛烈な勢いで進められ、このた

め勤核物や横物群落だけでなく、毀重な地形や重姿な地形も少なからず破壊されてしまっ

た。珪形の保護はこれまで、勣随物に比べて著しく立ち遅れてきたが、近年、池形の重姿

性に対する理解が進んだことを受けて、ようやく保護の対象とみなされるようになりつつ

ある。今回、重姿な地形を聞発などによる破壊から守るために、1保存すべき地形」のリス

トを作成することを計圃した。今年度作成したのはこのリストの中郎日本桐で､関東地方、

中部地方の１郡14県を対象にし、都県ごとに油形学者に依偵し作業を進めてもらった。リ

ストアップきれた地形の数は関東地方が642、中部地方が502に上っている。県による桔粗

があるので､今後､追加と訂正の作業を終えてから、個々の辿形についての解説を加え、何

分財かに分けて出版する予定である。

1.本研究の目的と意義

　地形はそれ白体、勁映物や池質、土壌などとと

もに自然を構成する要素として重変なものである。
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また国立公園などの優れた景映をつくりだしたり、

過哭の環境を示したりすることから、観光や地学

教育、白然史教育、環境教育などにおいても欠く
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ことのできない存在になっている。さらに干潟や

さんご咄、湿原、痩せ尾根、崖などのように勣値

物のすみかとして重要な地形もある。しかしなが

らわが国ではここ30年ほどの間、国土の改変や自

然破壊が猛烈な勢いで進められ、このため勤挟物

や植物群落だけでなく、貴重な地形や重要な地形

も少なからず破壊されてしまった。たとえばダム

の建設や河道の直線化、護岸工事などにより白然

河川はほぼ壊滅してしまったし、河畔砂11や落堀

もごくわずかになった。自然海岸の割合も55％を

切っている。

　地形の保護はこれまで、動横物に比べると著し

く立ち遅れてきた、しかし近年、H:会全体におい

て地形の重麦性に対する埋解がいくらか進んだこ

とを受けて、ようやく保護の対象とみなされるよ

うになりつつある。

　私たちは1992、93年度にPNファンドの助成を

受けて「目本の地形レッドデータブック　第一一集」

を作成し、94年幻Ｂこ226ページの印刷物として

刊行した。これは当時､破壊が進められていたり、

あるいは開発などで破壊の恐れがある地形を、全

国的にリストアップしたものである。地形の保護

を正面から訴えた殼初の出版物であっためか、こ

の書物の刊行に対しては思いがけず桂会的に大き

な反響があり、新聞や雑誌などでもたびたび収り

上げられたりした。　しかし、これはあくまで「地

形破壊黒害」というべき性絡のものであり、これ

とは別に「保存すべき地形」のリストが求められ

ていた。

　今回企㈲したのはこの「保存すべき地形」リス

トの中部目本胴である。リストの作成は全国的に

急ぐ必姿があるが、費川の点からもあるいは作成

にあたる研究者の負担の点からも、今回はこれが

精一杯のところであった。今後は日本全国のリス

トの完成を目指して、順次、企圃をたて、恨告言

を刊行していくつもりである。

2.作成の手順

　関束地方、中部地方の1都15県を対象にし、各

都県ごとにその地域に詳しい地形学者を代表とす

８

る小委員会を設け、作業を進めてもらった。リス

トアップされた地形は研究代表者である小泉と、

事務局艮である青木の二人が主に絹集作業にあた

り、とりあえず52ページの附子にまとめた。リス

トに掲載された個々の地形の解説については、一

部の県はすでに完成しているが、多くの県では現

在まだ作業中である。

3.「保存すべき地形」の選定基準

　すべて地形を保存の対象とすることは困難だ

し、現実的でもない。このため今回はある一定の

基県を満たすものを「保存すべき地形」として取

LI乙げた。ただ、リスドC取り上げたものが、「保

存すべき辿形」のすべてではなく、情恨や資科が

ないため、今回のリストから漏れてしまったもの

も当然、存在する。それらについては次回に登録

していきたいと考えている。

　きて「保存すべき地形」にはその性絡や重要さ

において､さまざまの程度のものが含まれている。

今回のリストアップにあたっては次のような基準

を設け､これらの条件に該当するものを選定した。

(1)選定基準

①：日本の地形を代表する典型的かつ稀少、貴重

　な地形

②：①に準じ、地域の白然を代表Ｌ、地形学の教

　育上重姿な｣也形

③:多数存在するが､中でも典型的な形態を示し、

　保存することが望ましい地形

④：動偵物の生育地として重要な地形

　中には②①というように匝数の理山によって選

定される地形もある

（2）保存状態のランクづけ

　それぞれの地形を保存状態により、次の４つに

区分Ｌた。

Ａ：現在、保存状態がよく、今後もその継続が求

　められる地形

Ｂ：現在、低強度の破壊を受けている地形、今後



　保仝を進め､破壊要因を取り除かないと､変形･

　消滅の恐れがある

Ｃ：現在、著しく破壊されつつある地形、または

　大規摸聞発などにより破壊が危惧される地形

Ｄ：重姿な地形でありながら、すでに破壊され、

　存在しない地形

　このランクづけほ「絶滅危惧種」とか「危急種」

とかを記載した、動硫物のレッドデータプックと

は明らかに性賂が異なっているが、このまま放り

ておくと」也形の破壊が進む恐れがあるため、まず

「保存すべきJijほ」をリストアッブＬ、破壊や|川発

に対する歯|llめにしようというものである｡この

点、絶滅が危惧される耶落を記截した「横物群落

レッドデ・-タソック」旧木自然保護協会）と、基

本的に同じ考えﾉJ･に立ったものといえる、

　なお白然河川や河畔砂j1、落堀のような|’絶

危惧地形」といったものもありうるので、令国
ｌ
ｓ

滅
的

データがそろった時点で、本物の地形のレッド

データブッタの作成も齢圃したいとぢ･えている

（3）地形の分lfi（カテゴりー）

　地形を作り出した閔Hによって、抽出された地

形を分類した。

Ｉ：変動地形（活|鄙削il、地割れなとり

ｎ：火|||地形

Ⅲ：河川地形

【V:気候地形｛氷河地形、周氷

　形など｝

Ｖ：海岸地形

１
１引tk ほ１／

４
‥
Ｅ
″

風

む地

Ⅵ：組識地形（jtHIを反映した地影、カルスト

　地形、鬼の洗濯岩など）

Ⅶ：その他のj!R要な地形

　成囚が匝含レごいる場合ほ、VVI、vlvのよう

に表現した。

９

（4）記祓の順序

　このリストは白然保護や環境保全の資料として

活川してもらうことを目的にしているので、記載

にあたっては、蛙形分類優先でなく、竹那県をい

くつかの地域に分け、それぞれの地域ごとにどの

ような「保存すべき地形」があるかを、順番に記

萩した。またある特定の地区に「保存すべき地形」

が多故艇中している場合は、油形分類上多岐にわ

たるもの桧一緒にまとめてある。したがってある

付にある「保存すべき地形」はまとめて掲枝して

ある。

　記核の岡

＜!れ京祁叫多摩地区＞

三頭山の回鬼剥㈲　IV②A岩塊斜面（なし）

桧原村　記核者

＜群馬県　前僑・高崎・館林地区＞

館林の河畔砂に　田②Ｂ河畔砂斤（なし）

館林市・ａ楽町　記載者

4.研究の成果

　現在のところ福井県を除く15部県のリストがで

きたところである、

　リストアップされた地形の数は次の通りである。

関東地万

　茨城県　121

　埼玉県　61

　MI奈川県口3

中部地万
‐
‐
　
‐
‐

４
ド
刻

山
岐

富【|

籾lり　186

1.県　26

1県　27

回木県

千葉県

長野県

静岡県

石川県

37

り0

51

99

詔

県馬群

京牡 都

祈潟県

愛知県

121

99

54

16

　この報告;11:ではとりあえず、リストを桐拠し、

提出することで、研究報告書に代えるが、県によ

る粕祖があるので、今後、追加と訂正の作業を終

えてから、個々の地丿函こついての解説を加え、何

分財かに分けて出版する予定である。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　ln recenl three decades JaPanese nature were sevel‘elydestructed by ec()nomic

develoPment. Not only animals･ Planlsand Plant communilies but alsoimPortant landrorms

were c()nsidcrably destruded. ln order to PI'oted the imPortant or rare landfornls rl‘om

s匹h destruction,comPhtion of lhc listof Prescrvative landforms were Planed･ The book

ofhstisnamed“red-databookonJaPaneselandforms¨.Criteria oHist uP OHandforms are

asfoHows;

①tyPical,rare and Precious landforms which rePreselu JaPanese nature

②landfol‘ms which rePresent l‘cgionahlature an(l are imPortant in geomorPhological

　education.

③exist many but tyPicaland Prcservative landfol'ms

④landrorms which are imPortant f()rhabitat of Plants and animals

　　　ln thisyear 1146 imPOI‘tantlandforms in centraI JaPan wcre Pickcd uP. Rcsearches

xveredone by geomorPhologists in each Prefecture. The listwin be Published soon with

detailed interPretation.
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イリオモテヤマネコ集団の保護をめざした遺伝子多様度の評価

哺乳類遺伝的多様性研究グループ

増田隆一〇・大舘智 志2）・押田龍夫1）ぺ1肘 11=XIﾐが３）

Analysis of genetic variety on the lriomote cat poPulation for theirconservation

　　　　　　　　ResearchGro11P of Genetic varietyof Mammals

Ryuichi Masuda 口，SatoshiOhdachμ≒htsuo Oshida l≒Miyuki Noro 31

　木研究のll的は、イリオモテヤマネ=Jの起源、系統進化、集団内の遣伝的多様性を明ら

かにして、今後の保護対策を険討することである。そこで、ミトrjンドリアDNAおよびマ

イクljサテライト|)NAについて多様性を分折したところ､集団内の個体変粕よほとんど検

出されなかった。それに対し、遣伝的に近縁な大陸産ベンガルヤマネニj集団では多様性が

みられた。この桔果は、イリオモテヤマネコ集団の遣伝的多様性が極度に低下し、急激な

白然環境の変化に対する適応性や新しい病原体に対する抵抗性が低下している可能性を示

竣している。多様性の低下は、西表島に隔随された後の遺伝的浮動または近交化によりも

たらされたものと考えられる。この桔果は、進化の過lyで培われた西衣島の生態系や自然

環境を十分に保作すると共に新しい病原休の侵人を防ぐことが、イリオモテヤマネコの保

li対竣にjR要であることを示唆している｡、

目的

　イリオモテヤマネコは沖縄県西表島のみに生息

する野生ネこげ}動物である。現在、その個体数は

100頭前後と推定されており、適切な保護対策を

構築していくことは緊急課踊である。本調査の目

的は、遺伝子分析を逗比て、イリオモテヤマネコ

の起源､これまでにたどってきた系統進化の過程、

姚団内の遺伝的多様性を明らかにして、今後の保

護対策を検討していくことである。

分括方法

1）サンプリング

①西八ワイルドライソセンターの隋力のもとに

“
Ｃ
４ＩＩ

２
３ 北

北

道
遊
遵

海
海
海

－ － － －

交通事故および生態調査捕護の際に、合計25頭の

イリオモテヤフネ:jの筋肉・血液・体毛などの組

織を採取した｡また､対馬支庁の協力のもとに、ツ

シマヤマネrjのサンプリングを継続している。大

陸産ベンガルヤマネ=･、ならびに、他のヤマネこj

煩のサンプリングについては、種々の動物園の協

力を得た。

②死亡個休から採]Rした筋肉組織は、ｌｘｌｘｌ

ｃｍｌｙ度を7(M､エタノールに保･存した。生態捕獲個

休から採血した直液1～2mlほ、運搬後－80℃に

て凍結保存した。体毛は、数十本を引き抜いた後、

常温またほ､1℃にて保存した。

大学理学部附４勣物染色体研究陪設(Chlomosome Rcseafchunit,Facullyof Scicncc,Hokkaido uni,･elslly)

大学低氾11学研究所(Reseafch lnstituleofLowTempごralureScienぐe,H()kkaidouni,･crsily)
大学大学院地球唄境科学研究11(GraJuale School of EnvironmentalEanh Scicnce,Hokkaido univcrsily)
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1)ミトコンドリアDNA解析

・動物組繊からフェノール／プロティナーゼK/

SDS法によりＤＮＡ抽出を行った。

・遣伝子増幅法(PCR法)によりミトコンドリア

DNA(mlDNA)の高可変遺伝子【D･】oop)仙絨を増幅

した。

・そのPCR産物について、ジデオキシ法により塩

基配列を決定した。

・塩基a!列を決定し、個体差の有1丞を接討した。

2）集団遺伝学的解梧

･染色作DNAの高多型的遺伝子であるマイクロサ

テライトDNAについて、PCR法により対立遣伝子

を検出した。イエネ:jl〕NAから単離されたマイク

ロ升テライトの13CRプライマーを用いた。

・対立遣伝子の遣伝子頬度を幻:出することにより

遣伝子多様度（ヘテｕ接合度）を計算した。

・イリオモテヤマネ:りSI･j】および他のネコ科集団

の遣伝子多様度と比較検肘した。

結果と考察

　我々はPCR法を川いた逍伝子分析法を改良する

ことにより、米拉ほどの筋肉組織、１滴の血液な

ど、微量な試11からの遺伝子分折を迅速に行うこ

とができるようになった。このような分折方法で

は、サンプリングの際に、野生動物に余りストレ

スをかけないという1¶』点がある。

　ミトこjンドリアDNAは核DNAに比べて、数倍

以上速い進化速度をもつことがl[]られており、動

物集団間・内の変昆を調べるのに適している、そ

の中でもD･lo叩拍域(約600塩基対)は最も変異

に富んでいる遣伝子領域である。しかしながら調

べた限りでほ、イリオモテヤマネコ集団において

D･loop領域の個作変異は挟出されなかった。

　次に、９つのマイクrjサテライトDNAについて

分析し、朽遺限子座における対立遣伝子頓度と遺

伝子多様度(11＝1－ΣIli2 ､11:各対立遣伝子の頻度)

をll:出した。その結果、対照群として用いたアジ

ア大陸産ベンガルヤマネコ集団の平均ヘテロ接合

度は約0.6であったのに対し、イリオモテヤマネ

12

コ集団で多様性がほとんどみられなかった。既報

(Mcnoui-Raymand and O'Brien､1995)のネコ科の平

均ヘテロ接合度は0.6前後である。この結果は、イ

リオモテヤマネニj集団の遺伝的多様性が極度に低

下していることを示唆している。現在のイリオモ

テヤマネ=jの推定個体数が100頭前後であること

を考えれば、分折Ｌた25頭はその約･1分の１にあ

たるため、今回のデータほイリオモテヤマネ=j 14!

団の実態を十分反映しているものと思われる。ま

た、これまでに分折した５頭のツシマヤマネ=jに

ついても、遺伝的多様度は低い傾向がある。この

ようなイIJオモテヤマ1ヽﾆjおよびツシマヤマネコ

の多様性の低下ほ、西友島ならびに対馬に隔岨さ

れた集団のサイズが小さかったため、遺伝的浮動

または近交化によりもたらされたものと考えられ

る｡｡私たちばこれまでの分子進化学的分折により、

イリオモテヤマ｡ﾈ=咽Ⅲ|ほ今からおよそ20万年前

にアジア大陸からやりてきたものと推定している

(Masuda cl｡j.､199･1)。この期間に西表島の白然環

境に徐々に適応しながら､(その時々の環境に対し

て)有害な遺伝子を如jlから排除してきたならば、

迫伝的多様性の低下が即、絶滅に向かいつつある

ことを愈味するものではないかもしれない。しか

し、現在のイリオモテヤマネ:りり･11において、｢急

激な白然環境の変化に順応する能力｣や｢新しい

病原休の侵人に対する抵抗力｣が低下している可

能性が予il=｣される。このような研究成果と考察に

基づくと、進化の過程で培われてきた西表島の生

態系・白然環境を十分に保仝するととljに新しい

病原休の侵人を防ぐことが、イリオモテヤマネコ

の保護対策にほ極めて重要であると考えられる。

　今後、ツシマヤマネ=j!jSI･IIの多様性分1斤につい

ても重点をおきながら、さらに新しいＤＮＡマー

カーと分析個体数を加えて、ll本産ヤマネコ集団

の多様性を詳細に舒価していきたい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　ln this sludy, we analyzed gcnetic variety on the lriomote cat POPulalion for lheir

conservation. First･ we examined mitochon(|ria目)NΛsequences and reconstructed

molecular Phylogenetic trces based on genetic dislances. 0ur results indicate that the

lriomole cat POPuhtion (liverged from contine“lal POPulations of the leoPard cat about O.2

milHon years 邨o, in agreemenl wilh the geological formation dale of lhe Ryuky11 ΛΓc

includi叩lhe lriomote lsland. Next･ we investigaled helerozygosity of nine microsate聞e

1(xi･and found no variation of the loci in the lriomote cat Population, while the leoPard cat

POP｀Ilalion showed a helero゛ygosily simhr to that seen in POPulations of otherwildcal

sPeciesjrhelowgeneticvariationobservedinthelriomotecatPOPulalioncouldhavebeen

broughtthrough genetic drm and/or inbreeding during the geograPhic isohtion, Since

this(ould lea(Ho a low flexibililyto environmenlal change and a low immunological ability

against new inva(led Pathogens induding virtlsesjt is very necded to conserve the Presen1

environmenl and ecosystem in the lriomote lsland and to Prevcnl introduclion of new

Pathogens into the lriomote lsland.
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刈 におけるユーラシアカワウソの

態及び保護に関する研究

　　　　　　　カリウソ研究グループ

安藤元-.lj･佐々木浩2･ ･孫成源3･･閔丙允3j･韓盛錬3･

Ecological and conscrvational study of the Eurasian River otterin Korca

　　　　　　　　　01terResearch(;｢oup

　　　　　Matokazu Andol≒Hiroshi Sasaki21，

Song Sung Won｀･I，MinByung Yilon'≒Han Sullg Yong"

　韓国のユーラシアカリウソ1.､jlf.､j｡､fjの保護のための調査を行った」996年10月から1997

年9 Jjまで、合計73夜にわたり、慶尚南道の湖、仝罹南遊及びil:原遊の河川において捕掻

を試みたが、捕獲できなか･jた。しかし、保護された個作が】･1頭が調昏に提供され、死亡

した個休８頭は重金属の分折に川いられ、３頭（成猷2頭、幼欧１頭）ほ発信器を包埋して

吸甑した。カリウソのIR金ﾐ･6の汚染濃度は、他のli】と比ベカドミウムがμμ･った。

はじめに

　河川や海岸などの陸域と水域がla-1‘る11行帯は、

生物多様性に富む豊かな環境であり、占くから人

間の生活場所として活用されてきた。しかしなが

ら、このような水辺の生態系は、魚知の乱護、埋

立、汲岸工事、農薬の使用なと'によって近年急速

に破壊が進んできている。特に。カリウソは水辺

に沿･1て線上にしか分布でき-j'｡生態的地位の高

い動物であるため、こうした経消活勣の影Ｗを最

も受けて、此界き地で分布を急速に狭めてきてい

る。また、このことは、カリウソの保仝が健全な

水辺の生態系を保仝するための重饗なJj法の一つ

であることを示している。

-
-

カ'ノウソ研究グルｰ-プは、1990年に&l立され、

これｌで:こニホンカリウソの生息状況調を、韓国

におけるユーラシアカ･ノウソの生息状況調査を実

11iしてきた。また、1995年３月に高知市と911117

サン市において11韓｡カ'ノウソシンポジウムを、

1996年3 1jにタイのバンコクにおいて国際|‘l然保

護連含種のほ存の111会カワウソ専門家グルーソ

(IU(｀N/SSC OS(;)との共催でアジア地区カリウソ

刺Ilj家会議を、li‾ij年1□jに埼玉県においてIU(ヽN/

ssc os(l会議を、1997年11月にタイにおいて

IU(｀N/SSC OS(iとの共催でカワウソの調･査及びモ

こタリング方法についてのリークショップを開値

している,s

1･環境ｎ学昧式会11　大阪府§中市中桜塚2-21-7

j･赳W逍泌旨2‘温詮鸚mな勁Iﾔ3.0s“'j゛11

4数詣吻は姦霖陥温?ぷlj'“'l)j'“.17“゜｀"J゛11

　Kyl』r･gnamllni･･ersily.449 Wolyoung･1long.Masan, 631-701.S.K(lfea

″
ひ
１
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目的

　ユーラシアカワウソI.ulra　lullぷ１、こL－ラシア

大陸に広く分布する腫である。日本においては絶

滅した可能性が高いが、韓国においてはまだ広く

分布しており、日木と同隊天然記念物として保護

されている。日本では少なくとも1970年頃までは

様々な保全策を行う事が吋能であったにもかかわ

らず、カワウソは絶滅に追いやられた。韓国では

経済発展のためにカリウソの生息蛙が急激に破壊

されており、早急に生態訓査と野生生物保護につ

いての普及啓蒙を行わなければ日本と同隊絶滅す

る危険性がある。本研究は、韓国の研究者との共

同研究として、韓国の力'ノウソの生態および重金

μいPCBによる汚染を訓がし、カリウソの保護の

ために必姿な知識を得ることにより、韓国及びア

ジアのカワウソの保護に資することを目的として

いる。

1.カワウソの哺獲

方法

　カワウソの捕掻を、島の内陸にある淡水湖

Yunchoダム（慶尚出道Kojc島）、内陸部郡市近郊

の河川Sumjin川（全狸南道kuryc）、Jucheon川（江

原道Λnheung）、Tamjin川（仝匯由道Bamjae）にお

いて行った（図1）。

Yunchoにおいては、1996年10 J

一1311、26－28日、１□ｊ７－９日

に、ハンコソクトラッブを川いて

ｊ６－７日、11

　12月５－９Ｈ　
　
―
‐
‐

ｉ
Ｉ
引

h護を試みた。

12 Jj 22 日－1997年□ｊ５Ｈには、ハンこJックト

ラップに加え、改造したウナギ罠、改造した刺し

網も川いた。□□8-20目、□□6目一幻□日に

はハンこむノクトラップと改造したウナギ罠を川い

た。Yunchoダムでは、合計32夜仙謄を試みた。

　sumjin川においてほ、1997年３月21日－４月２

日に、ハンコックトラヽノソ､改造したウナギ罠､網

哨罠、トンネル罠を川い仙護を試みた。､□□2 --

17日には、ハンコソクトラヽノプとトマホークト

ラップを用いた。sumjin川では、介計17夜捕獲を

試みた。

lz】l.
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一

J.・こぃかこ邨吋
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ぴ
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｜
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カリウソの捕護を試みた地点

'｢allllillgsilcor oUeis.

り

夜、ハン:･ックトラップとトマホークトラップを

川い捕掻を試みた。

　Tamjill川においては、1996年7 Jjl7 －20 11に

ハン=1･ノクトラップとトマホークトラップを川い

1･li獲を試みた。81jl－16田こは

ラッソ、トマホークトラップ、網

、ハンこjックト

罠、トうバサミ

を川いた｡T;lmjinlll-eは、介計18夜捕掻を試みた。

　以上のように､内陸のダム湖及び河川にj3いて、

各種の141を川い、合計73夜捕獲を試みた。

　ハンこjックトラップは、ビーバー捕掻川のＭを

改造した1､ので、ノートを広げたような状旭で

･11ットし、人ってきたカリウソを挟み込むもので

ある。改造したウナギ罠ほ、筒上の網Ｍをカリ･ン

ソが入りてりtlないように固定したものである。

改造した利し網ほ、剌し網にＭ上の網yllを３個取

り付□てあるもので、ウナギＲ同圃tまないよう

に固定してjljいた。網ifl罠は、鉄のiri状の枠に網

を取り付けたものである。これらのＲは、-･度は

いると出にくい形の入り□が取り付けられている。

トンネルＭほ、川が工事のために小さな:jンク

juchcon川においては、1997年６Ｊｊ５－Ｈ日の６　　リー目ヽン釦ﾚだけに水が流れるように変更され

16



ている時に、トンネルの片方に陥上の網を取り付

けてカリウソを迫い込で川いる予定であった。ト

マホークトラップほ鉄のリイヤ･一で作られた箱罠

である。網罠ほ網を壁状に張り、中にカワウソを

追い込む予定であった。

結果

　すべての仙掻は失敗に終｡わった。特に、Sumjill

川でlj毎晩ペアーのカリウソがi.Q察でき、ダムの

下に作られた姚から出人i)するカリウソが捕認で

きていたにlj閔わら-r､摘掻にljいたらなかった。

しかしながら、６頭のカリウソが保護されて調査

に提供された。　ｌた、死体が届けられたもの、届

けられたが死亡したものほ８頭であった、これら

FI頭にりいての1､1j掻地点、ａ部川11依等はについ

ては、μ１及び11】2に示してある。

考察

　これまで単独性のカリウソの生態調･をが成功し

ているのは、アメリカのカナダカリウソ1.1jlra

衣1.捕掻されたユー-ラシアカリウソの･S郎計測偵

Table l. ThemeasllrelΣenl･,f c;lplurcd otters.
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図2.カリウソの保護、捕護、死休発見地点。

　　番号ほ表｜に示した個休借りである。

Fig.2.Capturcd sitc and silcs whcrc dcad bodics wcrc

　　found.Numkrいhowlhe{}uer No. illTablc l，
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lllらllるが死亡

UIﾀら11るがIE亡

発Uljal¶し、Rii

交過1§故に､よる死亡個体

内破破裂による死亡個体

発ｕＭａ埋.ni11●哨で溺死

ソウJ1の勣物ＳでＭか11

ソウハの1りttで14昨中

ソウルの奏りｔ髪でＭ４中

ｌけられるが死亡

兄1､Qjを包哩し、紋４

Ⅲ!鴇の激しい死体発見

届けられるが死亡

届ijらllるが死亡

実祚の14掩Ⅲl半年ljどilと４λられる
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Ｇ旧丿面ηjSとイギリスのユーラシアカワウソについ

てだけである。イギリスでは木Ｗの箱罠を１年以

上設置してカリウソの贅成心を解いた後、仙護を

行っおり、アメリカでは取り扱いの難しいハン

:Jックトラッソを使って調査を行っている。

　Yunchoでもイギリスの方法を用い、1996年3月

から設置していた木裂の哨罠を捕獲に川いる計固

であったが、ダノ､の増水によって水没し、捕護に

川いることが出求なかった。アメリカで用いられ

ているハンコソクトラッソは非常に危険な罠であ

り、人が接近する可能性があるところには置くこ

とが困甦であったため､使用がかなり糾限された。

インドのビ｢1－ドカリウソの詞査では、トマホー

クトラップを川いて幼欧２頭の仙授に成功レ(い

る､っアジアの研究者との議論では、ゴム等を巻い

たトラバサミをセットし、近くで侍賤することに

よって捕護直後にＲから趙すことができれぱ、傷

を負わせずに捕護が吋能ではないかという話もで

たが、どの国において引削曼が調査の大きな障害

となっている。今後は、網に追い込むと行ったあ

る程度強引な手法も必姿がもしれない。

　今回は13頭のカ｢ノウソが一般の人々やマスコミ

の協力によって提供された。２頭は交通小故等に

よる死亡個体だが、５頭は保護後に死亡している。

このなかには、覆魚場でトラバサミに掛かって仙

授されたものもあり、今後に問蹟を残レ(いる｡、

2.テレメトリー調査

方法

　保護されたカリ･ｙﾉほ、落ち着く１でマ升ンま

たはソウルの動物14】において飼宥し、その後飼ずf

施設内で発信Ｓの包Iljl手術を行った｡包埋手術ほ、

KIM Tae Wlx､ほφﾐ師が主に行い､訓在11及び勣物

園の猷医師が助手を拷めた。

　飼育中はｰ-|トｰ回生きたドジEIウを餌として与

えたが、手術前2､S時間ほ食事を与え-nllの中を空

にした後、ケージ内において府酔川の吹き矢を川

いて府酔した。不動化した後、下腹郎の脇を剃毛

し、10cmほと‘衣皮、腹膜と切閣し、･発f11器を腹腔

内に挿入した。発信Ｓほ腹腔内でただよう形にし

18

た。その後、腹膜、表皮と順にＵ合した。府酔に

はヽ最初はAlr叩hinとZolelil(VIRllAC co.､Frallcc)

を混合Ｌて注入し、追加府醇はZolelilのみを用い

た。Z｡lclilは0.09cc/kg投与した。カリウソは手術

後、nSがIII】iMするまで飼育Ｌ、化!nしていないこ

とを確認した後、捕獲地点にj3いて放逐した。放

逐後lj、携帯用の受信隨とｙンテナを用いて迫跡

をilりた。

　発fil器lj、アメリカのAd､･allccd Telcmelfy

SyMe119(Λ'IS)裂の144S¶H､帯のljので､Morl;､lilyセ

ンサ‥内蔵11!のModel】2(電池刀命･MOH、･1011、

直径16.2mlll、艮さ10cm)とModcll7(屯池寿命

1095 11、110g、直径３０ｍｍ、Ｍさ10cm)の２タイ

ソをjljいた。

果Ｍ

　発f､1器は’ﾄﾞ記の３個休にａ埋Ｌた、

（I）個休番り　３（メス戌1吠）

　」Ildleon川｛Kanp’on-do.|lwillgscong. A11helmg｝

で、1997年､I Jj 22 □に住民がトラバサミによって

捕掻した個休である。･□j 29 11に発信器（Model

12）のほ!･11を行い、同時に足の傷の手当、縫合を

行りた｡街後の経過を見るために飼ず1していたが、

5j1 1･111夜に、乾燥させるために一段高い位置に

置いてあった巣柚を、カリウソが暴れて落とした

ため、飼育室のガラスが割れてカリウソほ逃亡し

た。カ’ノウソをＭ育していたのlj、マサン湾内の

小島Tol s｡11にllけられた動物【4】であり、最も近い

陸地:tでは500m程趙れている。16 110時には

3.･lknl趙れた河□部にかか､jた僑の下で休んでい

るのを■波によりて確認した。その後は、ほとん

ど橋の下で休んでいるか、i･i辺を短時間移動才る

だljであたが、51j2目1に豪雨があった後、行方

不明とな、た。マザン消近辺をil｛にf･1けたアンテ

ナを使って何度も探索しているが、現在も見つ

かっていない。

（2）個fMい1　6（オス成獣）

　Nclimdl･m川（Kanp･oll･du､111je）で捕獲され半

fllほど飼ずrされていたと考えられる。1997年8 jj

1511に発信器（Modcl 12）を包埋L、9Jj19日に



汝逐した。現地の諸事情から放逐後の追防がすぐ

に出来なかった。10月11日に探索したが兇分な確

認ができず、10 Jj 26 日に再度探索したところ、魚

を捕る袋網にかかって死亡しているのを発見した。

10削1日にはおそらくすでに死亡していたと考え

られる。

（3）個体番号　Ｈ（メス幼獣）

　Ncung･poとJangsung.Poの間の海岸線（慶尚南道

Koje島）で1997年8 Jj 26 日に保護された。付人

の話では、石に挟まって動けない状態であったと

いう。ソウルの動物園で月育を行い、９月2HIに

発信器（Model l2）を包埋した。 10月５日11時32

分に保護地点で放逐したところ、近くの岩の間に

すぐ入っていき、18時45分に別のカリウソが現れ

絞逐個体と合流した。岩の中から、キューキュー

と悲鳴のような声が不達続に聞こえていたが、19

時15分にさらに別個体が２頭のいる岩場に接近

し、人間に気忖いたためか引き返した。

　その後、放逐個体は同じ岩場からほとんど移動

せず、呟の１頭のカリウソと行動を共にしていた

が、現を行方不明である。

考察

　発信器をカワウソに装着する方法については、

アメリカのDr.Wayne Melquist、イギリスのDr.

出ns Kruuk、ドイッのMr.Claus Rcuther などすで

にカワウソの発信賎を装着して調存を行っている

研究者とも議論し、首輪型、背負子堅、包埋型な

どを比較検討した。カワウソの場合、水中でかな

り柔軟に体を勤かす事、再捕獲がほとんど不可能

に近いため発信隨の叫装着を想定する必要がない

ことなどから、カリウソにとって最も安全で影響

の少ない方法として包埋型を選択した。

　発信器の包埋については現在の所問蹟は起きて

いない。予術後の観察においても化1n等は起こし

ておらず、無事に故逐できた。現在の所充分な追

跡調売ができていないため、方探における問題点

は明らかになっていない。カワウソが海岸線を侈

勣する場合の追跡など予想される困難も多いが今

後の課蹟となるだろう。
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3.重金属汲ぴPCBの分析

方法

　死亡個体（成獣①②（IXI）の･1頭、幼猷⑩忿⑩⑩

の､1頭）については、肝臓、腎臓、筋肉、骨、毛、

心臓、肺、脚、腸、膀胱、生殖器について、Cr､Zn、

Cd、Pb、Ni、C11、Fe、Mn、AIの濃度を測定した。

幼猷についてほNiの分析を行わなかった。

　Yunehoダムの湖岸で1995年lojから1996年10

削こかけて?･iJj 11個の糞を採集し、重金届（cr、

ZII、Cd、Ph、（7u、Fe、Mn、AI）及びPCBの濃度

のilj定を行った。･1個の糞については濃度測定に

失敗したため、分折を行ったのは128個の糞であ

る。

　重金属の濃度の測定は、試料から重金属を硝酸

に溶かして抽出し、ICP-AES（JY2､1､Frajlce）を川い

て行った。PCllの濃度の測定は、試料を水酸化カ

リウム等で分解し、濃縮した後、ガスクロマトグ

ラツによって定Iltする事によって行った。

果結

　分折桔果は或２に示した。カリウソの重金哨汚

染については、他の国と比べて、カドミウムの慎

が高く、マンガン、アルミニウム、ニッケルは同

等あるいは低いレペルで検出された。特にカドミ

ウムについては、海岸衿で発見された成獣個体⑤

の値が殼も高く（肝臓　七877PPm、腎臓14.245

ppm）、内陸部の個体の値は低かった。PCBについ

ては、健咀に問ａがあるような濃度では検出され

なかったc

考察

　カドミウムは賢臓への悪影Ｗが顕脊であり、肝

臓中の濃度が20Ppmをこえると腎不全を起こす可

能性が高くなると言われている。プサンの海岸維

で捕獲されたカワウソの肝臓のカドミウム濃度は

20pPmには達していないが、腎臓への悪影響が予

想される。カドミウムはメッキ、塗装、電池など

に広く使われている。近年、韓国では電池の投棄

は禁止きれたが､艮い間放置されていた。また､艦

船への塗装などボ川に使われたものによる汚染は



表2，カワウソの各部における,R金属の濃度及びYunchoダムにおいて採集されたカワウソの糞に含まれ

　　ていた重金属及びＰＣＢの濃度。分析に川いた個体は，成猷①jx4)ぶ)，幼獣⑩功君＠の８個休である。

　　帽覆度は成獣及び幼猷の平均俵を示してある。弛については，1995年11月から1996年10月にかけ

　　て採集した?りj 10,11個の資(総政128個)をＰＣＢの分析に川いた。)R金妬濃度は，pPm(mg/kgdry)

　　でヽＰＣＢ濃度はpPb(/な/kgdry)で示してある。
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　　and PCBsare sho゛'“inpP"1 (mμkg dry)and PPb(μg/kg dry),resPぐclivcly･
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把握されておらず、乍戦時下にある韓国の情努で

はこれの把握は大変困難であか、目本でほイタイ

タイ病がカドミウム汚染によって引き起こされて

おり、今後注愈を姿するだろう。

　PCBの分折は、内陸の個体の鋭についてしかま

だ行っていない。餌の残流である鋭から険出され

た濃度は、餌に含まれている濃度と一応考えるこ

とができ、カワウソ自身にはそれ以上の蓄債が予

想される。イギリスで糞中のPCllがhng/kg liPidの

ところでは大きな間鴎は起きていないが、7nlg/1;g

lipidのところでは絶滅のおそれがある(Macdonald
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and Mおon、1り88)。ミンクでは体脂肪中のP(｀llが

5omμkg前後から繁殖に障害がおこるとぢ･えられ

ている。従りて、YunchoのカリウソにPCBによる

健咀肢害がれにる可能性は低いと考えられる。し

かし、水逍に刊川されているダム湖で採集したＲ

からPCBが検出されていることは問吼である、カ

リウソの体へのPCBの蓄債については今後分折を

進める予定である。

まとめ

　カワウソ研究グループによる調査によって、力
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in a fyke net.

リウソは韓国内で殼も研究が進んでいる哺乳類に

なりつつある。この一年でカワウソ調査は軌道に

乗り始め、韓国政府もカワウソの調査・保護に取

り組み初めている。マスコミの関心も高く、すで

にカワウソ調査のテレビ香組が作成され、現在も

次の番組の作成が進められている。このように、

カリウソに対する関心は韓国において高まりつつ

あり、天然記念物でありながら具体的なほ護の行

われていないカワウソの研究が進展していくこと

によって、韓国内の野生生物保護に対する認1汲が

高まると期待される。さらに、韓国でのユーラシ

アカワウソの調査が基礎的なデータ提供、具体的

な保護策立案と進展することによって、現在進め

ているアジアにおけるカワウソ保護の一つの柱に

なると期待される。

引用文献

Macdonald,S.M.alld C. F.Mason 1988.01)sen･alions

　onanouerP叩ulalion in Decline. Acla Theriologic;l

　33(30):，115-･131.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　　EuMsian river otters /111M I�M wcre studied for gctting a basic ccological and

conservational dala in Korea from O(t)996 1o SePt. 1997. 1iaPPings were conduded in 73

nights using Tomahawk traPs， Han(ock traPs and so on， but nootler wascaPtured.

Thirleen ouers were broughoo us by civic suPPorl. Eight deadotter wereused for the

analysis of heavy nletal Polh雨on， and 3 ouers wcre used for lelemetric study ･lnd the rest

waskePt in 7oo･ One hun(1red twenty゛eight fcces were collcded from a Pond for the PCB

Pollution an･llysis.The conceluration of Cd in ouer bodies was higher than other counties，

but tht of PCB in fe(es was low･ Transmiuers were imPhnted to three ouers. 0ne otter

escaPed from cage after surgery and was lost, one otter died in a fyke net afler release, and

one otter w･ls staying about s･lme Place of releasing site.
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写真1.発信器の包埋手術

Pholo l. Sllrgeryol｀imlllanlation of a lransnliller.
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　以上のように、木庄工区ほRI)ll記紋11も生息する生物lllが徨かな水域であるといえる。

ｆ

1 1

1

･ ､

|

１

･

｀ こ ●

沢

:　　

k
7

〃

－

;こ庄工区

y

l･ll!　J

本庄工区水域の概念図

MaPo日{onjou ;lreain l｡ake Nakaumi.
- -

言 ぶ

六

島
　
”
　
　
一

！
　
・
Ｉ

涛
　
ケ
。
　
Ｉ
Ｊ
Ｉ

ｊ
ノ
≒
、

１

ｊ

ｉ
ｙ

！

／
Ｉ
Ｉ

Ｉ　島桟大学・汽水域研究七ンター

j°島膜大学・教ずf学部
jl島損大学・総合理工学部

I’島投大学・生物資源ｎ学郎
sl安来市立荒島小学咬
｀’広島大学・生物生産学郎

7’汽水域研究センター・客11研究ｎ

-

23

Ｉ
ｆ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｖ
、
／

｀1・

1

芦‘阿



はじめに

　島棋県と鳥取県にまたがる中海は、隣接する宍

道湖とあわせて我が国駁大の汽水湖である。この

中海・宍道湖をはじめとする汽水湖は極めて貴重

で腿少な生態系を講成しており、その保全には万

全を期さなければならないであろう。しかし島棋

県は中海の面債の1/5にあたる1700haという広大

な水咳である本日E工区の干拓を再開し、農地とし

て刊用することを友明した。しかし、未だに本庄

工区に閔する生物の総合的な調査はなされていな

い。そこで我々は、干拓に伴う唄境影Ｗ訃価を生

物多隊性の保全の観点から行うために、水賛、動

IA物プランクトン、海藻類、魚介煩、昆虫煩、鳥

煩など種々生物拙の現況把握調査を実施した。

1.水賀　　　　　　　　　　　　清家　･泰

　1996年９月から1997年９月にかけて、月１回の

如度で計】3回水il調をを行った。本庄工区水貿の

中海水圏における位置づけを明確にするため、中

海水域の平均的水貿を示すと考えられる中海湖心

についても同時に訓査し､比較検討した｡塩分､水

温、溶存酸素はマル･ﾀﾞ･水貿七ンサー(YSl model

3800)を用いて現場で測定した。('hl.-aほSCOR/

UNEsco法によりSりltした。T-Pほサンプルを過

琉酸カリウムで分解した後、モリソデンー青法に

より定量した。T･Nほ徴1､t仝奈素分折装置(三菱

化学、TN-5型)を川いてlj定した。

　申海湖心の塩分は､上Ｍ(水深lm)で5.9～21.1

(平均14.0)､'ﾄﾞ層(湖底｡1こlm)で23.･1～30.8(28.4)

であり、本庄湖心はそれぞれ9.2～20.3(17.･1)及

ぴ13.5～23.3(19.9)でありた。上層、“ﾄﾞ層の塩分

差(平均)ほ申海湖心が1､し1であったのに対し、

木庄湖心ほ僅か2.5であった。この桔恥は、申海

水域の塩分躍Ｍほ強固であるのに対し、本庄工区

のそれは徴弱であることを示す。

　透明度ほ、中淘湖心が0.3ヽ2.･lm(甲均l.5m)

であるのに対し、木11E湖心は1.3～･1.2m(平均

2.6m)であり、中海湖心よりもかなり良好であっ

た。1直物プランクトンIltをChl.-a濃度で代｡表させ

て比較すると、平均濃度が13.0/41/曰赤南時デー

2,1

タは除く)であった中海湖心に対し、本庄湖心ほ

平均7.6/41/|に抑えられていた。栄錠塩(T-P、T-

N)に９いてみるとヽ中海湖心の65/､g/I(T-P)j3よ

び503/4!/l(T-N)に対し、本庄湖心は59/S/|(T-

P)および､10り41/|(T-N)であり、木庄湖心の平均

濃度は、中海湖心に比べそれぞれ約1害丿及ぴ約2割

低濃度であった。以上のように、木1lylﾆ区ほ良好

な水貿を椎持していることが分かった。

　木庄工区が、森山堤防と大洵崎堤防によりて仕

切られ、閉鎮性が強まったにもかかわらず、中海

水域の水ilよりもむしろ良好な状態;こあるのほｰ･

見不思議な現象とも写るが、集水域からの流人負

苛が小さいことが、木庄水域の水賀悪化を抑馴し

ている最大の姿因と考えられる。

2.植物プランクトン　　　　　　大谷修司

　木庄工区湖心、西部承水路j3よぴ、中海湖心の

計３地点で1996年11月から1997年10 JI にかけて

吋Jj l回採水を行い、抽物プランクトンの挿頂組

成とその季節変化を調をした。採水した試料

200mlをミリポアーフィルタ･一(孔径0.･15μm)で

濾過し、その表面に集積した藻煩を100倍に漫縮

し、尤学践徴鏡で腫の同定を行った。

　木庄工区内からは藍藻ｌ挿、渦Ｍ毛藻３種、珪藻

８腫、･Ilt金藻１腫、縁藻ｌ種の計1､1挿煩が出現し

た。木庄工区の優占種は、内湾や汽水域で普通に

みられ｡る珪藻の5ieleloj､e/｡､l t･､･仙､1回l、C)'d･)lejja

煩、渦il毛藻片orocenl｡｡､1｡､i｡i｡l､j｡lなどであっ

た。水庄ｺ:区は中海と同様にときどき

/¥1｡ot･t･｡1｡､m､�､ljmumの赤潮が発生する富栄養な

水域である。工区内の種垣植成は中海とほぽ同じ

であり、本水域を特徴づける挿煩ほない。しかし、

優占腫のｆ節変化は中海と本11E工|･(では賢なって

おり、j･r｡n､cl｡jlrum ､llj､ljm｡｡lほ中海では1996年12

jjから1997年５月まで艮期にわたって優占した

が、木庄工区では４月に慢占したにすぎない。工

区内の出現腫数は中海湖心より少く、この原因と

して、宍辺湖や淡水河川など、より!氏塩分な環境

に生ず1する腫煩の流入が少ないことが考えられる。



3.海草汲ぴ大型海藻類　　凶月jﾊﾞ111 ・矢怒徹

　調査|よ1996年5JIから12Jjにかけて約６週問お

きに7【0】行った。申海およぴ大僑川の岸辺に調査

地点を約3kmごとに24ヵ所設け、それぞれの地点

において轜約1～2m、1芝さ約10mの=jドりートを

想定して出現種の枝度と拝度を記した。ｌた水貿

として水温と電気伝導度をill定した。

　総出現種数ほ縁藻６種、褐藻３挿、紅藻11種、腫

子禎物３腫の計23種であった。このなかで最も多

く見られたのがアオノリの仲間(11､jl・1｡｡叩＆lspp.)

とウミトラノオ(Sa､S｡ss､j｡日lj｡､jlx･､μ)で、前者ほ

大僑川と申海の仝カ所で、後者は申淘のほぽ仝カ

所で見られた。また木1に|:区内でほ危急腫である

i'(水産の水草のカワツルモ(R､りが｡｡｡､fjl/｡､a)も見

られた。

　出現種には工区内外では大きな差は認められな

かったが、腫によって分布の中心が児なり、以下

のように分けることができた。

1.仝域に生える種:アオノリの仲間、オゴノリ、ム

カデノリ。2.境水道付近に多い1･1:ミル。3.本庄

工区内に多い種：ウミトラノオ、カリツルモ、シ

オグ廿矧、イトグサ類。1.本11E I:区外に多い腫:

アナアオサ、カヤモノリ、カタノリ、ソクljノリ。

5.大憤川に多い11:コアフモ、ホソアヤギヌ。6.

地域的特性はないが希れな睡：タマジュズモ、ホ

ソジュズモ。7.美保閔に出現する腫：ピリヒバ、

ツノフタ、フダラク、マクサ、オキツノリ。

　ａ調査日の被度を元に主成分分析を行ったとこ

ろ、木庄工区の腫組成は、夏にほ中洵ilJ岸に近く、

吠から冬にかけて境水逍に近くなることが示され

た。季節性をなくすために年|llj最大咳度を川いた

主成分分析でほ、｣:区ほ境水蚤と中海111岸の申間

的傾向を示した。第１主成分と凱凋た地点の年平

均電気伝導度にほ強い111関があり、Ｓ地絨の群集

lj塩分に依存して推1&Lていることが示唆され/巴

また、過去の観察例との比較から、中海の水生禎

物･111ほ1977年当時から安定Ｌていると考えられ

た。今回の調査によって木庄工区内で危急腫のカ

リツルモが発見されたことほ!RSIである。カワツ

ルモln!ルムシロ科にＭする１年生またほ多年生
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の汽水産水駄で、海岸部の湖沼や塩田あとの水溜

まりなどに生育する。近年水質汚濁や白然海岸の

消滅で生育地が激減しているが、今回の調査で松

江市野原町弁慶島周辺、同市艮海町、手角町にわ

たる水路で発見することができた。

4.勧物プランクトン　　　　　　　　大塚攻

　ネット勁物プランクトンは、1997年□□0 11、

4Jj8ll、7J□011、9月2、3日の･|回、中海湖心

Sla.･|、本庄工区湖心Sla.2､1、西部承水路Sla.26の３

定点で、北原式ネット(網目0.1mm)を湖底上杓

50cmから水iflはで拾直曳きを行い採!1!した。動物

にりいて分類群ごとに同定､計数し、１立方メート

ル当たりの個体数(密度)を算出した。

　仝般的傾向として、群集組成的にはい-1'れの定

点も類似Ｌてj3り、典11!的な汽水性種ａび強内湾

性腫から講成されている。典型的な淡水性1泰の出

現ほなかった。単位休fa当たりの総個休政では常

にs･｡｡26が多く(口j 116､877:4J135､316:7JI

･18､288:!りj　177､618:平均91､525)､Sla.4､Sla､2･1

の平均総fβ1体故の2.6-2.9陪に達した、最も優lli

した動物詐は甲殻jliのカイアシ類:･ペポデイッド

(幼体-4･成休)で、常に全体の60X以上を11iめた。

優占腫lj汽水性のAcarlia hudsonica、A.sinjicnsis、

£･jり'11････llf･りl､･cjljc･l､Sijlocjlajlljslc/le11･･s､強内湾性

のOjljl｡/i.l､£j､･＆leの５種で、この中で0.11.�s､k･が

カイアシlfiの中でほぽ常に慢占し、35-99xを占め

た(図2)パ'(水性４腫は季拍的消艮が顕著で、1、

4 JIの冷水期(5.3-12.2℃)には､i.1｡j､陥｡iGI、lf.

ll､ldlh、7、9 jjの暖水期(22.7-29.1℃)にはj1.

辿面･･�sが出現し、S.､l｡､･111jjも冷水期に多い傾向

が見られる(lj12)。 sla.､1に比較しSla.2､1、26はi'(

水性･1腫の密度、割合が高い傾向も特徴的である。

i'(水性哺がプランクトン中に出現しない時期にほ

11久卵として湖底で休眠状態にあると推定される。

カイアシ!則こついで密度が高かったのほカイｙシ

11iノーソリウス幼生及び二政ll・｡巻ll垣べIJ

ジャｰ-幼生、汽水性輪虫Zjfacゐj0､1､js spp. で、前抒

ほ通年出現し、後２者はほぼ7、9 JI に限り出現し

た。なお、この時期、Sta.26でほペリシャー幼生
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図2.1997年の中海３定点における動物プランク

　　トンの季節的消長

Fig.2.Scasonal varialionin ahundance of zooplallklon

　　a1 3 stalionsin Lakc Nakaumi in l997.

の密度（1m3当たり3､964-19､924個体）はSla.4の

20倍以上であった。

　いずれの定点の勤物プランクトン群集も汽水性

種と強内湾性種、特にカイアシ類から購成されて

いるが、本庄工区内、西部承水路が中海湖心に比

較し、汽水性桂の密度、強内湾性種に対する割合

が相対的に高くなっていること、ベリジャー幼生
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が著しく密度が高いこと、が特徴として上げられ

る。特に西部承水路では暖水期でも貧酸素水塊が

形成されないことから、プランクトンとともにベ

ントスも豊富でその浮道幼生（ベリジャー幼生）

の密度も高いと考えられる。

5.ベントス　　　　　　　　高安克己

　沿岸部以外の本庄工区内および西部承水路の39

地点において、ベントス調査を行ない、貝類、節

足動物、多毛類について産出個休数から以下のよ

うな群集に区分した。水貿の概略も示したが、現

段階では群集間に有意な差は認めがたい。

貝類

・ホトトギスガイ群集:砂～泥底の水深4～5m､水

温25.8ヽ26.1℃、D020.6～64.3％、塩分12.5

ヽ-13､9Psu.局所的に密集して生息する。

・アサリーホトトギスガイ詐集：大根島北岸の砂

底｡水深3.4～4.8m､水温25､7～27.0℃、D039.8

～78.2％、塩分11.3～13.0psu。

・エドガリミズゴマツボーホトトギスガイ群集:工

区北部の砂質底。水深2.45～5.7nl、水温26.0～

26.1℃、D025.3～82.9％、塩分11.95～14.2psu。

・カワグチツボーホトトギスガイ群集;ｺ:区西部～

西南部の泥貿底。水深3.1～5.9m、水温25.6～

26.4℃、D033.6ヽ-65.4％、塩分12.1～14.1psu。

・カワグチツボーエドガワミズゴ７ツボ群集:工区

西部～西南部の泥底。水深1.7～4.6m、水温23.2

ヽ-26.0℃､D037.5～61.8％､塩分12.6～13.8psu。

・エドガワミズゴマツボ群集:工区北部の泥底｡水

深5､7～6.8m、水温25.9ヽ･26.0℃、D026.1～

･16.8％、塩分14.0～1､1.1psu。

　工区内で貝類が全く分布しなかったのは､1地点

あり、それらは北部の森111堤に近い深所または排

水溝内にあたる。水深6.0～11.7m、水温11.4～

26.0℃、D00.04～2.92％、塩分13.8～24.5psu。

節足動物：ウミナナフシ科（Rlnl､1･Zujrjdae sp.）、

オヒラキヘラムシ（Cleanliella slrassen配つウロコ

ムシ科およびヨコエピ類（Gammaridae）が少々認

められるが、全体に非常に貧弱である。西部承水

路北端の本庄地先でイソコツプムシが100個体を
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越す地点が認められた。

多毛煩：工区にはウミイサゴムシ（Lagis bochi）、

ハナオカカギゴカイ（Sigambra tenlaculala）、ミナ

ミシロガネゴカイ（NCPhlys polybranchia）等がみ

られ、とくにウミイサゴムシーハナオカカギゴカ

イ群渠は工区北部の泥底に広く分布している。工

区内で多毛類を全く産しない地点は排水ポンプ場

前の深所とそれに繋がる排水溝内の2地点である。

6.魚類　　　　　　　　　　　　　越川敏樹

　本庄工区水域において、専業漁師によって設置

された定地網(俗に、ます網)の漁獲内容から､･10

n70腫の魚頂を確認した。特倣としては、汽水性

の強いタイプの魚腫が大半を占めており、外洋性

の魚11ほ少ない。また、浹水性の魚腫は降雨後に

混人することがあるが、禁的には極めて少ない。

　木水域は中海と同様に、冬季から春にかけて腫

畑数が大きく減少する傾向がある。それは、鼓塞

ルウオ・ムスジガジ・ダイナンギンポ・タケノこj

メバル・ハコフグ・ホウボウ・など多くが挙げら

れる。逆に、低水温時に出現するものにイトΞ1が

あり、アユ・サケ・マス・などのサケ目の魚煩ほ

早春と･1大に見られる。

　漁獲の多い唾ほ、コノシロ・サッパ･スズキ・マ

ハ･l!・ピリンゴでコノシロを除いてi徊品価偵はl妬

い。やや漁獲の多い種としては、アユ（･1・5川・

ウーj･ギ（8～11 JI）・サヨリ（3～5月）・アカカマ

ス（9・10月）・ヒイラギ（4～H月）・マアジ（8

ヽlo Jj）・トラフグ（周年）・クロソイ（周年）・マ

ゴーダ･（5ヽ9Jj）・ヒラメ（周年）などが挙げられ

る。その他、多くは白家消費程度の漁獲;ltである

が、大型の個体か、まとまった量が漁獲された場

ａに商取引される種としてマス類・ダツ・シマイ

サキ・ギンポ・ウロハゼ・チチブ・シマハゼ・７

ゴ･ﾀﾞ･・イシガレイなどがある。

期の1ヽ3川こほ低水温を避けて､多くの魚種が外　　7.鳥類

海に1寡動することによる。したがって、本水域に

おいて、低水温期にも移動せず周年にわた、て見

られる挿は、マハゼ、ウロハゼ、チチブ・シモツ

リシマハゼ・ビリンゴ・ニクハゼなどハゼ科の他

に、セスジボラ、クロソイなどであり、腫類ａは

少ない。それに対し、厳冬期を除く時期に長期||lj

にわたって出現する種とL-C、コノシロ

ウグイ、リカサギ・シラウオ・ウナギ.4、

ｉ
ｋ
ノ

サッパ・

Ξjリ・Ξ|

ウジウオ・タツノオトシゴ・ボラ・メナダ・ヒイ

ラギ・スズキ・ギンポ・クサフグ・トラフグ・マ

ゴチ・ヒラメなどが挙げられる。よって、年間を

通じて、多くに期間上記の種が普通に見られるこ

とになる。高水温時を中心に、比較的長期間出現

する持として、アカエイ・マイワシ・カタクチイ

リシ・ダツ・クJレメサΞjリ・トウゴロウイリシ・シ

マイサキ・スジハゼ・アベハゼ・ヒガンング・マ

=Jガレイ・イシガレイなどが挙げられる。さらに、

その時期に斑期間あるいは偶発的に出現するもの

に、カリヤツメ・ゴンズイ・イカナゴ・テンジク

ダイ・タチウオ・マアジ・ヒラスズキ・ウミタナ

ゴ・ク11ダイ・ヘダイ・マダイ・クロサギ・カエ

伸谷麦

　本庄.E区の鳥類については、環境庁の全国一貪

調査、建設省の水辺の国勢調査などが実施されて

いる。Ｌかし、それらは、一年にー[り]から二【0】III

度､冬季に実池されたにすぎない｡木調査では､通

f11的な水鳥調をを行い、本庄工区の季節的な変化

を捕らえた初めての調査である。

　1996年10 J1 22 日から1997年10 Jj 28 H までに

Jrl【ii】のペースで本庄工区(周囲約22km)を巡lll】

調査した(計25回)。調査は、昼間に行い、lkmご

とに定点をもうけて観察した。カウントした鳥は

翻IE工区水iij上や水辺にいるものに限り、付近の

河川や路上にいるものはカウントしなかった。天

啖、観察ポイン}ヽからの距雌により同定できない

鳥は、不明腫とした。

　調査期間中に、本庄工区で確認された鳥は、45

腫でありた。この申にはレッドデータブック記祓

腫(環境庁指定)であるカンムリカイツブリ、コ

ハクチョウ、ミサゴ、が含まれていた。木庄工区

の鳥煩の飛来数ほ､冬季に海ガモ類(スズガモ､キ

ンクロハジロ、ホシハジロ)を中心に4万1千羽(19

睡･1996年12JHO)を記録し最大となった。また



これらの海ガモ煩すべて飛去した夏明に飛来数は、

最小の51羽（9fわ1997年５月20日）であった。

夏期にはサギ類が増加するが、その数は冬季の海

ガモ類ほどではなかった。また、夏間における鳥

煩の繁励も確認できなかった。これは、本庄工区

内に干潟・浅瀬となる環境がほとんどないこと、

EIシ原の㈲哨が極めて少ないことなどが考えられ

る。本庄工区では、冬季を中心に海ガモ類の採餌

をよく観察しており、海ガモ類の採餌地及び休息

地としての磯能を果たしているようだ。また、夏

期には､ザギ煩、ミサゴの採餌を確認しており、こ

れらの鳥達にとって採餌地として機能レ（いる。

シギチドリ煩が本庄工区内では確認数が少ないこ

とから、シギチドリ類の渡りの中継地としての賤

能は、現在は小さいようだ。

8.大根島溶岩洞窟（竜渓洞）の動物相

　　　　　　　　　　　　　　　　　　星川和夫

　中海中火部には多孔質玄武岩からなる大根島が

あり、２つの溶71羽窟が知られる。洞窟性動物に

とって地下水の水貿は重要な環境要因であり、も

し本庄工区が干拓されると地下水の置換によるぷj

窟内唄境の激変が予想される。そこで島中央部に

ある第２溶岩洞窟（竜渓洞）において、計4回の動

物相調査（1996年：８月８日、1997年：１月18日、

･□j8日、10 1j 28 H ）を行った、調査は名､回とも

１～数名による約３時問の見つけ採りにより行っ

た。後述する動物のほとんどは洞窟内の床に散ら

ばる石（ミカン大～スイカ大）の下から発見され

た。洞窟の卯よ水が溜まり天井が低く調査できな

かった。この水;IUよかなり変動する。洞窟内は湿

度飽和しており、その９や石には菌類が認められ

た｡菌煩の発生は､□j調査時に殼も顕著であり、一

抱えもある岩全体が頁っ白になっているところも
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観察された。

　本調査の仝体で以下の8睡類の動物を採集した:

1）線虫煩の一種、2）:jムカデの一種、3）トビム

シの一腫［Λ］、4）トビムシの一腫［B］、5）ナガ

コムシ11の一腫､6）ハサミコムシ11の一種､7）カ

マドウマ、Wc/りd､tヽ9/）/cj//s､8）イワタメクラチ

ビゴミムシI)jiconolrechus iwalai。現在（7）と（8）

以外は同定依頼中である。岐も個体数が多かった

のは（3）であり、毎【o】かなりの個体故が観察され

た。2［0］確認されたカマドウマを除き、他の６腫は

それぞれｌ回採集されたに過ぎない。イワタメク

ラチビゴミムシは１個体の採染であるが、この個

体は仙食:中であり目に餌をくわえていた。この餌

は、その形状から（3）のトビムシと判断された。

　イリタメクラチビゴミムシは、この剖窟の固有

妬で18年ぶり５個体目の採集記録であり、島棋県

RDBでは姿保護腫に指定されている。この哨（ダ

イごJンメタラチビゴミムシ哨）ほ、対馬と朝鮮半

島南東部の洞窟に広く分仙するチョウセンメクラ

チビゴミムシ鴇Coreoblen函と南西日本の剖窟に広

く分布するノ:Jメメクラチビゴミムシ属

励似ol回晶sの両方に、形態的に頂似しており、メ

クラチビゴミムシ類の系枕関係を咎える上でら重

要な位置を占める1･fiである。

おわりに

　本庄工区は、汽水域に特徴的な動禎物プランク

トン、魚介類がおり、冬ヂには数万羽の氷鳥が飛

来する｡また、工区内からRDB記叔腫の水草のカ

ワツルモ、水鳥のカンムリカイツソリ、コハク

チョウ、ミサゴが、大棋島洞窟からは島棋県の要

保護種イリタメクラチビゴミムシが確認された。

　以上のように、本庄工区はRI)B記叔種も生息す

る生牡μ11がJ汝かな水域であるといえる。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓｕｍｍａｒｙ

　　　Ｈｏｌ和u arca in Lake NakaumHs Planned to be rcclaimcd in the near fulure.We

recorded sPecies comPosition of Phnts and animals alld monitored waler qualily in 1996

and 1997 from the viewPoint of conservation of biological (Hversily･

　　　Waler quality (e･g. transParency T･N and T'P)of Honjou area was beuer than lhat of

Nakaumi.l)ominant sPecies of PhytoPlankton, zooP】anklon and fish in Honjou area were

common brackish sPedes. A brackish water Planl･ R叩瀕口㈲肩面la described in RDB and

three species or waterbirds (lescribed in IU)B were found in the area. A rare and endemic

inse≪:tin Daikon lsland, Df?/a)11olr�哨s面,㈲f was also foulld from a cave oH)aikon lsland.
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第７期プロ・ナトゥーヲ・ファンド助成成果報告書（1998）

ひるがの湿原保護のための基礎研究

ひるがの湿原研究グループ

　西村由紀・菊池多賀夫

The FundamentaI Research for the Conservation

　　　　　　ofthe Hiillg811oWet181｀ds

The Hirugano Wetlands ResearchGrouP

　　YukiNishimura,hkao Kikuchi

　岐阜県郡上郡高鷲村のひるがの湿原は、北方湿原植物と高層湿原の南限として知られて

いる。湿原は約1km四方に広がっていたと推定されるが、戦後9割以上が失われ、現在も

開発が進んでいる。比較的気温が高く積雪期も短いため、排水路や富栄養化による高層湿

原の荒廃や植生の変化が起こりやすい。実際に、開発や水質汚染などの影響で、天然記念

物指定地や保護地でさえも湿原の状態は急速に悪化している。

1.謂査値の概要

　(1〉ひるがの湿原の位置

　岐阜県北西部､郡上郡高鷲村のひるがの高原は、

北緯3r 00' 束経136°90'に位置し(Fig.1)、日本の

高層湿原の南限、ミズバショウやワタスゲなどの

北方湿原植物の南限自生地として知られている。

標高は約885mで、村の中心部より約330m高い。

　ひるがの湿原は、ひるがの高原の中心地域妁

1km四方にわたって発達していたと考えられるが、

現在は細かく分断された湿原が10ケ所以上に点在

し、合計約7haである(F屡2)。昭和31年に岐阜県

の天然記念物に指定された湿原約3.5haは現存せ

ず､その後昭和45年に指定された湿原が約2ha(ひ

るがの板橋地区ミズバショウ群生地を除く)､村営

の植物園や村の保護地になっている湿原が約

2.5ha､その他は別荘分譲地など民有地になってい

て特に保護を受けていない。

　(2)地形・地質

　新生代第四期に入って高鷲村西北部の大日ケ岳

(1706m)の活発な火山活動による噴出物が河川に

よって運ばれ、ひるがの高原は扇状蛙となった。

その後地盤の隆起と浸食作用によって、数万年前

にはひるがの一帯は湖となった。湖底には緻密な

砂牒眉が堆積し浅くなり、約７千年前から湿原化

し泥炭層の堆積が始まった。泥炭層の厚さは平均

2､5m、厚いところでは3m以上あった。泥炭層の

下には、砂疎層、火山噴出物の層が見られる。し

かし、現在湿原の所以外では表土の入れ換えや堰

立てが行われ、元の地層が見られる所は少ない。

　現在高原を分断している川は、戦後人工的に掘

られたもので、それ以前は谷状の河川はほとんど

存在しなかったと思われる。

(3) 気象

高鷲村教育委員会(Taksu B･ard･fEducati,n)

岐阜大学流域環境研究センター(lnstilule励r Basjn Eeosyslem Sludies, Gjfu uni・ysjty)
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Fig.2 The location of moors in 1968 ald 1994, and the distributionon 8 vegetatlon types jn 1 994.
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　泥炭が発達するには、寒冷な気侯か豊富な水が

必要である。ひるがの高原は夏季の平均気温が20

度を超え、日本国｡内の他の高層湿原に比べて高い

ことがわかる（F屡3）。降水量は、年間を通じて多

く、特に夏の降水量が多い。根雪になるのは12月

下旬で4月上旬には完全に雪が消え、積雪期は４ヶ

月未満である。尾瀬ケ原や釧路湿原では半年以上

雪に閉ざされているのに比べ、ひるがの湿原の積

雪期は短い。

　気温が高く積雪期が短いことから蒸散量が多い

と予想され、ひるがの澗原で泥炭が発違したのは

降水量（特に夏期）が多いことと、降水を保水す

る能力の高い地形が存在したためと考えられる。

従って、このような蒸散量の多い南限近くの泥炭

湿原にとって、排水が良くなることは致命的であ

ると考えられる。
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が現在のひるがの高原の中心地約１キロ四方に広

がっていたと椎測できる。

　ひるがの湿原の開拓は、第二次世界大戦後から

本格的に始まり、国の政策によって満州引揚者を

中心に多くの人が入櫨した。水路の掘削、土壌改

良による稲作や牧草栽培、泥炭やミズゴケの採

集･売買も行われた｡昭和30年代後半から、スキー

場ができたことを契機に観光開発が始まり、100

軒近い宿泊施設、150面以上のテニスコートなど

が湿原を埋め立てて作られた。また、別荘地とし

て細かく分譲され宅地造成が行われた。

　昭和43年､現地の小学校で行われた湿原調査で

は、現在の10倍近い面積の湿原が記録されてい

る。それでも、入植当初に比べると８割方の湿原

植物が失われたというコメントが見られる。記録

から推定すると、現在残されているのは、人植前

の5～10%の湿原面積、2～3%の混原植物に過ぎ

ない。

　現在のひるがの高原の主な産業は、冬のス

キー・春のミズバショウ・夏のテニスやキャンプ

を中心とした観光業、酪農、そして別荘地売買の

不動産業などで、未だに湿原の埋め立て開発が続

いている。

　200

月間降水量(ｍｍ)

400

Fig.3泥炭層が発達する湿原の気候の比較

Fig,3 The climograph and snowfall period of Hinlgano

　　and other bogs.

　(4)湿原開拓の歴史と湿原の衰退

　昭和初期には､｢これよりは廣漢たる蛭ケ野､‥

中略‥付近の展望全く遮るもjのなく、脚は高く、

園は廣く、意気自ら銘然たるを覚える｡｣と書かれ

(｢郡上郡案内｣、1931)、ほとんど手つかずの湿原

　(5)湿原に生息する動物

　ひるがの湿原には、桂物のみならず動物も豊富

であることが知られている。今年は直接動物の調

査は行わなかったが、文献や気付いた範囲で記載

する。

　ひるがの高原はホオアカ・オオジシギ・ウズラ

の岐旱県で唯一の繁殖地であった(｢奥美濃路の自

然｣、1981)。現在、ウズラが既に絶威したと考え

られ、ホオアカ・オオジシギも個体数を減らして

いる。今年(1997年)の春には３香のオオジシギ

が確認できた。

　また、ギフチョウの大量生息地としても知られ

ている。全国でも最も遅い時期(5月中旬から６月

下旬)に発生する生息地の一つで、多くの蝶マニ

アが訪れる。ギフチョウの幼虫の食草であるヒメ

カンアオイは、湿原内部から周辺の林に至るまで
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広く分布している。しかし、繁殖が全域で行われ

ているかどうかは疑問である。ギフチョウの生息

蛙が調査されないまま、現在ギフチョウの多く舞

う湿原周辺や雑木林が別荘地開発によって失われ

つつある。

　その他の蝶、トンボなどの昆虫も豊富であるほ

か、湿原にはウサギやネズミ類が多く見られ、キ

ツネやフ‥クロウの仲間などの餌場になっている。

2.ひるがの湿原の植物

　(1)主な植物群落

　ひるがのの主な澗原10ケ所で、１ｍｘｌｍのコド

ラートを合計240ケ所設置して桂生調査を行った。

コドラートの群落被度と群落高、出現する全ての

檜物種について被度と高さを測定した。調査は初

夏と秋に行ったが、初夏の調査はまだ不完全であ

るため､今回の植生の解析は秋のデータで行った。

　調査で出現した植物種は120種。それ以外に湿

原捕物ｎ種を確認している。まだ謂査は不完全で

あるが、代表的な湿原棺生をクラスター分析の結

果を参考に、次のように分類した(F屡2)。

I､高層湿原

I-a､イヌツゲーヌマガヤ群落排水路の影響により、

極度に乾燥してミズゴケを欠いている｡ノギラン、

キンコウカが見られる。

1-b、イヌツゲーヌマガヤーイボミズゴケ群落　典

型的な高層湿原。レングツツジ、イワショウブ､ワ

タスゲ、キンコウカが多い。

I-c、ヌマガヤーオオミズゴケ群落　シュロソウ、

サワシロギク、ヤマラッキョウ、エゾリンドウ、ワ

タスゲが見られる。

I-d.ミカヅキグサーモウセンゴケ群落　高層湿原

の中の木道脇など踏みつけにより荒れて裸地化が

進んだところに見られる。ミタケスゲも多い。

ll.中間湿原

ll-a､ヌマガヤーオオミズゴケーカリヤスモドキ群

落　やや乾燥し、ワタスゲ、コバイケイソウが多

1ﾊ。　　　　　　　　　　　　｡･｡　　　　｡　・

II-b.ヌマガヤーオオミズゴケーヤマドリゼンマイ

群落　ザゼンソウ、レングツッジ、コバイケイソ
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ウが多い。

lk.＼ヌマガヤーホソバミズゴケ群落　流水の近く

に見られる湿･った中間湿原。

11-d.ヌマガヤーワレモコウ群落土砂の侵入や富

栄養化が始まった中聞湿原。ザゼンソウやホソバ

ノヨツパムグラ、ミソソバが目立つ。

】I､e.ヌマガヤーサワギキョウ群落　中間･高眉湿

原に人為的な要因で水が流れるようになったとこ

ろ。泥炭の流出が始まっている。

III.低層湿原

III-a、カキツパターミズバショウ群落緩やかな流

れがあり、ノカンソウ、ワレモコウがある。

m-b.サワギキョウ群落　流れが比軟的強く、大雨

のときには強く撹乱されることが多い。

m-e､アプラガヤーワレモコウ群落　水位の低い停

滞水域に多く、クサレダマ、コオニユリ、ノハナ

ショウプを伴うことがある。

m-d､ザゼンソウーミソソバ群落　水位の変動が大

きく、季節的な乾燥や富栄養化が進んでいる。ノ

リウツギが見られることが多い。

III-e.ガマ群落　ミズバショウやカキツバタやサワ

ギキョウの群落の水貿が盲栄養化した所と考えら

れる。

IV.池

IV-a、コオホネ群落比較的水深が深い(15cl前後)。

IV-b.Iヒツジグサ静落　水深が浅い(ICm内外)。

V.その他

v-a、ススキーワレモコウ群落　乾燥が進み、アカ

マツ・シラカバ林への遷移がおこっている。

V､b.クサヨシーオオアワダチソウ群落　湿原が牧

草や帰化植物、スギナにとってかわられた。

　く2）雑草の侵入‥‥

　地表面に水のある湿原に近年ガマが侵入し、

徐々に拡大している。その他、水路沿いにはミソ

ソバ、ヘラオモダカなどの水田雑草も多く見られ

る箇所がある。ガマやミソソパや水田雑草の侵入

は、昭和50年代に一部が熾め立てられたIスキー場

向いの渥原、近年あずまやと立派な木道の整備さ

れた植物園向いの湿原、湿原の中に人工的に作ら



れたと思われる段差や水路があり古い柵などが

残っている天然記念物指定地Ｂなどに見られる。

これらの湿原へのガマや水田雑草などの侵人は、

開発による自然植生の破壊となんらかの因果関係

があると考えられる。また、水の富栄養化や水温

上昇とも深く関係していると考えられる(後述、

参照3-(1)バ3))。

　その他、オオアワダチソウ、アメリカセンダン

グサ、クサヨシなどの帰化横物が温原の中にまで

侵入している。また､湿原の周囲には、ススキ、ヨ

モギ、ヒメジョオン、ムラサキツメクサ、シロツ

メクサ、ギシギシなどが繁茂し、湿原に向かって

徐々に生育地を拡大している。隣接地の埋め立て

や水路の護岸工事に伴う土砂の混人、隣接牧草地

から堆肥の流入、冬季除雪作業による砂利・土砂

の侵人がきっかけとなってこれらの雑草が侵入し

たと考えられる。一度侵人すると、自らの遺体の

堆積により富栄養化と乾燥化が急速に進み、生育

地を拡大していると考えられる。

　(3)地域絶滅の心配される湿原植物種

　極端に個体数の少ない種や局地的にしか白生し

ていない種が多数あることに気づいた。

　ミズトンボの開花個体はｌ個体のみであった。

シオガマギクは自生、移植栽培ともに数個体しか

確認されなかった。ヒツジグサは移植個体は多数

あぶものの、自生はわずかｌ個体であった。リュ

ウキンカの最後の自生地はほとんどが移桂個体で

あると思われる。

　コオホネの白生地は一ヶ所。ミズギクの群生地

も1ケ所。トキソウ、カキラン、キンコウカ、ヌマ

トラノオも局地的にしか自生していない。これら

の自生地は天然記念物や保護地に指定されていな

いところが多く、早急に保護対策をとらなければ

地域絶滅を防ぐことはできない。

　今年(1997年)、ひるがの高原板橋地区の湿原

(約5ha)が道路工事によって全て埋め立てられ､シ

ラヒゲソウ・ミズチドリ・ヒロハトンボソウ・ミ

ズオトギリ、トモエソウ等の大詳生地が失われた。

これらの種はひるがののその他の湿原では非常に
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個体数が少ないため､絶濾が心配される。特に、ヒ

ロハトンボソウは未だ他で確認されていない。

3.湿原植生に影響を与える要因の解析

　(1)水位

　植物園の２地点、天然記念物指定地Ａの１地点

において機械による水位と水温の連続測定を行っ

た。また、植物園に11地点、村指定保護地に４地

点、天然記念物指定地Ｂに２地点股置した水位観

測井で数回にわたり一斉に水位測定を行った。そ

の結果一香水位変化の大きかった植物園で地下水

位はおよそ､80cmからOcmまで変化し、降雨によ

る一時的な変化も大きかった。これは、付近に掘

られた排水路の影響であると考えられ、このよう

な場所では樹高の高いイヌツゲやヌマガヤが優占

し出現種数も少なく、群馬県玉原湿原において観

測された結果(権嶋・高瀬・ハ住、1991)と一致す

る。一方、一番水位変化の小さかった村指定保援

地と天然記念物指定地Ｂでは、表面水のある場所

ない場所とも水位変化は10cm以内であった｡天然

記念物指定地Ａではおよそ40cmからOcmまで変

化したがi水位の高いときには水位は比較的安定

していた6

　横生の違いは、平均的な水位の違いとともに、

水位の変化量にも関係していることが予想された。

次年度は、これらに焦点をあてた観測を行う予定

である。

　地下水の水温は盛夏でも低く保たれ、気温より

も少し遅い９月下旬に現れる最高水温は16度前後

であった。ところが､地表面に現れている水は5月

から９月初旬にかけて､晴天時に大きく上昇し､特

に椎物園内に人工的に作られたミズバショウ池は

30度以上になることも多かった。低温が必要な高

層湿原や北方湿原植物に地表面から水を導水する

ことは難しいことが示唆された。

　（2）掘削水路

　湿原に掴られた水路沿いには、低木やススキが

生えていることが多い。植物園内の高層湿原に掘

られた導水路の周辺で檀生調査を行ったところ、



水路内には流水を好むサワギキョウなどが多く見

られたが、すぐ側にイヌツゲ、レングツツジ、ノ

リウツギ、ヤマウルシ、ミヤマウメモドキ、イヌ

コリヤナギなどの低木類が成長していた。水路か

ら約2mにわたって直接的な影響が見られた。

　天然記念物指定地ＡおよびＢで段差のない表面

流水の水路において対煕調査を行ったところ、こ

のような木本の進入は見られなかった。掘剔水路、

の彭響は、水路断面から酸素が供給されることが

原因と考えられる。従って､天然記念物指定地Bの

ように殴差のある所ではこれらの低木が見られる

ことがある。

　導水のためでも、湿原の中(特に高層・中間温

原)に水路を掘ること木本の侵入を招き､好ましく

ない結果を導くことがわかった。

　(3)水質

　ひるがのの主な混原と河川の水質について調ベ

た。調査は紫外線吸光度を測定し、高坂(1997)の

方法により、有機物含量の相対値と硝酸態・亜硝

酸態窒素量のおおまかな推定を行った。なお、こ

の推定方法では推定値がマイナスとなることもあ

るが、そのまま図中に示した。側定及び解析にあ

たっては、岐阜大学流域環境研究センターの湯浅

晶教授に指導を受けた。

　湿原内の水は、通常の河川よりも多くの有機物

を含んでいた。これは、湿原特有のフミン酸をは

じめとする有機酸が発生しているためと考えられ

る。硝酸態・亜硝酸態窒素は、天然記含物Ａ湿原

とミズギク自生地、ヒツジグサ自生地、コオホネ

自生地ではほとんど検出されなかった。しかし、

他の湿原では約0.1～0.3pPmが検出された6これ

らの湿原には、牧草地が隣接していたり、生活排

水や家畜の汚水が流入している。同時に水温も高

い。窒素の多い湿原は、ガマやミソソバや水田雑

草が多いことがわかった㈲μ)。

4､保護に向けて

　ひるがの湿原は戦後の開発によって急激に失わ

れ、現在残っている湿原は１割にも満たない。残

3
6

された貴重な湿原の半分近くは保護の対策がとら

れていない民有地で、いつ埋め立てられて消失す

るかもしれない。早急に保護地に指定するなどの

対策が望まれる。また、天然記念物指定地や保膜

地でさえも、すぐ隣まで迫った開発行為や水質汚

染などの影響で湿原の状態は急速に悪化している。

全国でも最も保存状態の悪い湿原の１つであると

考えられる。

　保存状態が悪いからと言って、保護に値しない

ということはない。ひるがの湿原は、高層湿原や

いくつもの北方植物の南限として学術的に貴重な

だけでなく、ミズバショウやワタスゲなどを観光

の看板に掲げ、この地埴を特徴づける大切な要素

となっている。また、人間生活と関わりの小さい

山奥の自然だけを保護し、人為的影響が大きく保

護が難しい地埴の自然を放棄することには問題が

ある。まだまだ開発が進んでいる日本や世界の状

況において、人間活動と従来の自然檀生の保護と

の両立は、重要な課題であると考えられる。

　ひるがの湿原は、高層湿原や北方湿原植物に

とって、比較的夏が暑く無積言期が短く厳しい。

従って、乾燥や富栄養化の影響を大きく受け、致

命的な打撃となる。

　中・高眉湿原の乾燥を導水によって袖おうとす

ると、水路の法面からの酸素の供給されて低木類

が侵入しやくすなったり、水流によって混炭の浸

食や分解が起こり植生が変化してしまう。解決策

としては、湿原内部ではなく周辺部の湿原外に水

を貯める堀を作るなどが考えられる。低層湿原に

ついては、湧き水や地下水による水の供給を確保

することが大切で、それらの断絶を人工的に補う

ことには、水量の安定や水温の問題で非常に難し

い。また、自然の供給水であっても、上流部に牧

草地や生活排水の流入があるところでは、水の富

栄養化が進んで低湿地植物や帰化雑草などにとっ

て代わられていく。

　これらの問題を解決するには、湿原と排水路や

迫路､埋め立て地や農牧地の間に緩衝地帯を設け、

自然草地や低木林などを配することが必要である

と考えられる。しかし、湿原保護区の拡大ととも

／



／

／

Fig.4ガマ・ミソソバの侵入と湿原のNOj－＋N02－濃度

Fig,4 T11e disllibutionofTypha lali一ja and Pelsicaliaiunbergij, andthe(x)ncentrations ofNO 3 －＋NO 2 －in several bogs.

に緩衝辿帯の確保には地域住民の理解や行政の積

極的な推進が硲要であり、最大の課題であると考

えられる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　The Hirugano Wetlands at 'nlkasu viliagein laPan， which compri卵.one of the most southem

habitats，areknown for having many north-wetland plants and creating lapan‘smost south＆n hi8h

moorJt is esti171stedth8t the ゛etl811darea sPreadoverlsq.km. within Hirugano before World War II.

Since then,it has been developinがnto many small parts less than 10％of its originalsize.Hirugano has

a warmer dlmate and shorleりnow season than any other high moor in Japan.Asaresu】t,the imPact of

human such as the digging Waterways and the input of nutrients in soiland water have dramatically

changed the vegetationJn filct･evenGifu Prefecture's nature preserveiare losing their natural

vegetation raPidly
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第７期プlj ・ ナｈッーり・フアンド助成jむ旧11告害（1998）

非破壊計測によるギフチョウ蛸期の野外における成虫形成の解明

天竜村ギフチョウ研究会

野牧君夫1）・鈴木直樹2’

lnvcst‾igationof Adult Formation through the PuPa o旺回hd岬al叩�ca Led

　　　　　　　　　　　　　　　UsingSoft x-ray

Tbnryu Luehdorfia Study Λssociation

　Kimio Nomakい’，Naoki Suzuki 2j

　ギフチョウの蝸期は、６月～翌年４月の約10ヵ月間である。ザナギは夏の暑さと冬の寒
さに休眠という状態で対応しつつ、成虫形成をする。この変化を秋X線計測でとらえた。サ

ナギのステージは４つに細分化できた。

　(1)煩化直後に体が液状化し､急激に成虫形成を開始｡(2)夏の体眠間｡(3)秋に再び成虫形

成開始。冬の休眠の準帽をし、成虫形成を完成｡(4)冬の休眠期。

1.目的

　アゲハチョウ科のギフチョウは年１化の本州特

産種である。生息場所は里山の雑木林で、蝸期は

６月～翌年･1月の約10ヵ月間と長く、生活史の約

80％を占める。

　本研究の目的は、野外のギフチョウのサナギ内

郎で、成虫形成がどのように行われるかを調べる

ことである。

　ギフチョウのライフザイクルの研究に関しては、

日高敏|毫(1り73)や石井実(1988)の研究があるが、

これらの報告例はいずれも恒温槙内におけるザナ

ギの飼育例に関するものである。野外における艮

期の成虫形成の解明が困難な理山は、次のとおり

である。

(１)蛸化場所が不明。サナギの発見例が乏しく、

どのような環境で過ごすか不明であった。

(２)飼育下では羽化の時期は一般に早く、野外の

ものと同時に成虫形成を進行さぜるか疑わしい。

　天扇:村ギフチl･ウ研究会は、1992年リjから約

３年間､(財)トヨタ財団主催の第６回市民研究コン

クール(日高敏隆選考委員長)の助成を受け、｢ギ

フチl｣ウの野外における行勁と生態研究｣を長野

県南郎で行った。

　その桔果､上記(1)については下伊那郡泰阜(や

すおか)付我科(がじな)で、1993年と1994年に、

1例ずつサナギを発見した｡野外においては、サナ

ギは地表面の落葉の裏側にあることを明らかにし

た(野牧･木下、1995)｡(2)については、野外のも

のと同時に羽化する飼育法を確立し、ほぼ野外で

の変化と同様のザナギ内構造の計測を可能とした。

　また、非破壊計測のための軟Ｘ線計測は、束京

慈恵会医科大学高次元医用圃像工学研究所におい

1'天竜付ギフチョウ研究会(長野県飯田市松尾常盤台86-1)

　TenryuLuehdorfiaStudyAss(》cialion2'束京慈恵会医科大学高次元医用團像工学研究所(東京部狛江市泉本町4-11-1)
　lns山1lteforHighDimensionalMedica11111aging,Jikeiujliversily
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て前年度に行った基礎研究により手法を決定した

後、同研究所より軟Ｘ線装置を飼育場所に移送し

て計測を行った。

2.方法

2-1.軟Ｘ線による計測

[計測用サナギの飼育]

　　　９月７日　　　　　10頭

　　　10月　５[１　　　　　　７頭

　　　Ｈ月　２[１　　　　　　７頭

　　　　　　　　　　　　計89頭

(1997年６月1打|は2頭を２度計測しているので、

実数は87頭)

　ギフチョウの終齢幼虫と前蛸も計測した。

幼虫・サナギの飼育場所は泰阜村稲伏戸（いな　　1997年６月13日午前　幼虫５頭

ふしど)である。発砲スチロールの拍を飼育箱と

し、底に数cnlの厚さに土を入れ、落菓を敷き、食

草の葉と幼虫を入れ､目の絹かい網でフタをする。

4～5齢の頃は大址に糞をするので、目の粗い金剖

の上に食草と幼虫を入れ、管埋を容易にした。

　幼虫は５齢(終齢)の蛸化直前に食餌をやめ、異

常に神経質となり、歩き回ったあと、落菓の下に

もぐり、前蛸となった。

　計測用サナギは大量に川意し、できるだけ同じ

個体が複数回の軟Ｘ線計測を受けないように設定

した。

[軟Ｘ線計測の方法]

　軟Ｘ線の発生装置はソフテックス㈱製

SOFUTEX E-40TYPEを使川した。フィルムは富士

写真フイルム㈱製の工業川軟Ｘ線フィルムFR｡故

射粧量は、30KVP、5mΛ、10～15秒である。

　計測は、サナギを横向きと上向きにフィルム上

に置き、平面像と側面像を得た。計測はサナギを

葉から取りはずして行った。

　助成間始後のギフチEjウのサナギの計測は下記

のとおりである。

1996年10月　３日　　　　　　　５頭

　　　　11月　２日　　　　　　　５頭

　　　　12月　１日　　　　　　　５頭

1997年　１月　５日　　　　　　　５頭

　　　　２耳　１日　　　　　　　５頭

　　　　６月14日　　　　　　８頭

　　　　６月15日　　　　　　４頭

　　　　６月17日　　　　　　６頭

　　　　６月　８日　　　　　　６頭

　　　　７月　９日　　　　　　　６頭

　　　　８月　３日　　　　　　10頭

　　　　　　　　　　　　前蛸３頭

　　　　　々　　々　午後　幼虫２頭

　　　　　　　　　　　　前蛸２頭

　ギフチョウとの比較のために、辰野町蝶類談話

会会員の吉HI勝幸氏が、塩尻市北小野相吉(あい

よし)で採取・飼育したヒメギフチョウのサナギ

15頭(蛸叱目不明)も下記のとおり計測した。

1997年　６月29目　　　　　　　３頭

　　　　８月　３目　　　　　　　３頭

　　　　９月　７目　　　　　　　３頭

　　　　10月　５目　　　　　　３頭

　　　　Ｈ月　２目　　　　　　　３頭

　　　　　　　　　　　　　計15頭

　サナギの故射線肢爆ができるだけ少ない状態で

明確な現像桔果を得るために、標準現像液のフジ

ドールの１：１稀釈液を川いて増感現像を行った。

増感現像液に比べ感度の上昇は少ないが､(1)銀粒

子が細かい(2)隣接効果により鮮鋭度が向上する

(3)毎回新液を川いることにより､安定した処理結

果が得られる、という利点がある。

[両像処埋]

　團像処理は、東京慈恵会医科大学高次元医用團

像工学研究所において、大型グラフィックコン

ピューターによる微分処理、諧調化等を行い、必

要な團像情報を得やすくした。

2-2、蝸化場所の環境変化の測定

　蛸化場所では、1993年４月から百葉箱内に自記

記録計（佐藤計量器製作所、ラトナ）を設置して

継続して観測しているが、今回、サナギを発見し

た地表面付近の環境訓査のために、温度・湿度を

30分間隔で継続して測定した（㈱テイアンドデ
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イ、おんどとりTR-72)。センサーは地表面に設置

し、上に落葉をかぶせ、野外におけるサナギと同

じ状態にした。

3.結果

3-1.軟Ｘ線計測

　1996年から継続して計測したが、手法に改良を

加えつつ計測、現像を行うことにより、1997年の

手法ではより少ないＸ線量でサナギ内構造の変化

を十分に観察出来るようになった。ここに、1997

年の結果を中心に報告する。

　縁回数頭ずつの計測を行ったが、個体ごとの差

異はきわめて少なく、すべての個体が、ほぼ回時

に成虫形成を進行させていた。

＜蝸化３時間後＞すでに頭、胸、腹の各部に分か

れ、平㈲像として得たＸ線像からは廸、側面像と

して得たＸ線像では脚が認められた。1996年の計

測では、1例だけ､成虫形成を始めていないものが

あったが、これは蛸化してからの時間が不明で

あった。

＜同じ個体の蛸化８時問後＞５時間の間に成虫形

成がｰ･層進んでいる様子が認められた。特に側面

像では、胸と腹の境のくびれた部分の間諒がより

明瞭になっていた。なお、放射線披爆を最小限に

するため、同一個体を2度計測したのはこの2頭だ

けである。

＜１日(24時間)後＞さらに成虫形成が進んでいた。

個体ごとの圃像に大きな差異は見られず、蛸化直

後の成虫形成がすべての個体で急速に進んでいる

ことが分かった。

＜48日(1152時間)後と86日(2064時間)後＞大き

な変化は見られなかった。

＜114日(2736時間)後＞成虫形成が一層進んでい

た。同時に、腹郎に帽1.3～1.8mm、長さ5.0～

6.0mm程度の、空房状の團像が現れた。細長いゴ

ム風船を膨らませて、少し曲げた形状である。

＜142[1(3408時間)後＞腹部の変化は消えていた。

1996年の例でいえば、11月以降、画像に変化はな

かった｡

3-2.個体群動態の継続調査

　調査は卵～幼虫のステージである。終齢幼虫は

林の奥に移動する傾向があるため(天竜村ギフチョ

ウ研究会、1994)データが取りにくい。1993～

1996年の調査結果は、1996年にまとめている(木

下、1997)。この調査は、今後も維続予定。

4.考察

4-1、サナギのステージの細分化

　日高らの報告では、サナギは夏と冬に休眠する

と記されているが、今回の計測により、10ヵ月に

及ぶ蝸期の生態が、より細部において明らかとす

ることが出来たといえる。

　ギフチEjウは暖帯の夏縁広葉樹林に生息する森

林性昆虫であるから、真夏の暑さと真冬の寒さに

弱い。このため春と秋に活動や成長をし、夏と冬

は、休眠という、生体にとって安定な状態で過ご

す。しかも２度の休眠をサナギというひとつのス

テージで行う。

　今回のサナギ内構造の可視化により以下の４つ

＜２日(48時問)後＞１日後より、少し成虫形成が　　に細分化されたステージを持つことが予想された。

進んでいるという程度で､蝸化3時間後と8時間後

ほどの変化は認められなかった。

＜４日(96時間)後＞これも少し成虫形成が進んで

いる、という程度で、大きな変化は認められな

かった。

＜15日(360時間)後＞胸と腹の間隙が大きくなり、

４日後と明らかな差異が認められた。

＜26日(624時間)後＞ほぼ成虫形成を終えたと思

われた。
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　(1)第1回の成虫形成期(夏の休眠の準備期)(2)

夏の休眠期(3)第2回の成虫形成期(冬の休眠の準

備期)(4)冬の休眠間。

(1)第1回の成虫形成期(夏の休眠の準備期・蛸化

当日～26目後の計測。６～７月上旬)

　サナギは抽化直後に急激に筋肉、脂肪などが溶

けて液状化し、次に成虫形成を開始することが予

想される。以後、夏の休眠に入るまで、成虫形成

を続ける。



　この期間は組織が軟らかく、解剖による調査は

困難と思われる。

(2)夏の休眠期(26日後～86日険の計測。７上旬

～９月上旬)

　夏には大まかな成虫形成を終えているが、クチ

クラの外披で覆われていない状態で休眠している

と予想される。

(3)第２回の成虫形成期(冬の休眠の県備期･86日

～142日の計測。９上旬～11月上旬)

　蛸化11nTI後の10月５目に計測した團像に、腹

部の急激な変化がとらえられた。1996年の圃像で

も、1997年のヒメギフチEIウでもとらえられてい

ない。１ヵ月間隔の計渕では昆逃すはどに、短間間

にこの変化を完了する。

　靖化直後にアポトーシスにより液状化し、この

ときグリコゲンが生成されると予想される(山田･

大山、1994)。昆虫は越冬のために、体内のグリコ

ゲンをグリセリンに変え、凍死を防ぐ(朝比奈、

1991)。團像にとらえられたのは､生成されたばか

りのグリセリンの可能性もあるが、解剖による観

察は行わなかったので、詳絹は不明である。

　1997年11月２日には、計測のために葉から離し

たサナギが､目の前で幾度となく腹節を動かした。

すでに成虫形成を終了レひヽる可能性が高かった。

團像からも、９月よりは成虫形成が進んでいる様

子が読み収れた。

(4)冬の休眠期(12～4川

　冬の休眠間は、剛剔こ変叱は見られなかった。

4-2.秋に羽化しない理由

　1997年11月２目の計測の際、サナギが腹節を動

かしたことから、羽化するのは翌春であるにもか

かわらず、サナギは冬の休眠期の前に成虫形成を

完成している可能性が高いことが分かった。

　羽化の時期が秋でなく、翌春である理由を産卵

行動から考察してみる。食草のひとつウスバサイ

シンは秋に枯れ始めるので産卵出来ない。もうひ

とつの食草ヒメカンアオイは７月以降辿上部の活

動を停止するので、ギフチョウの幼虫に菓を食害

された株は、翌春まで根だけで過ごし、しかも食
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餌率が高い(天竜村ギフチョウ研究会、1994)ので

産卵する菓がない。

　食草がウスバサイシンやヒメカンアオイである

以上、産卵は秋には出来ない。

　次に、成虫で越冬するよりもサナギのまま越冬

したほうが越冬戦昨11有利な理由を考察してみた。

(1)吸蜜横物が秋には少ない。

　スプリング・エツェメラルの挟物は地上部が枯

れ、サクラ、ツツジなどの木本植物も聞花してい

ない。

(2)勤き回ると天敞に９われる可能性が高い。

　煩化直前の幼虫は異常なまでに神経質に行動し、

妬化場所を選定する。サナギの発見は天敵に難し

いと思われる。

(3)越冬環境

　蝸化場所(地表㈲)と、地上部の百菓箱内で温

度・湿度の観測を行い、比較をした。蛸叱場所は

温度変化が少なく、安定した温度条件であった。

　冬期殼低気温は1997年2月2討目こ記録し、百葉

箱中は－8.4℃、箭化場所は、－3.0℃であった。

百葉箱中より、蛸化場所のほうが5.4℃高かった。

また同日の殼高気温は百葉箱中で8.2℃であった

が、蛸化場所は1.9℃と、蛸化場所が6.3℃低かっ

た。殼高と醍低の較差は百葉拍で16.6℃、蝸化場

所で4.9℃であった。

　蛸化場所では２月25目に殼低温度が－0.8℃を

記録したのを殼後に、氷点下にはならなかった。

百葉箱中の辰後の氷点下は、リj1日の－2.0℃で

あったが、蛸化場所では1.5℃であった。

　冬則の気温・池温は２列上句頃から上昇に転ず

るが、蛸化場所の殼低気温を記録したのは２月23

日と遅く、わずか２目後の25[lに－0.8℃を記録

したのを最後に氷点下を記録しなかった。蝸化場

所は、北向き斜面であり、冬期は太陽の日南中高

度が低いので直射目光は全く射さない。このため

日長時開が艮くなっても温度は低下を続け、２月

23日に至って殼低となった。しかしその後は日南

中高度が上がり、北向き斜㈲に直射日光が当たり

姶め､特に羽化の頃は温度の上昇が急激であった。

　グリセリンは高温でグリコゲンに戻るため(朝比



奈、1991)、低温下で､温度変化の少ない場所で越

冬するのが好ましい。辿上部と池表部の温度条件

を比較すると、池表でサナギのまま越冬するほう

が越冬戦略上有利であることが分かった。

4-3.今後の課題

　今回の研究に用いたサナギの飼育と野外の生態

調査は、長野県南部の伊耶谷で行ったが、ギフ

チョウの生息には限界の寒さの地域である。全国

各地の生息地は、気温、［|南中高度、食草など、

種々の環境が異なるので、蛸期の成虫形成や仙の

ステージの生態に差異があるかも知れない。

　また、妬化直後のアポトーシスや、状のグリセ

リン生成の有無など、他の手法で解明すべきテー

マも生じた。

5.謝辞

　この研究に軟Ｘ線を使うアイディアは、日高敞

隆氏のものである｡野牧と鈴木の共同研究は､(財)

トヨタ財団の久須美雅昭氏のご尽力で実現した。

記して感謝したい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　　The PuPa stage of theL回hd可iO叩ouica xasts 10 months and comPrises 80 ％ofthe

life cycle of this creatul゛e.ln ordel‘to investigate this invisible life history, we utHized

softx｀ray examination. We develoPed a method to observe the PuPas of 陥油面φり叩(,月面，

which simulated the conditions of the natural field. We also took sPeciaI Precautions to

mininlize the innuence ()fradiation exPosure on the PllPas during this investigation･ As a

resull of our invesligation, Wexvereable to calegorize the fonowing 4 stagcs in morPhologica1

changes of thd必ヽ汐吐回hdo面巾Ponica.

　　　　Stage l: Drastic changes were found in the body struclure of the larva a few hours

aflerPuPaformation･ThreehoursafterPuPaformation･thebodyofthelarvawasseParated

into craniaいhoracic and abdonjna1 Parts. This raPid change was conU)leted in 4 days.

　　　　Stage 2: During summer the resting slage, no obvious changc was found from June

to SePtember.

　　　　Stage 3:The second morPhological change was observed fmm SePtember to Decenlber

during which most of the adult formation was comPleted.

　　　　Stage 4: The second resting stage after the conlPletion of adult formation lasting

from Decelnber to APrH. lt has been said that the £�山㈲ゆ卵･･凶is waiting for the chance

to enlerge from the PuPa surface during this 5 month PeriodJt is suPPosed that the first

resting Period is to Prevent energy loss during the heat of summer, and that thesecond

resting time is to Prevent energy loss during the long winter with low temPerature and lack
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of food. We found that soft x'ray rでsolution was able to visualize the nlorPhological changes

in PuPa noninvasively･ Thus･ we were able to reveal the morPhological cha叩e ofthe PuPa

body ofthe Luehd可則叩onieawhich olherwise cannot be visualized under the surface of

the PuPa using soft x“ray examination.

サナギの軟X線計測面像(左:平面像､右:側面像)

蛸化当日　約３時間後

蛸化当日　約８時間後
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第７期プロ・ナ｝ヽりーラ・ファンド肋成成果報告沓（1998）

半野生ジカの給餌が栄養と個体群動態に及ぼす影響

　－1997年に起きた金華山島のシカの大量死－

　　　　　　　　　　金華山島シカ研究グループ

　　　　　　高槻成紀1)・南正人2h大西信正2に伊藤健彦3'

　　　　　　Effects of suPPlementary feeding on the mltrition

　　　　　　　and demograPhy of a semi“wild sika deer

－Amass･mor凶ty of sikadeerhaPPened in 1997onKinkazan lsland,n(ithemJaPan －

　　　　　　　　　KinkazanSikaDeer ResearchGrouP

Seikibkatsuki,Masato Minami, NobumasaOnishi and llkehikolto

　宮滅県の金華山島では1984年の厳冬にシカの大量死が起き、その後数年で回復してここ

数年は500頭前後で安定していた。ところが1997年は平年の気温であったにもかかわらず、

４月を中心に大量死が赳きた。狛97年3月の調査では504頭が生息していると推定され､死

亡はほとんど確認されなかった。大量死はその後起きて、５月には終息した。11月までに

253頭の死体が回収された。死亡率は50､4％で1984年を上回る高さであった。11月の頭数

調査では336頭と推定された。推定生存数（504頭－253頭=251頭）との差83頭は新生児

の数と推定される。死因はあきらかでないが、長年のシカの高密度状態によって檜生の変

化が起き、これによってシカの食糧事情が悪くなっていたものと推測される。給餌を受け

ている神社周辺のシカの死亡率は低く、高全体の生態系への影響を考えると給餌の意味を

考え直す必要がある。

　宮城県の金華山島は950ヘクタールほどの小さ

な烏であるが､約500頭ものシカが生息している。

この高密度のシカは島の槙物群落の組成や構造を

変化させ、そのことを通して島全体の生態系にも

影響をおよぼしている。その意昧でシカはこの島

のキーストーン桓といえる。したがって、金華山

島のシカの個体群学的研究はシカの適正密度を考

えてゆく上で重要なヒントをあたえ、その研究は

人とシカが共存してゆくための保全生物学的な知

見が得られることが期待される。

　シカが高密度になった原因はシカが繁殖力の高

い種であること、また金華山島では宗敦上の理由

から保護されてきたことによる。これが基本的な

原因であるが、これに加えて給餌の効果が考えら

れる。

　これまでの調査により、島の北西部にある神社

周辺のシカ（神社群という）がきわだって高密度

であることがあきらかになっている。この高密度

集団を支えているのはシバ群落であるが、シバ群

落が発達しているのはシカが高密度になった結果

11東京大学総合研究博物館，東京都文京区本郷7-3-1
2’ピッキオ／星野ワイルドライフリサーチセンター，長野県北佐久創軽井沢町星野

3’東北大学大学院・理学研究科，宮城県仙台市青葉区荒巻字膏紫
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であり、シバ群落がシカ増加の原因なのではない。

この神社群が高密度になった原因は給餌であゐ可

能性が大きい。給餌はシカの行動にも大きな影響

をあたえるが、同時にシカの摂取する食物の賀を

向上させていることもわかった（高槻ら、1996）。

このことはシカの冬の死亡率を低くし､その結果、

密度上昇をもたらしているものと考えられる。こ

のようなことから、金華山島全体のシカ頭数を考

える上で神社群への給餌の実態を理解することが

キーポイントになると考え、給餌に関する問題を

解明すべく研究計画を立てた。

　ところが胴査を進めている段階で予測しない重

大事が起きた。1997年３月から４月にかけてシカ

が大量に死亡したのである。そこで、神社詳への

給餌の問題に力点を起きつつ、訓査の比重を、こ

の希有なできごとの記録と解明に置くことにした。

　なおこの調査は日本自然保謨協会のPNファン

ドの勤成を受けたが、シカの頭数調査については

これまでの宮城県の調査め一環でもあり、調査費

の一部は宮城県からも援助を受けた。これらの機

関に厚くお礼申し上げる。また調査を行う上では

北海道大学、東北大学、石巻専修大学、東京大学、

山形大学、日本動物植物専門学院、東洋工学専門

学校の学生・卒業生、星野ワイルドライフリサー

チセンター、宮城県の敬員の協力を得た。とくに

北海道大学の岡田あゆみ、田辺市在住の鈴木和男

の両氏の貫猷は大きかった。また宮城教育大学の

伊洋紘生教授と研究室の学生諸君をはじめとする

サル研究者からはシカ死体の情報を提供してもら

うとともに、回収にも協力いただいた。これらの

方々にもお礼申し上げる。

方　法

　シカの頭数調査は区画法によっておこなった。

島を20の区圃に分け、いくつかの区圃はさらに細

分し、５区画程度はひとつおきに調査した（図1）。

これはひとつには１区画内の調査に２人を投入し

て見落としを少なくするため、もうひとつには、

境界付近での重複カウントを避けるためである。

調査員は、頂上（450メートル）を中心とした北ブ

一
り
４

ロックでは頂上からほぼ放射状に上から海岸まで

降りた｡南プロックでは「二の御殿」という小ピー

クから同じように放射状に降りた。北ブロックと

南ブロックでは調査時刻に１時同ほどのずれが

あったが、両ブロックでの重複発見の可能性はな

かった。調査員は20人から30人程度であった。調

査員は区画内をジグザグに歩き、発見した時刻と

シカを記録した｡記録には1万分の1の仙図と記録

用紙を用いた。シカの発見には双眼鏡を用い、オ

ス、メス、子供の区別をした。オスはできるだけ

角の尖数を数えた。このような区別ができなかっ

た場合には不明として記録した。シカを区面の境

界付近で発見した場合はトランシーパで隣の区画

の鯛査員に伝えると同時にシカの移動方向を記録

し、重複カウントに注意した。調査時間は２時間

前後であった。

　ほとんどの区面は以上のような方法をとったが、

神社周辺のシカは個体識別され、正確な頭数がわ

かっているので、この区面では識別されていない

個体を発見し、その記録をした。

調査は1997年３月と11月に行った。３月の調査

には29人が、11月には22人が参加した。

図Ｌ金華山島におけるシカ頭数潤査区圓の香号



　シカの死体探査は1997年3月、5月、11月に行っ

た。５月には樹木の葉が繁っているので見通しが

悪く、シカの発見率が低いのでシカ頭数調査は行

わず､シカ死体探査だけをおこなったが､3月とll

月には頭数調査と並行して死体探査も行った。死

体を発見した場合、その位置を地図上に記録し、

死体の状況を４段階に区別した。

　　新鮮：死体は一部にしか傷がない。

　　腐乱：死体は腐乱しており、乾燥していない。

　　ミイラ：死体は肉はなくなり、乾燥してミイ

　　　　ラ状態になっている。

　　白骨：死体には皮もなくなり、白骨となって

　　　　いる。ただし、同じ白骨でも、骨の色や

　　　　質感､死体周辺の毛の有無などによって、

　　　　今年の死体と昨年以前のものに区別した。

　死体は番号をつけて頭骨、下顎骨、切菌を持ち

帰った。ただし下顎骨、切働は回収できない例も

あった。標本は東京大学総合研究韓物館に保管さ

れている。

表1.1997年３月13日のシカ頭数調査結果

区衝　　面襖　頭数　密度　椎定
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　これらのうち、第一切歯の得られた153(オス

76､メス77)について､摩滅クラス(大泰司、1976)

の類型をした。また50例は頭骨のサイズからあき

らかにＯ歳と査定された。こうしてあきらかにし

た各摩滅クラスの個体数割合を1992年の生存個体

詳と1984年の大量死のときの死亡個体群のそれと

比軟した。

結　果

1.頭数謂査

　３月の調査ではオス133頭、メス225頭、不明24

頭、子供61頭の合計443頭が発見された（表1）。

未調査の区圓の按分により、全島の頭数は504頭

と推定された。これは前年の推定値502頭とほぼ

同じであり、シカの頭数は安定しているものと考

えられた。

　11月の調査ではオス93頭、メス184頭、不明11

頭、子供12頭の合計豺3頭が発見された（表2）。

未調査の区画の按分により、全島の頭数は336頭

と推定された。したがって「生存率」にの期間に

出産があるのでこれはみかけの生存率。後述）は

表2.1997年ｎ月21日のシカ頭数調査結果
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66.7％（504頭から336頭）となる。

　頭数調査の結果は、シカが神社に著しく偏って

分布していることを示している。我々も神社から

遠ざかるとシカの姿や痕跡が少なくなることを経

験的に知っている。そこで､「神社」、シカの密度が

比軟的高い頂上から西側の神社周辺と旧ホテル周

辺までの範囲（「西側」とする。図１の区画15－

20）、そしてその他の地域にれを「山ジカ」とす

る）とで頭数の比軟を試みた。

　その結果、「生存率」は山ジカが68.2％､「西側」

が65,5％とほとんど違いがなかった。ところが

神社では３月に134頭であったものがｎ月に独

ｚ
Ｑ

頭で､「生存率」は88.9％とあまり滅少していな

かった。したがって､「西側」にいた神社以外のシ

カの死亡率が高いと予測されるが、実際その値は

76､0％（150頭から36頭）と非常に高かった。

2.死体回収

　５月とI1月の調査でオス106頭、メス104頭､子

供54頭の頭骨が回収された（表3）。このほか4対

の成獣の下顎骨が回収されたが、頭骨がないため

性が不明であった。子供のうち、８頭のオス、７頭

のメス（いずれも54頭の内数）は性器から性の判

別が可能であった｡３月でのオス、メスの個体数が

133:225であったから、死体の性比が106 : 104 で

あったということは、死亡圧はオスに強くかかっ

ていたことを意昧する。実際､3月の発見個体数と

11月のそれを単純に比軟して、死亡率とするとオ

表3.回収されたシカ死体の内訳

　　オスのうち､Ｍの右側の数字は角の枝数､無記
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スが30.1％、メスが18.2％であった。

3.死体のおよその年齢構成

　1997年の大量死集団の切歯の摩誠クラス分類の

結果を1984年の大量死集団と1992年の現存集団

とともに図2a､bに示した。1997年の死亡集団はオ

ス、メスとも0歳とクラスVI以上の高齢個体が約

30％という高率を占める点が特徴的であった。

　これを1984年の死亡集団と比較すると、1984年

の場合、クラスIIとｍという壮齢層が多く（メス

ではクラスIVも）、クラスVI以上は比較的少ない

点が違っていた。

　これらを1992年の現存集団と比軟した。1990年

前後ではシカの頭数が環境収容力に道しており、

出生率が低くなっていたため、1992年の現存集団

はＯ歳がほとんどいなかった。そのことが摩滅ク

ラス分布に大きく影響している。オスではクラス

HIを中心とした山型の分布をしていた。このこと

は生存集団は壮齢を中心にＯ歳と高齢が脱落して

いることを示しており、1997年の死亡集団の内容

を支持していた。メスでは明瞭なピークはなく、

クラスＨ以上が、なだらかな丘のような分布を示

し、クラスVI以上が多かった。これは金華山島の

特徴で、メスはクラスVI､VHという通常､野生状

態ではみられないほど摩誠の進んだ歯になるまで

生存している。さて、この1992年の現存集団を

1984年と1997年のふたつの死亡集団と比較する

ど、オスではクラスｍが多く、クラスVI以上が少

ない点が1984年に似ていた。メスでは、クラスVI

以上が多い点は1997年に似ていたが、クラスllや

IIIが多い点は1984年に似ていた。このことは、２

つの死亡集団のうち1984年のほうが現存集団の年

齢構成に近い、つまり寒波による無差別な死亡圧

がかかったことを示している｡これらのことから、

全体としては、1997年は死亡圧がＯ歳と高齢に

偏っていたという点で特徴づけられるといえる。

　通常年の死亡は０歳と高齢に偏っている。した

がって、1997年の死亡は通常年の死亡パターンが

強く現れたものとみることができる。この点は、

1985年以降に回収されている死亡集団と比軟する



頻
度

５０

40’

SO

20

旬

　o･

４０

３０

０
０
ａ
Ｄ
･

　ａ･

４０･

３０･

２０･

ｏ
ｏ
ｌ

％ オス

　　　　　　乳歯　｜　　||　　川　　IV　　V　VI十

　　　　　　　　　　　摩滅クラス

図2a.1992年の現存個体群、1984年と1997年の

　　大量死亡個体群の一第1切歯の摩滅クラス頻度分

　　布－オス一．

4芦

ら とによって明確に示されるであろう。

考　察

[死亡時期]

　1997年3月13日の全島頭数調査ではシカの死体

は発見されず、３月16日に神杜の周辺で２頭のご

く新鮮な死体が発見されたにすぎない。したがっ

て死亡が集中的に赳きたのはそれ以降ということ

になる。その後､･調査ができなかったが､５月下旬

に行った死体探査では新鮮な死体はほとんど発見

されず､大半はミイラ状態または白骨化していた。

このようなことから､大量死は3月下旬から4月に

かけて集中的に起きたものと判断される。

[識別の問題点]

　これまで金華山島では長期にわたってシカの頭

数調査がおこなわれ、基本的に同じ方法がとられ

てきた。このうち、シカの識別については、最近

の個体識別調査によって問題点の･あることがわ

かってきた。金華山島のシカは成長が遅く、夏を

除くとＯ歳ジカと１歳ジカの中には識別が困難な

49
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ものがいる。きわめてよく習熟した調査貝が識別

した子ジカを近距離で賎察しても、0歳ジカと1歳

ジカとを間違えることがある。したがって野外で

遼距離から一瞬で識別することは不可能であり、

発見結果の読みとりには慎重を要する。

［死亡の規模］

　３月の個体数調査で504頭の生息が推定され､死

体が少なくとも253の死体が発見された。した

がって期待生存数は多くとも251となる。11月の

個体数調査では336頭と推定されたから､･83頭が

F増加」したことになる。これを新生児とすると、

３月の504頭のうち、メスは225頭であったから、

出生率は36.9％となる。金華山島のメスジカの出

生率については現在調査中であるが、40％程度は

ありそうなので、この数字は妥当なものと考えら

れる。

　さて、死亡の規模は殼低でも50.2％（253/504）

であり、これは1984年の42､6％（293/688、

Takatsuki elaj.、1990.ただしその後の発見もあり

実数はもう少し大きい）よりも大きく、非常に大



規模な死亡であったといえる。

　1り84年は記録的な厳冬で、シカの死亡は積雪に

よる低地への集中の結果による食物不足であった

(Takatsuki冴aj､バ994)。しかし1997年は平年の気

温であり、状況は｡まったく異なる。死亡要因はあ

きらかでないが、死体の分布は島内に拡がってい

たから、局地的な伝染病の可能性は小さい。

　大きな可能性は、シカの過度な抹食によって植

生が変化し、食物の質的・量的変化が起きている

ので、これが引き金になったということである。

しかし、そうだとすると、これまでにも1997年ほ

どではないにしても、もう少し規模の大きい死亡

が赳きていてもよく、疑問は残る。

［給餌について］

　第５期助成の調査で神社群はそのほかの群れよ

りもタンパク質含有率の高い食物を食べているこ

とを報告したく高槻ら、1996）。今回の個体数調査

によると、島全体のF死亡率」（5月と11月の発見

頭数の比較）は33.3％であるのに対して神杜群は

11､2％にすぎなかった。このことは袷餌が死亡率

を緩和していることを意昧する。実際、最も食料

事情の厳しい冬季に多少でも給餌されるかいなか

は、生存に重要な意味をもつであろう。その反動

のように、神社群の周辺にいるシカの死亡率は

54､0％と著しく高かった。これは給餌の結果、密

度が高くなり、横生変化が起きで食物供給量が少

なくなっていることによるものと思われ、これら

のシカは、まったく給餌をされていない自然状態

のシカ以上に劣悪な食科事情に置かれていること

を示唆する。

[今後の課題]

　調査としてはさらに給餌がもつシカの生活への

効果を評価する必要がある。それにはこれまで継

続してきた外部計測や行動圈の調査も含まれる。

また妊娠串や新生児の死亡率などについて、給餌

個体詳と非給餌個体群の比較も必要となるだろう。

一方、今回多くの標本が回収されたので、これら

の年齢査定や、計測を行うことにより、1984年の

大量死以降の、食料事情が好転した時代の個体と

の比較が可能になる。このような作業を通じて高

密度下におかれたシカの生物学的特性を検討する

ことができる。このことはシカの適正密度を考え

る上で、保全生物学的にも大きな意味がある。
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a few years， and about 500 deer have been living for these years. Another mass“morta】ity

h8PPened in the spring on997. The winter of 1984 was recotd‘♭reaking cold, whi,1e that of

19971vasusual.Basedon a census conducted in Mar(れ19;)7/ we estimated the tola】poptl!atioi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fas 504 deet. The mass-mortality happened'mainly in Aprjl 血nd i:eased tn M昨A total of 253

＆rcasseswe詑cdeded.Themoltaltymtewas,therefofe,calculated as atleast 50,4％,Acensusin
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November showed that there lived 336 deeちand the difference of 83 was considered as

new-bomfax¥ns,The cause of death is not deal油ut itisaPParent thatbacause of along'term

heavy grazingけhe vegetationon Kinkazanlsland is deformed and the food suPPly of the

deer is quite Poor. The mainreasonof the high density seems to be artifitialsuPPlementary

feedin8around the shrine･and thisshollldbe reconsidered in terms of ProPむconservation

of thisisland ecosystem･
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第７期プロ・ナトゥーラ・フフンド助成成果hlSり,1｝（1998）

ザトウクジラの鳴音による個体識別と保全への貢献

　　　　　　(特徴量拍出方法の検討)

　　　大型鯨類生態保全研究会

加藤由香1）・阿部敞彦2）・赤桧友成3）

vocaodentification of humPback whaxes,Mcg叩leM 11olJaengliae

　　　　　　and itscontribution to conservation

(;rouP in Ecology and Conservation of Large Whales

　　Yuka Kato/li)shiakiAbe/R)monariΛkamatsu

　ザトウクジラの圭な生活の中心は海中であるが、こうした環境下では音声コミュニケー

ションが大きな役割を果たしている。例えば、繁殖海域で発せられるコールやソングは繁

殖に強く閔わっていると推測されている。これらの鳴音から、血縁個体の認識、個休状態

などの情報が伝達されている可能性が考えられている。しかし、血縁関係や杜会購造につ

いては不明な点が多く、その実体は定かではない。それらを解明するためには、殼初のス

テップとして個体該別が必笥である。本研究では、水中itのf云播性に注目し、鳴音の個体

性を表す特徴量を求め、個体差が険出できるかをについて明らかにする。そのために、人

間の音声認議にも川いられている2つの鳴跨特徴量(ピッチとスペクトル包格)を拍出し､パ

ターンマッチングによる識別率を算出した。そして、平均71.7％の識別率を得た。川いた

バラメーターによる鳴音を用いた識別可能性を示唆する桔果であった。

序

　ザトウクジラの生活の申心は海中であり、こう

した環境下では、音声:jミュニケーシ1jンが大き

な役割を果たしている。彼等ほ、繁殖海域でソン

グと呼ばれる階層構造を持りた腿く複雑な鳴音を

発する。ソングは同-一系群内で同調しており、

シーズンが進むとともに変化をする。これらの現

象は繁殖生態に強く関わるものと推ljされている。

そＬて、鳴音から個体状態（年船･休サイズなど）

や、個体認議のための情報が伝達されている可能

性が考えられている（llelweg eljl.｡1992 : Ffankel.

1’東京大学・野生勤物学教室
2’東京工業大学・籾宙工学研究所

3’水畝庁・水産］:学研究所

1996)、しかし、繁咳生態や杜会構造につい

ては不明な点が多く、その実体は定かでは

ない。その理由は、海棲大型哺乳類の調査

は困難が伴うためである。しかし、上記の

ような生態情恒を明らかにすることは鯨煩

の保全を考えていくうえで重要であり、岐

初のステッゾとして個体誠別が必姿である。

　写頁撮影による個体浅別からは、分布や

回遊経路が明らかになってきた。この汲別

法
影
ほ、日視によりザトウタジラを見つけ撮

に向かい尾鰭を扱影する方法であるため、
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海iiに浮上した個体にのみ議別作業がなされる。　Ｕ料

しかし、水中音の伝播性を生かすことで、目視で　　　1997年に、小笠原諸島父島周辺洵域印Ｈ)で

ほ確認できない海面下や、より広範囲にいる個体　　録音作笈を行った。得られた】･1個休のμ音の内、

のlf在を認めることができると考えられる。ソン　　時間が十分に艮く録音状態の良い･1個休のソング

グは繁蜻海域で頓繁に発せられるため、比較的容　　を川いた。その､1個休は3/7、3/8、･|/15、･1/18に

易に録音できる。そこで、ソングに個休差が険出　　1.μS･された。以降はS.1音llの順に1、II、lj】、IV

できれぱ、次に91休議別の･･f能性を考えることが　　と表した。IA音隨材にほ水申マイクＨホン(oKI

できる。また、個休jMI)の手法を応月jし、他鯨煩　　STlo201･とデジタルオーデｆオレコーダー(soNY

における鳴n･を1ljいた睡のlal)なども=ぢ･えられる。　'|･CI)･Dlo)をjljいた。水中マイクｕホンほ、ザト

　木研究でほ、水中rtの伝播性に注11し、個体差　　ウクジラのソングの周波数帯域を1一分にカバーで

の検出を試みた。ソング哨造では、同調や時間変　　きる性能を持つ(10Hz～20kH､)。j111S･の際に写瓦

化があるため個体差が検出が難しい。そこで人間　　撮影も行い、個fl:議別を行った。こj1により、･ａ

の音声認議にもjljいられている２つのパラメー　　録音が明らかに遠う個作のソングであることを確

ターであるピッチとスペクトル包絡を川いて、ザ　　認Ｌた。

トウクジラのソングにおける個休差の検出を試み　　　ザトウクジラのソングはテー一マ、ソレーズ、ユ

た。まずき個休のソングから２つのパラメーター　　ニットから講成される(ユニットとlj､人間の耳に

を抽出した。そして、それらのノリメーターを用　　連続して聞こえる音であり、ソングの最小単位と

いて個休差があるかを確認-j･るためのパターン　　定義されている11ayne and MCV;ly、 1971)。本lli究

マッチングというテストを行い、議別串を計11し　　ではソングに多く川いられた･1つのユこット(A、

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll、(?、|))を解折に川いた(図2)。

１・ＳＩ･ｌ

　ｌ

Ｏ　　　　Ｓ

一

図1.小型舶による父島周辺I凋剋li域

　　　主に調売をした洵域をメッシュで示す。
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方法

ピッチとスペクトル包絡

　人間の音声認該にも使用されるパラメーターで

あるピッチとスペクトル包絡の抽出を行った。

ピッチは声の高さ（基本周波数）であり、声帯の

振動周期であるため、声帯の形態に由来する。ス

ペクトル包格（図3）は声の貿・音色であり、声帯

や声道の形態により決定される。どららも個体毎

に賢なる発声器官の形態を反映するバラメーター

であり、個体の声の特徴を示才ものである。

　ピッチ測定はΛbc（1996）の文献にしたがった。

　スペクトル包絡測定は以下のアルゴリズムに

従った。
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バターンマッチング

　パターンとは、図２、３に示されているざパラ

メーターそのものを示す。２つのパラメーターに

ついてついてパターンマッチングを行った。

　まず、個体Ｉと個体IIの間でユニットΛについ

て１つのパラメーターを川いたパターンマッチン

グを仮定して、具休的にパターンマッチングを説

明する。はじめに、個体Ｉから１つのパターンを

取り出す。これを、入力バターン（inp則）測em）と

抒ぶ。次に、入力パターンと、個休Ｉと個体IIの

パターン各々についての距離を求める。匝随の算

出にはユークリッド距以（座標系はピッチに関し

ては時間と周波数、スペクトル包格に関してはデ

シベルと周波数である）を使川した。距離は頂似

度を示すものであり、人カバターンと距離が短い

パターンはど類似しているとした。駁も距随が辺

いパターンが個体Ｉに哨しているとき、パターン

マッチングは正解であるとした。そして汲別串を

以下のように計1）:した。

［正解故／人カパターン総数］

　同様に、個体11についても淑別串を求めた。個

体Ｉと個休Ｈの間での誠別串は、外個体で求めた

識別串を平均したものを使川した。

　パターンマッチングは２つの場合について行っ

た。録音日時が異なると録音状況（水中マイクと

発声個体との距限や波音のような水中の雑音）が

違う。そのため、同じ録音状況で得られるユニッ

トの名･パターンは一様に影Ｗを受け、同じ個体の

ものでも異なる録音状況で得られたユニットのバ

ターンより類似度が高いと考えられる。つまり、

人カパターンと同じ録音状態で得られたパターン

をバターンマッチングに含む場合１と含まない場

合２とで、識別串は異なると考えられる。そのた

め、場合Ｉと場合Ｈで用いるパラメーターの;昭|』

串にどの程度差が生じるかを確かめた。

　４個体について2個体間での汲別串を6通り（I/

H、I/m、I /IV、II/Ⅲ、11 /lv、Ⅲ/lv）、4ユニッ

トについて算出した。　ビッチに関してパターン

マッチングをする際には、ユニットの時問艮の正

規化を行った。それは、ユニットの継続時間に変



異があるため、その影響を取り除くために全ての

ユニットに関して線形仲縮で時間長を正規化した。

結　果

　表ｌより、全ての組で、場合1から場合2に変わ

ると識別串が低下した。スペクトル包格は、ピッ

チと比べて場合１と場合２の識別率の差が大き

かった｡場合1と場合2の識別率の違いが有愈であ

るかを見るために、まず表1の桔果をさらに表2に

まとめた。表２で、ユニットに関して識別串を平

均し､場合1と場合2の議別率の差の位を分散分析

した桔果、スペクトル包絡においてその差は有意

であることがわかった(Two-way ANOVA､自山度

1、F位=35.9、P偵＜0.0001)。また、表２から、

場合２の識別率の位を用いてt一検定をした桔果、

どちらのパラメーターもランダムな位より有意に

高い位を示した(p＜0､001)。

　また表1から、ピッチではユニットが異なると、

その示す識別串にもばらつきが見られた(ユニッ

トA : 73.9％、ユニットB : 75.8％、ユニットC:

68.7％、ユニットD : 62. 1％)。そこで、多重比較

検定をしたところ、ユニットＡとユニットD、ユ

表2.場合２の平均識別率土標準偏差(%)と場合１

と場合２の識別串の差の平均(%)

個体の バラ

組み合わせ　メーター
Ｉ

・11

ｌ

｜

Ill

Ⅳ

||・|11

11・Ⅳ

lll ・ IV

平均

平均

Ｐ
Ｓ
　
Ｐ
Ｓ
　
Ｐ
Ｑ
｝

Ｐ
Ｓ
　
Ｐ
Ｓ
　
Ｐ
ぐ
｝

Ｐ
Ｓ

72.

79，

81，

80，

71.

79.

72，

61，

69，

71，

53，

68，

場
一２

４

合
－
士

土

2-
35

36，

６

８

(1-

-

S.

12

2）

一

3

.0

６土39.2　5j

l土36.7　13.0

１

０

５

９

５

１

９

７

土

士

士

士

土

土

士

土

30，

34，

35.

27，

32，

31.

23.

30，

Ｓ

３

７

９

０

２

０

３

　場合2

70.1土32.7

73.3士32.9

13，

17，

０

９

5.0

22.9

6.4

20.0

9.6

26.9

(1･2)

-

7.4

18.8

表1.場合1、場合2における識別率(%)と、その差(1-2)(%)(パラメーター:P=ピッチ、S.スペクトル包絡)

個剱の

組みきわせ
ｰ
　｜・11

｜

ｌ

・川

｢V

　バラ

メーター

||・lll

||・IV

111・IV

Ｐ
Ｓ
　
Ｐ
Ｓ
　
Ｐ
″
５

平均（土標準偏差）

平均（士標準偏差）　　　＿　‥._‥__

Ｐ
Ｓ
　
Ｐ
Ｓ
　
Ｐ
Ｓ

Ｐ
Ｓ

場合1
-
89.5

83.6

92.S

94.9

87.

97，

６８，

７６，

76，

85，

71，

94，

２

８

２

９

１

Ｓ

６

８

unitA
-
場合2（1-2）
-
88.8　0.7

78.9　4.7

8S，

80

75，

83，

Ｓ

Ｏ

Ｏ

２

63，

61，

70，

72，

６

６

60，

S9，

２

７

１

７

7.0

14.9

12.2

14.6

4.6

1S.3

S.9

12.8

11.S

35j

unjtA

　　　－

場合2
-
73.9土9.8

72.7士9.5

(1･Z)
-
7,0

16.2

場合1
-
88.7

94.7

94.1

94.2

88，

97.

７

３

88.6

77.9

73，

95，

60，

95，

１

３

５

５

unitB
-
場合2（1-2）

86.0　2.7

83.3　n.4

93.7　0.4

88,7　5.5

75.4

73.3

81，

62，

66.

74，

SI，

64，

２

１

７

８

６

８

unitB

場合2
-
75.8土12.4

74.5士12.4

56

13.

24.

３

０

7.4

15.8

6.4

20,5

8.9

30.7

(1･2)
-
6.5

18.0

場合1
-
68.9

91.7

82.8

92.0

79，

9S，

85.

91.

81.

88.

61.

96.

７

６

Ｓ

Ｉ

２

０

３

５

UnitC
-
場合2（1･2）
-
61.7　7.2

75.0　16.7

80.2　2.6

80j　11.9

60，

80，

83，

56，

74，

61，

52，

85，

６

７

Ｓ

７

２

９

２

３

ulitC

場合2
-
68.7土112

73.3士11.8

19，

14

１

９

2.0

34.4

7.0

26.1

9j

11.2

(1･2)
一
7.8

18.9

場合1
-

62.8

95.3

77.1

91.0

80，

97.

67，

93，

73

95

60，

95.

７

１

８

２

１

３

５

Ｓ

unitD
一
場合2
-
52.3

80.2

66、

71、

９

４

73，

78，

２

９

61.

G7.

66，

74，

51，

64.

８

２

７

８

６

８

unitD

場合2
-
62.1土9.S

72.918,2

0･2）
-

10.5

1 S.1

10.2

19.6

7.5

18.2

６．０

２６．０

6.4

20.5

8.9

30.7

(1･2)
-
8.3

18.1



ニットＢとユニットＤには、謙別率に有意な差が

検出された。

議　論

　桔果より、２つのバラメーターは個体差を示す

ことが明らかになった。そして、各パラメーター

の特徽も明らかになった。

　議別串の変化（l-2）はスペクトル包絡で大き

かった。スペクトル包格は周波数成分の減衰や雑

音の彰Ｗが直接関連レCくる。そのため、スペク

トル包絡が録音状況に影ｗされやすく、変化が大

きかったとぢ･えられる。一方、ピッチは基本周波

数の時間変化であり、録作状況の影響は小さいと

妙えられる。枯果からも、変化はスペクトル包格

に比べて小さい。よって録音状況の影響はスペク

トル包絡より小さいと推副できる。

　また表ｌから、ピッチではユニットによる議別

串のぱらつきが見られた｡随別串はユニットB､A、

C、Dの順に高かった。ユニットＡ、Ｂは、基本周

波数の時間変化が大きいため個体差が表れやすく、

識別串を高めたと考えられる。ユニットＤは基本

周波数の時問変叱が小さいために個体差が生じに

くく、議別率が低かったと考えられる。

　個体議別は、ピッチで汲別率が高かった組もあ

ればスペクトル包格で高かった組もあった。ユ

ニッ トによってもどららが議別串が高いかは異

なった。その理山はいくつか考えられる。例えば

個体により録音時間が賢なりパターンの数が異な

ることである。つまりある程度個体内にも鳴音パ

ターンにばらつきがあることが考えられるが、そ

れをカバーするだけの録音が足りなかったため､2

つの鳴音特徴抗の抜別率に影ｗしたことである。

また、様々な録仔状態のデータを比較しているこ

と、ユニットの購造の違いなども影響していると

考えられる。

　以上より、注目したパラメーターから個体差を

検出する事ができた。これにより、ピッチやスペ

クトル包絡を川いた個体識別の可能性を考えるこ

とができる。その為には、パラメーター拍出方法

を改誇したり、パラメークーの時間変化がどの位
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あるかを確認することが今後必要となってくる。

また、個体識別のみではなく、鯨類の個体数推定

や分布域推定、系群・腫籾別に応用できる可能性

も考えられる。例えば、南半球において、シロナ

ガスクジラ２亜種の存在が知られている。それら

は体サイズに違いがあることが明らかになってい

るが、分布域の違いについてはよくわかっていな

い。それらは大型船を川いた目脱調査でも確認す

ることが甦しい種である。そこで、鳴音の録音が

得られれば、まず生物のか在が確認できる。そし

て、得られた鳴音についてスベクトル包格を見る

ことで、どちらのものであるかという利断材料に

なりうると考えられる。スペクトル包絡は個体の

発声器官の形態に山来する特徴量であるため、例

えば、声道が艮くなるにつれて低い周波数が増幅

されスペクトル包格に反映されるといったように、

体サイズと正の111関がある。このように、判別の

ためのバラメーターとして有川である可能性が考

えられる。

ｔ
ｎ
ｊ
ｌ 論

　ザトウクジラのソングの違いをピッチ、スペク

トル包絡というパラメーターで抽出可能であり、

それによって個体差が示せることがわかった。こ

の桔果から、鳴音による個体議別の可能性を示唆

できる。録音状況の影Ｗを考慮すると、ピッチが

識別のパラメーターとして有効であるように思え

る。ピッチは録音状況による変化の影ｗがスペク

トル包絡より小さく、時間変化が大きい構造のユ

ニットで高い識別串を示し、スベクトル包絡は録

音状況の変叱が小さい場合にはIMI｣率に高い信頼

t生を持つというメリットが推測できた、ピッチに

関レ(は、識別に適したユニットを用いることで

議別串は高まることが推測できた。
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第７Ｍプtj ・ナトゥーラ・フ７ンド助I&成果報lii,ll（1998）

「マダガスカルの鳥類フィールドガイド」の出版

マダガスカルの鳥研究会

ハジャニリナラコトマナナ

Publication of¨ΛFicldGuide to the Birds of Madagascar¨

Research GrollP of Madagascan Birds

　　　　HajanirinaRakotomanalu

　第１回会議を1996年12 J□9・20日に大阪市立

大学理学郎において開催した。検討したことは、

1)使用するスライドの選定、2)ページレイアウ

トおよび記叔内容の検討､3)掲絃腫の生息環境の

分類、11)図鑑の章立て構成の決定と執筆の分担。

その枯果、図鑑の購成と分担を以下のように決め

た。

　はじめに(山岸)、この本の使い方(増田)、第

１章　マダガスカルの白然(山岸)、第２章　白然

保護区と国立公園(ハジャ)、第3章　マダガスカ

ルの鳥(増田・ハジャ)、第4章　カクレムシクイ・

257腫目の鳥(1996年に記叔された新属･新種)(増

田)、第5章　マダガスカルの化石鳥類(ハジャ)、

第6章　マダガスカルの鳥煩UI(山岸)、付友　マ

ダガスカル吊鳥煩殼新リスト(増田・ハジャ)と

し、日本人の1'}いた文はすべてハジャがマダガス

カル語に直し、ハジャが占いた文(英文)山11岸

が邦訳したうえ、全体を山岸が監修することにし

た。このL昌洛腫の大きさを示すシルエットを増

田が川愈することになった。

　第2回会議は1997年nj 22 [Hこ、京祁大学理学

部で、出版仕の本問氏も交え開催した。決定した

ことは、1]掲靫種を100腫に絞ること、2)使用

するスライドの最終的選定､3)掲靫種のページ割

りを行った。その後は外人で1997年７月17日まで

分担作業をした。

　1997年７月17日、原暗を出版杜に渡した｡､出版

仕は直ちに原隋の調整と、レイアウトの作業にか

かった。

　８月1目l、1章・２章の初校が出た、

　81j2811、3章から６章の初校が出た。

　９月811、著者校正をして出版杜へ戻した。

　９月20目、再校が出た。

　10 J□目、再咬の著抒咬を出版杜に戻した。

　10月･目l、念校が出る。

　10月８日、念校の著者咬が戻る。

　10月13日、凸版印刷へ版下を渡した。

　10月21日、色校圧が出る。

　10月22日、色校正をチェックした。

　10月24日、色校正を印刷所に渡した。

　10100・3目1、印刷に立会った。

　1ロト目l、石津製本所へ刷本を納人した。

　1□□4H、製本を完了した。

京都大学大￥院理学研究科勧物学教室

Depaltmenl of ZooloSy, Graduale SdloolofScience,Kyolo uni,･efsily

61



第？期プロ・ナトゥーラ・ファンド助成成果報告書（1998）

伊豆犬島でのウ
゛
ベガメの繁殖と漂着状況

　　　　　　　　　　　みどりの地球大好き会

村上博基･成瀬裕昭･植松直子･佐々木睦彦･市石学･新井智明･成瀬善子

　　Strandjng 3nd reProductive data of sea turtlesin thelzu“Oshima

　　　　　　　　　　　lzu-OshimaGreen Earth Sodety

Hiromoto Murakami, Hiroaki Naruse, Naoko uematsu， Mutsuhiko Sasaki，

　　　　　　　Manabu lchiishi,Chiaki Arai,¥oshiko Naruse

　ウミガメ類は絶滅が危倶され、保護対策が急務

とされている野生生物である。日本列島は北太平

洋でのアカウミガメの重要な繁殖地であり、その

中でも南関束の沿岸は同種の繁殖地の北限域であ

るにもかかわらず、海浜の幣殖環境は急速に悪化

している。伊豆諸島の近海で､は、年間を通じてダ

イバーや釣り人などからウミガメの目撃情輯があ

り、ウミガメ類の生息海域と考えられている。伊

豆大島は、東京湾を控えた相模灘の中央部に位置

しているため、船舶の航行が多く、海上交通にょ

る事故などの人為的影響が原因と思われるょうな

ウミガメの漂着体が確認されている。

　これらのことから、当会はアカウミガメの繁殖

地の保護とウミガメ類の漂着状況の調査を通して、

私たち人間と白然環境の関係を考え、野生生物と

の共存の道を探ることを活動の目的としている。

　繁殖地の保護は、砂浜の清掃、初夏から秋に掛

けての繁殖期に各海岸を定期的に巡回し、上陸足

路を確認して、産卵巣周辺に保護構を設置した。

可能な限り白然な状態で孵化降海できるょうに環

境を整え、子ガメの降海跡を確認後、産卵巣を掘

り出し、種の同宛・孵化率などを調査した。

　漂着体調査は、通年で住民や滞在者から情報提

供を戴くほか、不定期で各海岸を巡回し、打ち上

げられたウミガメを発見し、種の同定･身体測定･
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性別等を記録した。また、解剖して死因などを推

測した。

　今シーズンは島内の３ヵ所の海岸で、各１回ず

つの上陸と、この内の１ヵ所での産卵しか確認で

きなかった、この巣は流失の危険があり、安全な

場所へ移櫨保護した。降海後の調査で、種はアカ

ウミガメ、卵数120個､孵化率81.66％を記録した。

　漂着体調査は、２個体の漂着死体を確認した。

アカウミガメとアオウミガメが各１個体であった。

アカウミガメは直甲長が71.7cm､アオウミガメの

直甲長は44.2cmで、どちらも未成熟体と思われ

る。解剖の詰果アカウミガメの食道と胃の内容物

は、ポリ袋とビニール袋のみであった。

　今牟は日本各地でアカウミガメの上陸･産卵が、

例年より減少したが、大烏でも同様の傾向が見ら

れた。

　各地の保護グループとの情報交換や日本ウミガ

メ会議への参加などで、ウミガメの保護活動の在

り方を学び、繁殖海岸も含めた海の白然環境に対

する私たち人間の貴任の重大さを痛感した。

　同種の温度依存性決定の様式から北限域の保謹

も重要と考えられる。本年は産卵数が少なかった

上に、地温記録計のデータ採取に失敗したことな

どもあり、種の性比バランスについて言及するだ

けの資料が得られなかった。



漂着死体を解剖したところ胃などからポリ袋を発見　　自然環境学習に訪れた東大付属中学生を案内して

オオバエの浜で確認されたアオウミガメの漂着死体　　今シーズンただ１ヵ所､地曳浜で確認された産卵巣
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弟７期プロ・ナトゥーラ・ファンド肋成成果報告書（1998）

中山間地域における人工湿原の観察と保護活動

水辺の未来を考える会

　紙谷智彦・倉品伸子

Observationandconservativeadivitiesforan artmdal swamP

　The grouP forswamP conservalion

lomohiko Kamitani,Nobuko Kurashina

　多様な動植物の相互関係の観察と地域住民との

交流を通じて、串山間地域における自然環境の現

状を理解し、そのあり方を考えることを目的に、

自然観察会を行った。水田の放棄跡地につくられ

解し、その複雑な構造が多くの生物にとって重要

であることを学んだ｡村内のバンガローに宿泊し、

翌日は地元に伝わる紙すきを体験した。　　　・

た人工湿原「たきがしら湿原」を申心として、そ　　３　秋の観察会：参加者８名、９月27～28日

の周囲の広葉樹二次林、天然林を含めた地域のな　　　観察のテーマは「種子散布」とした。結実した

かで、３回の観察会を行った。　　　　　　　　　　さまざまな槍物を材料として、多様な種子散布様

　参加者の募集は新聞・情報訪・ラジオなどを通　式を観察し、､また鳥や動物が果たす役割について

じて行った。現地での移動や、宿泊施設等の確保　　学んだ｡２日目は､地元の渡部克明さんらのご協力

については、地元・上川村役場の協力を得た。　　　を得て、山里の水田で稲刈りを体験し、お話を

　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　Ｉ　Ｉ　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伺った。　　　　　　　　　　　　　　　’

１　初夏観察会：参加28名、６月14～15日

　講師として京都大学の浅野透先生√新潟大学の

阿部學、箕口秀夫両先生に参加いただいた。濯原

とその周辺に生息する多様な生物間の相互関係に

関する話題を、各専門分野のスタッフが分担して

提供した。夜は地元に住む土屋久さんから、山里

の生活と自然との関わりについてお話を伺った｡2

日目は、かつて地域の基幹産業であった炭焼きを

体験した。

２　夏の観察会：参加者19名、８月２～３日

　ブナ天然林を訪れた。参加者全貝で実際に木の

大きさを測ることによって天然林の成り立ちを理

新潟大学大学院白然科学研究科

Graduate Sch㈲1 of Science and Technology Niigata university

　観察会全体を通して、われわれスタッフも、企

画・運営の難しさを含めて多くのことを学ぶこと

ができた。各回の企團としては、観察と体験のプ

ログラムを２日間で組み合わせることによって、

自然と人間のつきあい方、ひいては中山間地域の

白然環境と人々の暮らしぶりについて考える機会

を提供することができたのではないかと思う。今

後は、人工湿原がもつ生態系の中での役割を考え

るとともに、自然と人との関わり方の実践的な学

習の場としても、このような観察会を活用してい

きたい。
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活動の中心となったたきがしら湿原

湿原の脇でカエルの産卵の説明

ブナ天然林で木の高さを測る

種子を観察する
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花　　し　　の　　、の　．=

二次林の成り立ちを解説

プナ天然林の中で記念撮影

山里の水田での稲刈ひ体験
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第７期プTｺ・ナ1ヽゥーラ・ファンド助成成果報告書（1998）

　　　　　北海道白然保護読本

野付・風蓮・春国岱の自然』の作成、発行

肋北海道自然保護協会

　　　　俵浩三

Publication of Nature Conservation 7rixtbook of HOKKAIDO

Nature ConservationSodety ofHOKKAIDO

　　　　　　　　HiromiTawara

事業の目的

　闘北海道自然保護協会は1964年に設立､会員約

1､100名｡からなる、北海道では最大の自然保護団

体です。問題のある開発計圓に反対したり、関係

方面に意見害を出したりの運動を行う一方、自然

環境の基礎的調査や､自然保護講座や観察会など、

白然保護の普及･啓蒙活動にも取りくんでいます。

　そうした活動の一環に「北海道自然保謨読本」

の作成、発行があります。これは毎年テーマを決

め過去12年間にわたり発行してきたもので､今回

は「自然公園シリーズ」の第5回目（最終回）とし

てＪ汁ﾄ風蓮道立白然公園の自然の特徴を分かり

やすく解説した『野付･風蓮･春国岱の白然』を発

行しました。

事業の内容

　r野付･風蓮･春国岱の白然』は、A5版、58ペー

ジ、カラー印刷の冊子で、内容は次のとおりです。

　①痩せていく砂嘴　　　ハ木健三

　②野烏の楽園　　　　　高田勝

　③春国岱の森　　　　　黒沢但道

　④生きものたち　　　　近藤憲久

　⑤四季の彩り　　　　　高嶋八千代

　⑥豊かな西別川　　　　河井大輔

　⑦暮らしがあった　　　本田克代

　作成部数は3､500部で、これを北海道内の各市

町村敦育委員会、高校､大学、図害館､博物館、自

然保護関係団体などに無價で配布し、一般市民や

学生が閲覧できるようにしています。

期待される事業効果

　この種の自然ガイドブックは、例えば大雪山国

立公回など著名な地域では商業ベースのものが出

版されていますが、ごのシリーズでとりあげる地

域では、類書がないため、関係者から高い関心が

寄せられています。公的な機関に備えられている

ので、白然保護思想の普及や環境教育に大きな波

及効果があると、期待されます。

　なお既刊の「自然公園シリーズ」は、『夕張･芦

別の自然』「厚岸･霧多布の自然」『狩場茂津多･檜

山の白然J『暑寒別･天売･焼尻の自然』の4種類で

す。
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察？期プロ・ナ｝ヽゥーラ・プ７ンド勤成成果報告書（1998）

ナチュラリスト講座テキスト作成

　社団法人大阪自然環境保全協会「ナチュラリスト講座」

大野尊信・滝渾真由美・谷口三千代・田内久之・常俊容子

　　　Editthe textbookfortrainingcoursefornaturalist

Nature conservation sodety of OsakaパNATURALIST¨

　　　　Takanobu Ohno, Mayumi Takisawa，

Michiyo laniguchi, Hisashi hnouchおYoko Tsunetoshi

　　大阪自然環境保全協会は、1976年に設立され

て以来、都市近郊に残された貴重な自然である里

山の環境保全運動を行なっている。我々はその一

環として里山に生きる野生動物くほ乳動物）の観

察を主とした「ナチュラリスト入門講座」を1978

年から開講しており、現在修了生はのべ約1000名

を超えた。アニマルトラッキングで得られる野生

動物のフィールドサインから、野生勁物の生きる

様を読み取り、その生息場所である里山の白然環

境への理解を深めようというのが主旨であり、講

座受講生は、身近な里山の自然環境を理解するこ

とで、人と自然のより良い共生の道を模素し、里

山保全活動を担うマンパワーともなってきた。

　近年都市近郊に生息する野生動物たちは①生息

場所が開発によって奪われ分断される②おもな生

息場所であった里山が農業構造の変化によって荒

廃しつつある③密猟や自然との共生意識を持たな

い人間の侵入、などの理由により急速に生息場所

の悪化にさらされている。その結果、近年人家近

くへのほ乳動物の出没が目立ってきている。

　いまや都市近郊における野生動物と人との新し

い共生のスタイルが問われており、その解決の道

へのキーパーソンとなるべきナチュラリストが求

められているのである。

　ナチュラリスト入門講座は､例年9月より翌年3
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月まで開講し、受講者は約60名。室内講座6回と、

主に大阪府下をフィールドとした野外講座６回

（内回白２回）で構成されており、講座修了生を中

心としたスタッフが運営している。

　このメンバーでテキスト編集委貝会を発足し、

資料の整理、新たに執筆した原稿をもとに、テキ

ストの作成にあたった。内容は、ほ乳動物の生態、

アニマルトラッキングのノウハウを中心に、地域

性をふまえた話題、動物民俗学的なエッセンスを

加え、人と動物との関わりを再考し、都市近郊に

おける人と自然のより良い共生のかたちを示唆す

るような内容を目指した。

　毎回講座ごとに、随時資料を作成してきたが、

Fナチュラリストテキストブック」（タイトル）の

使用により、より効果的効率的な講座逐営、学習

が進むものと思われる。また､一一般に対しても、野

生動物についての認識を高め、身近な自然を見直

すうえで、啓発の一肋となるであろう。



写真１「ナチュラリストテキストプッIク」 へ

　写真2「22期ナチュラリスト講座」秋の一泊野外講座

………

（｡10Z18=1息次阪府立能募青火亀総合野外活藍セ２｡タニ｡にて1,j………………………………………｡…………………………………………‥……｡………………｡_｡……………ﾑ……………………。
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日本における［白然の権利］運動の言j ぐ録コ
し ～1997.6）

　　　　　　　　　[白然の権利]セミナー

　　　　　　　　　　　　佐久間淳子

The rePort on ¨The rights of NaturelI Movements in JaPan(べ1997.6)

Seminar on ¨The rights of Nature¨

　　　　　Junko sakuma

　PNファンドの助成によって完成をみた､上記報

告書「報告　日本における［自然の権利］運動』の

内容にざっと触れておく。

　現在４件ある［白然の権利］訴訟の原告と弁護

団代表（弁護士）の原稿を桂に、それ以前にあっ

た“［白然の権利］訴訟帽こ通じる発想の「白然権

提唱の動き」「相模大堰建設差止訴訟（□頭弁論に

置いて、原告たちは“動核物になりかわって¨証

言をしている）」、また、［白然の権利］訴訟ではな

いものの、生物多様性を問う「大雪山のナキウサ

ギ裁判」（第一回□頭弁論の時には、ナキウサギの

ぬいぐるみが“入廷”した）についても同様に取

り上げたため、単に［白然の権利］訴訟に関する

報告書というだけでなく、自然保護を求める獣判

の今現在の形を立体的にとらえるものとなった。

さらに、各訴訟の訴状・準惟書面・弁論要旨など

も収録することができたため、それぞれの原告、

原告代理人たちの意図が、より詳細に読みとれる

ことだろう。

　またｊ自然の権利］に関心を持つ研究者の諭文

も興昧深い内容になった。これに加えて、［自然の

権利］の考え方のベースになっているといわれる

アルド・レオポルドの「土地倫理（ランドエシッ

ク）」や、自然物に当事者適格を与えることを論じ

東京都豊島区南大塚1-3-25-305

1･3､25-305 Minamiohtuka Tosima､ku Tokyo 170-0005､Japan
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た「樹木の当事者適格」（Ｃ・ストーン）払邦訳

刊行物（既刊）から転戟をとりつけた。　結果的

に変形A4版で308ページという大著になってし

まったが、このプロジェクトの初期の目的を達す

るために必要な項目を析り込んでいったらこう

なった、という感じである。原稿の打ち合わせと

集約に時問を取られたため、装彰い校正等の面で

は多くの侮いを残してしまったが、原稿の鮮度が

第一であると判斯し､97年年末に第一刷を完成さ

せた。なお、この時の初版1000部はまる５ヵ月で

完売したため、校正作業を施した上で、６月に500

部を増刷することができた。

　また、本報告書の完成を機に、再びプロ・ナ

トゥーラ・ファンドの緊急助成をいただいて､3月

14日には執筆者らを全国から招いて「集まれ！日

本の自然保護訴訟　自然の権利シンポジウム’98」

を東京で開催した。自然の権利関係者がー堂に会

したのは、これが初めてである。

　この報告書が各訴訟（運動）間の交流を活性化

させ、よりよい方向性を見出すためのテコになっ

てくれていることを素直に喜びたい。

　なお、この報告書完成以後の情報については、

ホームページを開設して､情報発信を続けている。

　　　　　　　　　　　　一http://www..komazawa.c（瓶/sjunko/sizennokenri/
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車軸藻類の絶滅・絶滅危惧種の保護と

　自然界への復元に関する敦育研究

　　　　　　車軸藻類研究教育グループ

野崎久義・樋□澄男・大森雄治・加崎英男・加藤値重

　佐野郷美・渡辺信・金子謙一・関久人・近藤洋一

Scientificand educationa1 researches for Preservation and reviva1

　　　　　of extind and endangered charalean sPedes

　　　　　　GrouPof sdentificand educational researdlesfor the Charales

　HisayoshiNozaki, Sumio Higuchi･ YujiOmori･ Hideo Kasaki･ Nobushige Kato，

Satomi Sano, Makoto M. Vvatanabe,Ken-ichi Kaneko, Hisato Seki＆Yoichi Kondo

　近年、湖沼における車軸藻矧は激減しており、

野尻湖など国内４湖沼にのみ分布していたホシツ

リモはソウギョの放流等の影響を受け、自然条件

下で絶誠したと推定されている。我々は実験材料

として培養されていた野尻湖産のホシツリモ株を

川いて、野尻湖における自然界への復元手法の検

討を行った。また地元の一般人や小学生に対し復

元及び自然保護に関する環境教育を企團・実施し

た。調査及び活動の成果は以下の通りである。

(1)野尻測内水深1～4.5nl地点に6基設置したソウ。

ギョ防護梅内にホシツリモおよび水草を植栽し、

水中ピデオカメラとダイバーの目視により定期的

に観察した。この結果、a)渕内でのホシツリモの

発芽・越冬は可能である、b)植栽法として密植が

有効、c)藻体に付着する微生物の小勣物による除

去と、小勣物の生息場所の水草帯の重姿性、d)水

草帯内外の付着微生物量の差等が明らかになった。

復元・調査作業は地元一般人や小学生の協力を得

て行われ、ホシツリモや水草帯全体の復元・保全

の必要性が理解された。

(2)僅かに回復し始めた水草帯の調査を行った｡そ

の結果､住民採取によるものを含め合計18種の水

草が確認された。湖内数地点の底質を採取し、休

眠種子・胞子の検索を行った結果、現在湖内では

生育が認められていない車軸藻４株が発芽した。

以上により車軸株の復元種の拡大が可能になった。

(3)野尻湖小学校児童によるホシツリモ・水草の

培養・観察を指導し、その一部は野尻湖内への植

栽や野尻湖ナウマンソウ博物館の特別展示に使用

した。'97年７月には信浪町内の小学校4年生全員

(約150名)が参加した野尻湖クリーンラリーで

ホシツリモ・水草の展示を行った。

(4)我々の活勣内容を一般人に普及する目的で、２

月16日に野尻湖公民館において実験成果報告会を

開催した。広い範囲にわたる７題の講演を中心に

活発な議論が展開された。参加者は地元の一般人

を中心として38名であった。

(5)野尻湖小学校の児童が育てたホシツリモ・水
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草を中心に'97年７月から野尻湖ナウマン象博物

館において、ホシツリモ・水草帯の復元に関する
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写真l地元の一般人の参加による野尻湖車軸藻の

　　　復元活動
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特別展示を実施した。展示開始から10月までの人

館者数は47,500人に達している。

写真2野尻湖公民館で開催された成果報告会の様子



写真3 小学生参加によるホシツリモの培養と復元

の学習会

IS祠7y引砂

１

写真4野尻湖ナウマンソウ博物館における車軸藻

　　　藻類の展示
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On the Distributionand Habitat of Sichuan Golden Monkey
　and Conservation Strategyin Qinling Mountains, Chjna

Baoguo Li

　　　On conservation of Primatesjn sPecialthe golden monkey, Chinese govemment has set uP many

naturereserves since 1980's･So far the animars Protection has been made great Progress. Because the

region where the reserve was established always has a very Poor economic condition｡

　　　To make a livingμhe locaI PeoPle have to tum to the mountain resources and make the forests

des'troyed at some extent which raised a very sharP conmct between the reserve and the local economic

develoP°e此The PeoPle's hfe level has been sltmin the middle Part of Q匝1ing mountains for ages. 0ver

exPloitationof the forestand faultsin the reservelsmanagement caused the monkey subjected to a much

large scaled threat i･e･the fastloss of the habitats.Thus the comPetitive relationshiP between human

being's activityand habitatutilizationof the golden monkey becomes the key subjed in the study of the

Protection of the animal. ln order to make our research moreemdent.weconducted investigation on the

monkey to comPlement the omission in Previous work and asPeds which had never been involved in，

Thus by thisPrecedure/ we have obtained the firsthand materials to enrich our evidencejurthermore to

Provide us a more Practicalbase･Aftera whole yearlsurvey we have anjshed the whole work successfuny in

a Planned way. The census resultsand the situationof the survey regions made us wor7 The Protection

strategiesmust be carried out as quickly as Possible.Nowμhe study resllltsare rePorted as follows:

1.Research team staffs

Baoguo Li　　　　　Department of biology;Northwest university xi'an.

ChengPel xiong　　xiaoyaojin Zoo of Hefei City Anhui.

ZhiyunJia　　　　　lnstituteof zoology, Chinese Academy of Scjence，Beりin8.

Wejhong Jj　　　　Sehool of Environmental and Marine Scjence,7he university of Auckland, Auekland.

Pinghou｀alng　　　Department of Forestry resource Protedation｡ Northwest Foresty Collage. ¥angling.

Baoping Ren　　　　DePartment of bjology; No宣thwest university xilan.

Anhong Liu　　　　Forestlly Bureau of xilan City，　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

Pengju He･ Bin Guo･ Wuke Wei･ Kaichuang Si　Bureau of Zhouzhi Nature Reserve/ Zhouzhi County･

2.Study period and areas

　　　　We conducted the survey from November 1996 to November 1997. 0n the investigation of the

monkey trooPs was carried out in the following 5 courlties: poPing， yangxian， Ningshaan｡Zhouzhi，

'nlibai county. The seasonal chan8es of the habitat of the monkey was researched in Yuhuangnmiao

region(yuhuangmiao vlllage, Zhouzhi county)where lhere are two natural monkey trocやs djstributin8

respedvely. 0ne is induded in the Reserve and the otherlyloves outside it.So the comParison of the

both had great significance. nle Plot samPling of the ゛egetstion in lhe habitat was made in｀yilhuangmiao
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areain Zhouzhi county and Chaijiaguanareain Ningshaancounty

3.Achievements

　　　　Afterone yearlsinvestjgation｡we have obtained much more pleasing fruits:

3,1 The changes in distribution of the snub-nosed monkey in China

　　　　ltis well known that the Present distribution Pattems of o侶anisms are inevitable outcomes

lres111tingfrom historical develoPment alld lollg“te°l゛1daPtation Procedure by changes in surroundings

for survivaL With manls Productive adivit戸mPacting the natural ecosystems serious嘔it is necessary to

study the distribution Pattems andl the changes insurroundings for surviva1｡

　　　　1)Changes in distribution: The snub“nosed monkey whose fossilrecords can be dated backwards

as eady as Period stratum, was mainly distributed over southem Provinces such as Guangxi, Guizhou，

Yunnanβichuany esPedany in Guangxi/ and was a southem Primate sPedes (Fossil records to see Table

l and Fig，|)，

Table l.Geochronological scales and geographical distributionsof fossilrecords of the snub-nosed

monkeys in China

Geogtaphieal disttibutioれ

Ｐｒｏｖｉれce

Shaanxi

Henan

Sichuan

Hubei
-

Hunan

Guizhou

Ｙｕｎｎａｎ

Guan8xi

Zhe知紹

Si鋤

Ｇｏｎ&ｗａれgling1

Lantian county

Badu Mt. ，Xinan county

Yanjinggou ，MQln county

Ytm county
-
Cm counけ

TQngzl county

Ｆ・加ｉｎ ｃｏｕｎｓｙ

Ｈｅｉｄｏｎｇｓ Ｄ畠ｘｉｎ ｅｏｕｎｔｙ

Ｊｌｕｌｕｏ ＭＩ． ，Ｄｕａｎ ｃｏｕｌｔｙ

Ｌｕｏｓｈａｎｚａｌ，Ｌｊｕｃｈａれｇ

ｃ〔〕ｕｎｔｙ

Shuanglongdongタ

Jinhua city

Geodronological scale

Eatly Pleistocene

Middle Pleistocene

Midd1･＆late Pleistocene

Eatly Pleistocene

Middle Pldslocene

Middle Pleislocene

Middte Pleistocene

Early Pleistocene

l41ddle Pleistocene

Early Pleistocene

HQk)ceれｅ

80－

References

Guo Y，＆

JablosklN. G.，1989

Gu。Y.＆Hu C，
1
1991

Handbook　of　Chlnese

palaaovetteblate　fossils，

Pan Y. ，1995

M″ang L. et al. ，1982

Hand　book　of Chinese

palaeover竃ebrate　萱ossils，

Zh｡uMj，1981

Han D. ，1982

Zha。Z.et al. ，･1981

Hand　bo6k　of Chlnese

palaeovertebrate　加ssils。

1979

Ｍａ Ａ， ＆Ｔａｇ Ｈ･ ，１９９２



　　　　　　　　　　　　砿りSichuansnub･nosed monkey

Currcntdi怜ib面Gn　心Yunnan snub･nosed mQnkcy

　　　　　　　　　　　　司）（屈z励usnub-n｡sedmonkey

Fi9.1.The changes in distributionof the snub-nosed monkey in China

　　　　2)Historical distiibulionand changes in aPPel】ation of the monkey: By looking uP a lot of province

andcounty annals from Qing dynasty to Republic (1616-1,949).we discoveredthat the animal wasvastly

distrjbuted over the southwest, middle part of China as well as Gansu and Shaanxi piovince in northwestem

China(See 'lable 2 and Fjg. 1)･

　　　　3)Current distribution and habitats:

　　　　a)Sichuan snub‘nosed monkey

　　　　　lln Shaanxi, about3,800-4,000 indjviduals, 39 natural troOps.

　　　　　ln Sichuan, about 10･000 individuals･ about 100 trooPs.

　　　　　ln Gansu, about 800 individuals, 8 troops.

　　　　　ln Hubei, about 600 irldividuals, 5“6troops.

　　　　b)Guizhousnub'nosedmonkey About800individuals･thehabitatfor'thismonkeyismounlaine

subtroPical forest between 1200 and 2100 m elevation･

　　　　c)Yunnan snub‘nosed monkey About lj000″1β00 individual恥13 troops. The monkey is

definitely associated with nr forest and moves al elevation of 3800-4300 m.
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Table 2. Distributionrecords of the snub-nosed monkey based on province and county annals in China

Pfovin佃 Cgunty Ｎ&４ｎｅｉｅｃ琲ｄ

Ann衰1s

ｌｏｏｋｎａｍｅ PubUshlnS tlnle

Shaanx1 QinllnsMt.

Lon8shan Mt･

Zhouzhj

“Ｙｏｕ”，“Ｒｏｎ８”

“Ｍ／９１”

“ＲＱｎＳ”

Annala Qf Shaanx1

Ann411a ol ZllQuzlll卯unty

Q叫如1励ty・Yoぬs2hcn8 11 y,ars（1885）

Mljlauo 14 y｡ars.（1925）

Longx㎞n

（LonSzhou）

4RonS” Anna13 of Lcn8zllou
Qi祁dynsty ・Kan6×1 52 y･ars(1713)

Xixlan8

Shlquan

Baojl

“Ｒｏｎｓり

“ＲＱｎＳ゛゛

“ＲｏｎＳ”

Ａｎｎ巍lsQfxbd&j16¢Qunty

Annala of Shlquan county

“(hljlnTush JiehenS"

Jia同Q，aditQr

Qt哺dynasty ・Dao8ua418

Qlna dyasty ・ouan8xu 29 y,all(1903〉

Q恒8 dynasty

Sichuan Wangyuan

W恭nyuanlChenkou，

Zhon8Xlan

Fen&du， Dianjlan，

Llan8p111S

yilon81×1chulngs

Nanchuen8.YuQ¢hl，

GuaaSarhLlnshul，

Pejlsan,Ylngshan･

WushenSJllchuan、

rongllanS.Blshan，

Dazl1RQcn6ehanSI

JlanSjhl,JlanSbel，

Chan8shou

Chan鮮hou

Lu如8chanわ

Fushun，Nanxl，

yjb訥，Pin8sbaa，

Mabian，Mei8u，

Gaoxian，X1r18wen

Lelbe

yuexl，XlehanS

Huelll

Maowen，Dayi，

01onSlal，PujlanS

“R｛Mll9

“Rona”

“Jin SI Yu血ｎ’゛

“Ｒｏｎｇ”

“Ｊｌｎ Ｓ１ Ｙｕａｎｊｊ

“Ｒｏｎ８”

“Ｒｏｎｇ”

“ＲＱｎｇ”

“ＲＱｎ８”．

４ＲｏｎＳ”

Annals orM/&1lyuan cQunty

Annals of Taiplzl8county

Annals of Zhon8zhou

Annals of Skhuan

Annat3 QI JknSbdUI瑶

Ann&1s of Slchuan

Annats cf Lelbettng

“QlonS xlTieLu”

Annals gf耳ulUlzhou

λnnals Qf Slchu＆n

Mhlgu･21y･ars（1932j

QI咄dyllajly ・ Tlanl・n8 59 ycars く1794）

QinS dynajty ・ DaoSuanS

Q1哺dynasty ・ Jiaq・8 21 ycむs（1816）

Qin8 dyna､･ty ・ Daosuan8 24 yearsU844）

Qis dynasly りiaqlns 15 years （1810）

Qtns dymsty ・ Guanlxu 19 years （k893）

QI賜dynasty ・ Dao8㎝ns

Qina dynaaty ・Tonszh1 13 y｡arl（1874）

QI叫dynajty ・ JiaqinS･15 y｡arg（t810）

ｎ
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Contjnue Table 2

Wenchuan

Wlnchuan

Baox5eng，￥aan，

Lushan，Min8shanl

QEnsxl， Hanyuan，

rlanquan,RueniinS・

xi4tajien，Gれnzi

B我oxienS

KRnqdinS

GuanSyuan

Beicbu8n

Son8pan

Nanchuan

゛ＲＯＵ”

“Ｊｌｎ ｘｉａｎ Ｈｏｕ９

“Ｊｌｎ ｘｉａｎ Ｈｏｕ９

‘Ｒｏｎｇ″

Ｓｐｅｃｉｍｅｎ

“Ｊｌｎ ｘｉａｎ Ｈｏｕ”

“ＲｏｎＳ”

“Ｙｃｕ”，“ＲＱｎｇ”

１゛ＲＱｎＳ９

“Ｒｏｎｓ”

“（知ｏ Ｒａｎ”

りVsn ZhlJILue"

λnnalsof SVenchuan county

Anna19 Qf Yazhouね

“P脚blem of xtkan"

Annals o£ZhaQhuacou琲y

Aylna紬QrShlquancounty

Annals of SonSpan c{)unty

Annals of N&nchuan county

QhlS dynasty・Jiaql祁10yeals(1805)

Mlnguo 33 y･a7s(1944)

Qlng dygsty・Tlnlo哺4y｡ais(1739〉

Con｡ct｡dbyMr，Daviddn 1870

MijlSuo18 y9rs(1929)

Qjng dyn朗ty・TlanlonS50 years(1785)

Qins dynasty ，Da｡quang

MinSuo

M・詐o15y喊rs(1926)

Ｇａｎｓｕ

Ｗｕｄｕ，恥4nxian

K･an5×lan

Tjanshり1（Qinzhou）

“RQng゛

“Jln SI ＲonSり

“RQnS”

Annals of Shlquancounty

Annals ol KajlSxiancounty

New annalsof Qinzhou

Qlng dynasty°DaoSuanS

MUISuQ 25 years(1936)

Qing dynasty・Tianl｡nS29 yeajs(1764)

Hubel Zhushan

Yichang

“ＲＯＤ８"

“Ｗｅ１"

“Ｇｕｏ Ｒａｎ"

Annals of Zlshan eounty

Annals of Hubd

Qing dynuly ’TonSzhi 4 years（1865）

Min詐o 10 years（1921）

Jlan8 XS ylehun “JiRSIYuan" Annals of Ylchun eounty Qlng dynuty ・K巍nSxl40 yeals（1701）

Fuiian YgnSlal “Wel” Annall Qf YQn!Slal Mln8uo 19 yars(1930)

Zhejlan

Guang-

　don＆

Leqlns

Shaoxlng

Huzhou（WuxinS）

EnpinS

Chaozhc,u

Zhaひqln8

Jieyan8

ConShりａ

“JlnS1Yuan”

“YOUj゛

“Youり

“Ｙむu”

“Jjn S1Tuan”

“JlnSIYuan”

“JlnSIHou”

“J↓nSIYuan”

Annals of Leqt1111county

Annala of Shaoxlnμu

Annals olM11×ln6county

Annals of Enp・S county

Annals of Chaozhouね

Annals of･Zhaoq毎8ru

Annals of JieyanScou削y

Annals of ConShQ4 county

Ｑ朗sdynuty ・ouan8xほ7y｡ars(1901)

QlnS dynasty・T叫加哺55 ycm(1790)

Qjp8 dynuty ・Daoguan6 5 y｡a19(1825)

Qing dyn&sty・TI帥lons27 ye釘s(1762)

Qlng dyn鮨ly・Daoquan8 13 years(1833)

Qjn8 dynuty ・Tj奥nlon844 y｡aa(1799)

Qjn8 dyn紹ty・KanSX1 40 y,ars(↓701)

GuanSXI Fusul(Tongzh｡ng)

Debao(Zhlnanfu)

“Ron&″

“J5n SIYuan"

Annals ofTonSzhenB counly

Annals of Zhenallfu

Mln8uo 22y紐rl（1931）

Q叫dy皿sty ・GuanSxu 18 yws（1892）

Ｇｕｉｚｈｏｕ Slzlan，Yen知昭，

ｐ･畑nS，Wuchuan，

Yanhe，Sorlglao，

Fen8gan81JianSk良○

Ton8relb

“Wer

“Z4)nS YIShou"

“xu Glan Shu”

Annals QrTQn8renfu

QIDS dyn巍sly・GuMISxu23 years（1897）

Qin8 dynuty ・GQanSxu 16 years（1890）
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Continue Table 2

Shlqian

Zhunyi,Suiyan8，

TonSzhi，

xishul、Zengan・

Chlshu1，

Meitan、Rlnhua1

“Ｗｅｉ”，４Ｒｏｕ”
Annals of乞れunyifu Qln8 dynasty ・Dao暮uanS 21 y｡ars（1841）

Ｙｕｎｎａｎ Da11

TuenapinFYunlonS

FlnSqin8

“ＲｏｎＳり

“ＲＱｎ８”

“Ｙｕ ＭｉａｎＹｕ闘”

Annala Qf Yunlntn

“Dlan JianS JILu”

Annals or ShunnlnSfu

Qins dynasty ・ Da（）8un8 15 years （1835）

Qlns dynasty ，xuanto叫3 yars （1911）

Qln8 dyna3ty ・ Guan8xu 30 years（1904）

　　　4)Thereasons for changes jn distribution:

　　　a)The effect of Himaiaya orogeny 恥om early Quatemary Period tQ middle-and late-Pleistocene，

the Qinljng mountains and Hengduan mountains uPheaved accordingly; which caused consequent

＆anges in rivefsμ:limate and vegetation, perhaps prevented anjmals from moving freely as they used to

do･ cleated isolated species distribution Patten, and became the natural barrjer for lhe monkeyls Primary

dlsPerslon.

　　　b)The dect of gladal dimate in the Quatemary Period　　　　ln China the .tbree lon8 ice ages

mademanyanimalsPedeschangetheiroriginalljvjngaleaandcreatedtheisolateddisttjbutionpattem,ltis

Posslble th8t the lllonkey Positively adaPted themselves to 81adal dimate by vertical migratjon.

　　　c)The effect of historical changes ln dimate　　ln recent 5･000 yeafs， the climate was warm at

beginning and was subtropical jn most regions in north china because of warm c】jmate and luxuriant

forests，thesnub,nosed monkey jncreased rapidly in this peliod and became widely distributed， But

from Mjng dynasty to Qin8 dynasty, it was the coldest in dimate which affected greatly the strudure and

distrjbution of vegetation, and accordingly comPxessed the djst!ibutionareaof the monkey constantly

　　　d)The strong impacl of hum弓econonlic activity　　Them叫n impact of human activjly on the

sur゛iv3l of th°゜o“key inchldes hljd“g･ defolrestation･ minj･n&reservoir buildiq and tMmc constiucti(耽

etc･ which have made the foresty recover imPossible and damaged the habitat seriously

3.2 Seasonal home range of Sichuan snub-nosed monkey in Yuhuangmiao， Qinling mountains

　　　　We fixed a transmitter conar on an adult female of the troop in Yuhuangmiao west rid8e. The

troop was located by radio telemetry and｡followed by observers during the day.The location dllrationof

actjvitiestn each location and behavior ifanimals were recorded when followed. The minimum convex

polygon method was used to estimate the home range si聊onamapon:5()000 scale･The holnerange of

the study troop was divided into 90 small squares to analyses theirhabitat use,｡

　　　　Results:As shown in Rg･ 2, 0nly 82 small squales which cover820.5 km 2 weie actuaUy used by the

trooP among 93 daysl observation, 93 times the troop was using A and B regions.56 tjmes the trooP was

found in C region. 53 times in D region.The home range area of the monkey ttoop varied significantlyin

diffetentseasons,゛nlebme range sizewas 14.12㎞12 inSpring,9.35 km2 1n Summeら12.07 km2 in Autumn

只
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Fig.2.The using frequency of regions in home range

rcg�C(2-3 times)

reがonD(hime)

regjon E (pass≒through)

and 12.31 km 2in Winter, Theareasize is dosely correlated with the distribution.and abundance of the

foodresources and seasonal cha昭es of the home range which isrelatedto the Phenology of the vegetation.

The daily moving distance was o.5
’l
km which sPan a verticaldistance of 250m in SPring; 0.3

’1
km

with a verticaldistance of 200m in summeが）グペL.5 km,250m verticallyin autumn and Oふ0.8kmJ50m

verticallyin winter汀he moving distance islonger in nne days than thatin bad weather.

3.3 0n the habjtat vegetation of sjchuan snub-nosed monkey in Qinling mountains

　　　Theinves貼ation was carriedout on the habitatvegetationof the monkey with a squa陀measu咄g20

×20 m2 atinc詑aseofPer 100m ＆sよ･Eachitem was surveyedconcemji弓the sPedes number and Perentage of

cover ofaU arbo鴎shrubs and herbs within the square.Relationbetweenfoodacquisitionandhomelangechange

wasstudiedacco�i戮;toco″5Po゛d恒gofhomemn肪sizらfood sPedes and Partsof the Plantsin four seasons.
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　　　　Results:The habitat vegetation of the animal.with distinctverticaldistribution,was categorized

into 3 tyPes: deciduous broadleaf 叫coniferous and dedduous mixed fらsubmontane coniferous 趾and

8 formations，The comPosition of major sPedes in differentvegetation formations was worked out in

nble 3･ Studies on the verticaldistriblltionof the sPedes had imPortant sign雨cance in surveying food

comPosition and home range size change (Table 4)，

Table 3. vertjcaldistributionof the habitatvegetation form(formation)of Sichuan snub-nosed

　　　monkey on the south and north slopes in Qinlingmountains

　　　　　South Sk)pe

(Ch咄iasuanarea,Nin8此a&jlcountyつ

　　　　　　　North Slope

（Y咄uazlSmia。ar帥､aouzhicounty）

Sμlj必alゐa－-jJlflふiifOrmatiOn

μ・1μ4rmaajj

μop�Jほj加rjむ7721　　　brmatbn

?'az政,d四ｊ。㎝?,ｆＭ必びｇｌａｍ

Ｑｕｆｒ卵＆�i6at7ar. aμdgrrｱgja i13rmatk)n

？仙9r(面向eかra必

ａぷ&aj↓fa一(辺1ａ誹哨

9ぉ昨如ぷμa茸Jalがfra 7,a。.
&叩tJφμ一ａ紬　　　　　　　formattQn

戸Za4μMりａ４ｒ必g(l吻4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Altil9de(m)

2900

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ一μり6iforma励n
2S10

2700　　　　　　　　　　　SぞねZa
u擢£sformalion

2600　　　･、 β凶dg alみa－s訥郎jぷfQrmation

　　　　　　　　ffSS00　　　，ぶ

2400　　

1§戸・11∂armajla4、戸iM&汐&1＆珊i

2300　　
D　鉛�a�漏－㎞朗ぶφjf7ajJgi4Qay

　　　　　　　　汐　　（DiMrib雨Qn（mrm。unばn rid&4）

2200　　μl　　　　　　fermation

210a　　　り5

　　　　　　　　j

2000　　　4　　　.　　　..　　　　　　　　　　　　　r禍ssirsαjiJs

le00　　　　　　Plgl心lり６んilFgf71£a
　　　　　　　　　　　　　？QFM14s Ft吋Qﾀ?ti　　　　6｝rmation

l800　　　　　　？似政x£fJ･4rg1

1･frliが111S7y2
1?Oa

le09

1500　　　　　　　　　哨leｱ卯ぶ㎡i肖il t,sr.aCS&,卯?Ｍたj

l400　　　　　　　　　　Q.泌｡防り44＆for哨叙i｡11

130a　　　　　　　　　　Queｱａｒ;ａｒ泌叙4

,1200　　　　　　　　　　　　　9.＆妬向1･rn輝沁n

3.4 Seasonal food composition and summer food reserves for Sichuan snub-nosed monkey

　　　Two kinds of methodsl¥ereadoPted in our study: a)Tracing observation，Following monkey

trooP carefuL we found related marks leftby them such as gnawed twigs remaining peels and stems.♭)

Positionjng observation. We found out the food and the movement ranges severllldays before monkey

troop wasj endosed｡

　　　Results: According to thesurvey prindPal foods involve 29 fam山esj 45 genera and 47 sPedes

distributed 170 Plant Parts (lable 5).Foodresourcesdifferwithseasons: ln sPrjn＆the animal feed on

buds,catkins，tender】eave8，some fruitsand l,2 year' tender bark; ln summer, they mainly eat tender

leaves and fruitsof djfferent Plants;ln autumn， The menu 6f the monkey consists of fruits，1-2 year

tender barkj buds and tender twi8s etc･ln yuhuangmiao area，we worked out the food a!mount with

standard branch method (･lble 6).The maxjmum numb9r of the animal could be reduced from their

feiding amount. So the proPriety strategy on maintaining the trooP sizeshould be Put uP quiddy･
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Table 4. Food verticaldistributionof Sichuan snub-nosed monkey
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Continue Table 4
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Table 5，Seasonal food change of Sichuan snub-nosed monkey in QinlingMountains

Species

Pil自eeae

　　Piss&a&s&lsjo7'gli

　　P＆zzsafsalji

Saliclceae

　　P67㎡zgsgalilza剔ｉ

　　ｐ．夕7･u4c闘1;

　　SIZ＆s訊sax

　　j･Mμaloma

　　S.1銘67z･??u7al

Jugl幽ildaeeae

　　P紬r(xsrllaizゆe,tゐelis

Belul●ce●e

　　3911ja 2zjil£s

　　l・alaa－∂議四＆ｓ

　　３，ｊｓｓｉｌ･ｒａ

　　(ﾌoりZl∂ゐ召leｱoljj41111

　　ご7.di箆1鶴sJ

　　む･μΓoz ur･a必sl凶

　　al？μ霧ｌｓ咄7･a11?sjsagl

Fag畠ceae

　　Qsfculiolugsis

　　Q･ ali朗sりaf.aa,ges?rgza

　　Q･uf・ゐａｓ

　　９．ゐar㎝ii

　　りaぬｌｓｓａｓｐｉｌ

　　り．惘,gZlia9㎞,1

Ulmaceae

　　び＆ｌｓｓゐ醇‘y跳an㎡跳ag

　　Z7，惜姚刄･aa7rpa

Mor●ceae

　　F一6sゐsgg?･omarpia

Eupteleaceae

　　JSIμgZ,Mμai即酵sl

　　　　　　　j･βlasjii

Magnoliacele

JMarlaliz 5必ytjl

Schjsandrac軸e

　　Sdi徊剔1ra 91s霧a11ゐe7･1

Abundl

－an�

　＋＋

＋＋÷

　＋＋

申十＋十

　十

　十

　十

＋＋＋

＋＋十十

4･＋＋φ

　＋

＋＋

　＋｡

＋＋

＋＋

　＋

＋＋十

　十

十十

＋
＋

＋
＋

＋

十＋十

＋

＋

　　Spring

(Mar.－May)

Parts，

eatenl

　Feedin8

froqlleney

sd＋＋

sd十申

bd,fr十十,十十

bd,l＋＋,十十

ek,hd十十十,十十

e1,bd+ｷ+,4･＋

ek,bd＋＋＋,＋＋

bりd十十十,十子十

ck,bd十十,十十十

ck,ba十十十,十十十

ck,bd十十,十十

ck,b6十十十,十十十

ck,bd刊呼,十十十

ck,ba十十十,十十十

1f＋＋

ek,bd＋＋,＋＋

a,u祠･,十十

ck,bd＋＋.キ＋

1f十十

M,11＋÷,＋＋

bd,lj＋率,＋＋

bdlft十十十,＋++

bd,fr＋+手,＋+＋

lf十十十

bd,br＋＋,＋＋

bd十十

1f＋＋

　　Summer

（June，－Aug，）

Parts

eaten

　Feeding

frequency

tf十十

lf十十

1f十十

f扁f十十十,十十十

叫1f十十十,十十十

1f＋＋

1f十十

1f十十

lf＋＋

lf､fr＋＋φ､＋＋÷

　　Autumn

（Sep， －Nov, ）

Parts

eaten

　　Fecding

frequency

sd＋＋＋

sd÷十十

1f＋

lf＋

sd十十十

sd＋＋＋

sd十十十

sd＋＋

fr十十十

　　IWinter

(Dee，－hbJ

Parts

eat8rl

　Feeding

frequ8ncy

sd十十

sd十十十

br,bl＋＋,＋＋

br,bl＋4,＋＋争

bk十十十

ck＋＋＋

ck＋＋＋

ck＋＋＋

ck十十十

ck＋＋＋

ck十十キ

sd＋＋

sd＋＋

sd＋＋

sd＋十

sd十十

bk十十

bk十十

bd､bk＋＋､＋＋
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Continue Table 5

Telracenlra41eae

　　？S如aa一tかal＆J217Sa

Laur畠eeae

　　l鯛dfa＆azij,9ゐa

　　l.μaz£al

　　£lagagsitli躇g6鴎sis

　　£d･uゐｓａｓ淵s

Saxぱragaeeae

　　jfSg?aslyslzaMゐ㎝es9･e

Hamamelidaceae

　　jSil6SgaMlajlSI?yi

R仙aeeae

　　jばaZlsaacazls

　　jf.ieゐaZdii

　　jW.11salesis

　　Sgﾁﾞゐssladleala

　　ぶ．ゐs1961醐S£S･

　　戸g11剔Sp匍z�如era胞ij

　　j紅副ljatig一㎡ss?･?gja

Celasllaceaa

　　遡l㎝y奮ssajalz,き

　　jli.my?iasai9

　　びilaal?zlsg ems,lj・∂

Staphyleaeeae

　　Sla7ゐμeaialQal？pa

　　jS.ゐ2i焼aZda

　　91a7?1aslase晶畠s

Acera{leae

　　j4cgja・一i

　　j.�1117･san2im

　　j4･SQl6

　　j4.ZSj7･a?瓦酢zgm

　　j.j9･asdasji

Hipp(xaslalaceae

　　ﾒlsgs＆scゐ㎞帥i∂

Sablaceae

　　＆IMajりａａ

＋

＋＋

　＋

十十

十十

＋

＋

十十

士＋

十十

十申

十十

十十

＋

＋
　
＋
　
＋

Ｅ
＋
＋
　
　
↑

　＋

十十

十＋

　十

＋

＋

lf十十

bd,lf＋＋.十十

txl､1f＋十､十十

bdJf十十､十＋

1f十十

bdμ十十十,十十十

bd,U十十十,十十十

bd,1f十十十,十十十

bd雷十十十,十十十

bd,1f十十十,十十十

　b(1,1f十十,十十

bd,1f十十十,十十十

1f＋＋

1f＋十

bd,lf十十汗十

bd,F卜十十,十･ﾄ＋

bd,1f十十十,十ぞ＋

bd,lf＋＋＋,十１＋

わds11＋＋＋I＋＋＋

td,1f十十十,＋＋＋
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lf泊十十,十十

lfJ＋＋,十十

lfla十十,十十

lf,a＋＋,十十

1f十＋

lf,fr十十冲十十

lf,17＋キ,＋4＋

lf,1¥十十,十十十

fr十十十

1f＋＋

1f十十

lf十＋

1f＋＋

tf十十

fr＋十十

fr＋＋＋

fr＋＋＋

fr十十十

fr＋＋＋

fr十十

ft十十

fl‘十十十

fr十十

fr十＋

fr十十

fr十十

fr＋十

fr十十

fr十十十

bk十十

bk十十十

bk十十

bk十十

bk＋＋

bk＋十

bk十十

bk十十

bk十十十

bk十十十



Continue Table 5

Rhamlaceae

　　刄a糎1箆il，hjZis

T111ace●e

　　!raα芦as4oQiala

Actlnidlaceae

　　jc£il㎡£ac11議ｅｌａ∂

　　ｊ．ｂｌ∂帛ａむ1

　　j.㎝μaal

　　j.11如α惘即a

Elaeagnaeeae

　　Jil,lslg?zlszimゐ㎡Za&x

　　ji.ゐa]11

Alanliaceae

　　j&i協9ilmci・創ls

Araliaceae

　　jralｉdlaa,l脇s

Cornaceae

　　りo7別!smacr∂yゐμla

　　JBoliroalry2991 aalj9･alﾘ卯s･精

　　Z)Sg17Q61箆ａａＳｉｌ拙夕lsigZa

　　』17ahttp://www.M.tis

.　μ.J･lμ鵬細

０１ｅ畠ｃｅａｅ

　　ｊ･'ｆａｚｓｓｓｐａｓ一創|

　　Ｆ．恂g714一17･必a

　　F，rs&gal

　　jl.μ11yl?Oda

　　∂l?isga㎡Z16s

C●plifoliaceae

　　Sam6lcls gi11M191&i

　　F仙rss&agsZifoligm

　　び孤sgl㎝gisi跳ａ
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＋＋

↓
　
＋
　
＋
　
＋
　
　
　
↓
　
＋
　
　
　
＋

＋＋

　平＋

　＋＋

　＋＋

　＋

＋＋＋

＋
‥
】
‥
十
十
十
　
　
Ｅ
↑
パ

M,1f十十,十十

M,1f十十,十十

M,1f十干,十十

M,1f十十,十十

M,1f十十,十･ﾄ

bd,1f十十十,十十十

bd,]f十十4･,十十十

bl,11＋十十,十十十

bk,lf＋＋＋,＋十十

br＋＋

br十十

bt十十

br＋･＋

　　bt十十

bりf十十十,十十

　　　十十

1f十十

lf十十

lf＋十

lf十十

lf＋十

迂十＋

lf十十

fr十十

fr＋＋

fr十十

br;tender branch；　lf:tender leaf;　sd;㈲ed l　bk ，tenderbranck bark

frifrujj　b〔h bud jncluding foldjng 資ower；　ckicatkjn

＋＋＋:very･ften；　＋＋jrcqu。tly；＋，rarely

ａｂｕｎｄａｎｃｅｌ

fr十十十

f?十十十

ft＋ギ＋

fr十十

fr＋＋

十十十十tvery eopiousl　十十十心)P沁us；　十十:sp肪saり　十trarely
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bk十＋

bk十十

bk十十

bk十十

bk十十十

bk十十十

bk,♭r十十十,十十十

btlbS(＋＋＋,＋＋＋

bk十十＋

bk十十十

bk十十十

bk十十＋

bk＋÷＋

bk＋＋

bk十十

　十十



Table 6，Square investigation
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３．５ ０ｎ ａ ｔｒａｎｓｆｅｒｏｆ ｓｕｍｍｅｒ ｈｏｍｅ ｒａｎｇｅ ｏｆ Ｓｉｃｈｕａｎ ｓｎｕｂ-ｎｏｓｅｄ ｍｏｎｋｅｙ ｉｎ ｙｕｈｕａｎｇｍｉａｏ，

ｑｉｎｌｉｎｇｍｏｕｎｔａｉｎｓ

　　　Ｔｈｅ ｍｏｎｋｅｙｔｒｏｏＰｉｖａｓｓｏｕ尽htby the radio telemetry When the trooP was locatedz the trdirect tradng

was set out･ After our 43 daysl 垣ves卯ation･ the transiUon of the summer home range of the east ridge trooP

吊Yuhuangmiao詑gionnE!asonoly（aused by the comme�allogμng of the two fon2stybureauxat the edge of

the habitat. ThegreatchangetakingPlacejustwastoavoidtheviolenthumanimPad,Thus it has shown the

sharP conflict at some extant between human activity and the survival of the monkey.

3,6 conservation strategy and action plan for saving the sichuan snub-nosed monkey in Qinling mountains

　　　hl terms of the current state of the monkey and increaseof the imPact of human activily we move the

followi明conservation strate肪･

　　　1)lmPlementi弓wildlife and forest conservation laws and re即latk)ns.

　　　2)Public conservation educationand consdousness to arouse sodal concem about saving Sichuan

snub哨osed monkey 訥China･

　　　3)Prohibiting commercial logging in thehabitats of the monkey and giv弛g a distribution maP of the

monkeﾀﾞshon｀1e ran肪inQ訥ｎｎｇｍｏｕｎ面ns to the forest呼bureaux to determine the sits of the commerdal

logging not to de5troy the home range in the future･ Moreover nmndal suPPort to the local 即vemment for

the local revenue loss because of forbiddjng of the logging must be 8iven･

　　　4)Nature reserve construdion such as estabhhing nature reserve administrative bureauin

Huangboyu3n and Erhangba of Taibai county and Jigongliang in zhouzhi county

　　　5)Decreasing the local human POPulation and POPularizin8 9-year educ面on(free of charge)to make

the local PeoPle have the 面mtμo肪tj面s in town and dty nearby and imProve their living standard，

　　　6)如tiati賜redefomstation camPaipto forbid the lo(al PeoPle to the forest for the cultivation beyond

1,400m.

　　　7)Monitoring the POPulation of the monJ《ey resource to carry out their resouKe investigation aOeast

one time every ave years and to coUect the rehble data on POPulation size and changes in the n2serves and

the long'term field observation sites.

　　　8)EXPerimenting with the commtmity control of buffer zone fo犯st between the vmage and the home

ran肪･

　　　9)Study on conservation biology of the monkey，

　　　SPedfic action Plan in the next five years: Giv恒8 adon Phn on the monkey and 池habht conservation

can not only Protect the sPedes, but other animals such as Giant Panda, Golden takin etc. and their habitats

and biodiver5ity

　　　1)Carrying out the monkey resource investigtion in Qinl叫;mountains.

　　　2)DrawinguP a distribution maP of the seasonal honle ranges for the forestry bureauxtoletthem

determine the sites for commercial logがng and avoid the destrudion of the habitat of the anima1･

　　　3)Establishing new nature reserves in certajn sites mentioned above.

　　　4)Assessing imPact of tourism and delaying the further deveioPment for tourism until向sstudybe

comPleted and recommendation can be made･

　　　n is a key Problem for the govemment and sdentjsts how to dfedively Protect thjssPed鴎the PR)blem
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undoub畑dly makes itmore ur8ent to carry out the research of conservation.of the monkey in the future，

4.Summary

　　　　During the whole year's investigation of Sichuan snub‘nosed monkey in Qinnng mountains, we

involved multi'resPects such as changes of the distribution of the snub'nosed monkey in history and at

Presenねseasonal changes of the home rangejood variation in fow seasりns and human economic aぐtivmes

imPact tdated to the survival of the sPedes･ Now we (2n say that we have accomPlished the whole research

sa臨factorilyAk)t of confused PIて)blemsaboutthemonkeynowwe詑deal; the situaUon of the golden monkey in

Qinling mounばns isnlt aUowed to be oPtimistic. The greater number of the trooP size and the 21atively more

limited feedingresources need a new research on the maintenance of the continuous develoPment of the

animal. We also Place our hoPe on the dePartment of the forestry and the govermylent to strengthen the

en柘rceme紺of the laws and regulations concemed in the monkey's conservation and strictPunishment of

violators.Thuslve areabout to hand in our results uP to the dePartment concemed so as to Ptovide a

first-hand material on the formulation of the new Poky Although the finished study is stm a Prenminary

one, much deePer research should be kePt condudng sequently･

弟７期プロ・ナト･ﾝーラ・ファンド助成成果報宍書（1998）

　　　　　　　　　　要　　旨

中国、秦嶺山脈におけるキンシコウの分布、生息地、

　　　　　保護戦略に関するプロジェクト

　　　　　　　　　　李保国

　秦嶺山脈の四川キンシコウを一年間謂査する間、

我々は複数の様相に係わった。キンシコウの分布

の変化の現在と過去における考察、行動領域の季

節による変化、四季による食料の変動、この種の

生存に係わる人間の経済活動の影響などである。

現在我々は、すべての調査を満足に果たせたとい

える。サルについては見分けが付かなかった諸問

題も、今は明らかになり、秦嶺山脈のキンシコウ

の状況は楽観を許さない状態である。群れの大き

さが大きく、採食資源が比較的制限されているこ
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とから、このサルの継続的な発展の維持について

の新たな調査が必要である。また我々は、森林省

と政府が、サルの保謨のための法律と規制を実施

し、それらに違反した者に厳しい罰則を与えるよ

う希望する。これから我々は、新たな政策の立案

の役にたつ直接の資科を提供すべく、関係省に調

査の結果を提出するところである。終丁した研究

はまだ予備的であり、より深い調査が続行される

べきである。

　　　　　　　　　　　(推薦者：小林達彦　訳)



第７刻プロ一j“トゥーラ・ソァンド助戌ly41M;り,11U99S)

The study of home range, Pack size and niche for wolf (GI�s/叩11s)

　　　　　　　　preservationin Anhui Province, China

Ｈｕ ｘｉａｏｌｏｎｇ

Abstracts

　　　ln order to find out abouohe situation of wolf in Anhui, to Provide s4ごientificbasis for wolf PRwlvation.

1‾hestudy of wolonΛnhui is c･1rried under the helP (4 funds Provided by PRO NATURΛFUND･

The work time is one year (from December, 1996 to December， 1997).During this Period， 22 forestry

centres distributed in l9 counties jre investigated， 122 forcst workers, farmers and hunlers are interviewed.

Thetotaloutdoorworktimeis135days(surveyingwolftr･lcks,colle(ting wolf feces,caPturing wolf etc,),The

annals and the data of fur Purchlsing have been consulted. Now the quantity of wolf in Λnhui is very fe鴇

only in few areas oHow hiils()fJianghuai knoPAIlt･DabicanM･mdmollnlainai゛aofsouthenl゛Anhuihavcits

distribution.The reasons for wolf extin(lion are as following浦rsいhe habitats of wolf dcstroyed and the

foo(ls dimini5hed; second, kiHed by mcn. ltis suggesled thjt ProPag･ltion should be strengthen to convert the

concePt that wolf is harmful animal･ and wolf is Prote(tcd as slatり;rdde Prote(led animal.

1.The purpose of study

　　　Wolves are the animals which have a tigh1 relationshiP with mankind. They distribute widely in

EuroPe‘Asi血conlinents lnd new conlinents･ are toP grade sPecies in e(osystem and take an important

role in keePing ecological balance. with the advancemcnt of industrial and agricultural Production, wolf

habitats are dinlinishing. lhey are faced extinction. ln order to lmke (lear that the distribulion and situation

ofwolfinΛnhlliμo Provide scientific basis for wolf Preservation･ we carried out this study in the whole

Anhui Province from 12，1996 to 12･ 1997 under the helP or the funds Provided by Pro‘Natura fund. 21

sites(135 work days)were investigated fromO(tober, 1996 to November, 1997(Table l，Fig l)･

2.Methods

l）Survey for the Presence of wolf tracks by Hne trdnse（tsand analyze coHe（ted fe（esof wolvcs as we11

as other（amivores.

2）lnterview l（xalfarmers､ hunters and forestworkers.

3）CaPture wolves with cages and cliPs.

4）Sear（hfor ､､･olfdens with P叩s Present for the PurPose ofc即turing adult ones during the brecding

SeaSon.

5）Consult the locahmnals to find out the distributionof wolf one hundred years ago in Anhui.

6）visitfur Purchasing ccntrcs to colle（tthe data of wolf skin Purchasing in the last ten years.

7）lnquire about wolf and fox by sending questionnaires to some forestrybureaus in Λnhui.
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０ 10

Fi9.1.Study area in Anhui and distribution of woll.
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Table l . Work site and time : Twenty one sites(135 work days)were investigated from Oct. 1996

　　　　to Nob. 1997.Location,date,number of investigators and work days are presented.

３

１

●

）

Result

Line transect

Mt.Hu3ngpu Reservo
Chuzk〉uCity

LuQjawa，Shむi，Chuzhou City

Huanがishu and MtDashan

forestry centre， Quarりao County

Mt Baiyun rQrestrycent,e

Mt Oaying fofestrycentre

Fengyang County

Mt.Cangshani MtTaihu

fQrestrycentre
Hansh･n Coりnty

Mt7h。t4jiada forestfy centre

Wuwei County

Baihuazhai forestrycentre

Ljiang CくXJnty

Mt Jiangjun forestrycentre

Luan City

Mt.Daqian fQrestry centre

xiunかg County

Ungnan forestrycentre

xiuning County

Ljangtilg，susong County

xuqiao，Taihu County

xiaotjaひ.ShuchoflgCounty

MtJinzongforestrycentre

DoflgzhiCounty

MtDalongforestyycentre
AnqingCity

YiCounty，0imen County

She County

ｘｕ●ｎｚ１心uQty. Loflpi C6unty

1996j022-28

1996､123-12

1997.127-2_2

1997.4.H-18

1997.6.8-12

1997.7.11-20

1997.927-105

1997.109-19

1997.

1997.

625-28

9.19-27

1996.11.25べ10

1991.1.19-22

1997.122-28

1997､3j8-29

1997.724-26

199732-6

1997.2,15-23

1997223-28

19975.10--20

1997､68-12

1997､627-30

19978､1-5

1997.8､13-18

1997.102(ﾄ24

1997.1029-11.5

1997.1128-12.3

２
６
２
３
３
２
２
４
ｚ

e
g

c
Q

２

３

C
'
5N

6
j

２

２

２

２

２

２

２

３

２

３

２

５
ハ
ａ

５
６

４
８

７
９

４
８

５

２

５
０
　
１

１

３

７

５

８

３

２

３

４

３

６

４

　　　Camivordeces were coHedcd and analyzcd (Tablc 2).Five feccs of wolf ､vere coHeded and

analyzed. The contents were sheePd;oosejwe. Food habit of wolf could not be made dear because of

very liltlefe(cs(olle(ted.4｀゛olf foot Pri“ts(2 in Mt. HuangPu、 l in Mt. Zhoujiada、 l in Mt. Da Forestry

Centre)wcrefound、
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Table 2.Diets of carnivore species, based on feces analysis from 12，1996 to 10，1997 in Anhui，

1.0cation Specios

Ｍ１Ｈｕａｎｓ)ｕ Ｎａｔｕｒｅ Ｒｅｓｅｒｖｅ．Ｃｈｕｚｈｏｕ

　　　　　　　ｊＳ１１ｊｊｌｓ£ＩＳ必&必s

　　　　　　　jS11jslaZl s,Z･必s

　　　　　　　AfijsfsjSl j必み必s

　　　　　　　μljsfsZl s必み必s

　　　　　　　AもjfsZl j・,47a

　　　　　　　Afijsfs/j s必&必ｊ

　　　　　　　ﾚﾌy∂/ril z泌∂IZlj

Vivo仔a zibotlla

Mustela s4)みica

Mustela sゐ1,1ca

Mustela s応詞ca

Mustela sゐ;iica

Mustela sゐ詞ca

Ｍ６１∂ｓｍｏｌｏｓ

Mustela sib㎡ca

Must61a sゐ&fca

Mustela sゐ詞ca

Mustela sゐ1,1ca

Mustela sゐfrica

Mustola sゐMca

Mustola sゐffica

Must∂lasゐ;fica

Mustela sゐ㎡ca

Mustela sa)aica

Mustefa sa)㎡ca

Ｍﾘstela sゐffica

Musto!a sゐi,ica

Mtjst61asゐ詞ca

Must61a s,♭肩ca

Mustola sa)7fica

Mustola sil)ffica

Ca�slupus

P治)na面fus b6ngalonsis

Mustola sゐffica

Mustela sゐ詞ca

Mustela sゐ屏ca

Must61a sゐ1,1ca

Ｍｕｓｔｅｌａｓゐ㎡ca

Mustela sゐlrica

Ca�s lupus

Mustela sゐiﾊﾞca

MUstela sゐlrfca

Must61a sゐ屏ca

Dato

CitV

　1996.12.4，

　1996.12.4

　1996.12.4，

　1996.12.4，

　1996.12.4，

　1996.12.4，

　1996.12.4，

　1996.12.4，

　1996.12.4

　1996.12.4，

１

１

１

１

１

１

１

99

99

99

99

99

99

99

19

19

19

９

９

９

199

199

199

199

19

19

９

９

6

，

6

6

6

，

6

6

，

6

，

6

6

，

6

，

６

６

，

６

６

６

６

1996

1996，

1996.

1996.

1996，

1996，

1996.

1996，

1996.

1996.

1996.

1996，

1996，

1997.

1997，

1997.

1997.

12.

12

12

12，

12

12

12，

12

12

12，

12

12，

12

12

12

12

12.

12.

12.

12.

12.

12，

12.

12.

12.

12.

12.

12.

12.

4.1

4
.

5
，

5
.

5
.

6
，

6
.

6

.

6

.

7

.

7
.

7

，

7

，

7

，

8

，

8

8

，

8

，

8

，

8

，

8

，

8

，

8

，

8

，

8

，

8

，

8

｡

1

1

6

，

４

４

４

13，

14，

13，

Contnnts of focas

１

１

Hairs and bonos (Rodontia spp.)，seedjnsoGt

Crab

Hairs an(jbonos(Rodontia spp,)

Hairs(Rattus confuc;anus)

Hairs(Rc)dont;a spfy)

Hairs 8n(jbonos(Rattus nofvegicus)

Hairs and bonos (Rodontia spp.)．

insoct(Orthoptora spp.)

Snako scalos 8nd bonos

Hairs(Rodontia spp.)andinsoct

Hairs(Cricot�us t,iton)and

insoct(Lopid(》ptora spp.)

Hairs and b(〉nos(ＡＰ(ｘｊｅｍｕｓａ&ｒａｒｉｕｓ)

Hairs and bonos (AJ)od∂mus aFarius)

Hairs ar,d bonos (Rodentja spp.)

y61d porsimmon －p;tand insoct (ColoQptora spp.)

Ha;rs and bonos (Rodonりia spp,)

日airs(4x)《lomus∂grarius)

Fruits and soods

Hairs(R｡dentia spp.)

Hai,s(Rodontia spp.)

Hairs(Rodontia spp.)and

insoct(Hymonoptora spp.)

Hairs(Cdcetulusむiton)

Haris and bonos (R()dentia spp.)

Hairs and bonos (Cricotulus triton)

Hairs(Rodontia spp.)．

insocts(11ymonoptora spp,and Lepidoptora spp.)

Hairs(Ro《jentiaspp)

Hairs 8nd bonos (Rodontia spl).)．

insect(Colooptora spp.)

Ha;rs and bonos (Cficatulusびｔｏｎ)

Hairs and bonos (R(〉dontiaspp.)

Hairs(Rodentia spp.)

Haris(Rodenta spp,)，insoct(Hymenoptera spp.)

11airsand bonos (Rodontia s阿).)

Earthworms and Badher hairs

Hairs and bonos (Rodontia spp.),haro bonos

Hairs and bonos (Rodontja spp,)

Hairs and bonos (Rodentia spp.)

Hairs and bonos (Rodontja spp.)

日airsand bonos (Ro《jontjaspp.)

Snako

lnsoct(11ymon〈》ptoraspp.)

Shop hairs and bonos

Snako scalos

Snako(Flapho caﾊﾞnata)scalos

Snako scalos，frog bonos，
ins｡｡t(Colo･ ),loavos
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continuod l
一
MtZhoujida ＷｕｗｏｉＣｏｕｎｔｙ

Ｍｅ１６ｓｍａｌｏｓ

Can7s l叩us

Canis l叩us

Canis l卯us

Mustela sゐffica

1997.1.22.

1997.1.22.

1997.1.23.

1997.3､20.

1997.3.22.

Baihuazhai Forostry Contro. Luji3ng County

　　　　　　μ£/sl∂なs必/ﾝ必∂　　　　　1997.3.4.

　　　　　　μびぷf∂ゐ1ぷ必,以7∂　　　　　1997.3.4.

　　　　　　P疏)nailunls llanlalensis　1991.3.4.

　　　　　　Must(ゐｓぶ,ica　　　　1997.3.5.

Mt Dashan Forostfy Contro. Quanjiao County
Melos m�os

Ｍｏｌｏｓ ｍｏｌｏｓ

Molos melos

1997.9.20.

1997.9.20.

1997.9.20.

Mgzsszjlssprocysa/1yss 1997.9.21.

Luowa.Shiji.Quanjiao County

　　　　　　　Afustelas応詞ca

　　　　　　　Mustola sゐ;,ica

　　　　　　　Must61a sゐi,ica

　　　　　　　Mustola sゐirica

　　　　　　　Must61a sa)㎡ca

　　　　　　　Must61a sゐ1ﾊﾞca

　　　　　　　Mustel∂sゐ㎡ca

　　　　　　　Mustela sゐ屏ca

　　　　　　　Mustela sゐ1ﾊﾞca

　　　　　　　Mustola sゐ1,1ca

　　　　　　　Mustela s恚肩ca

　　　　　　　Mustela s4)肩ca

　　　　　　　Mustola sゐ㎡ca

　　　　　　　Mustela sゐlrica

　　　　　　　Mustela sゐ肩ca

　　　　　　　Mustela sゐ�ca

　　　　　　　Mustala s11)&ica

　　　　　　　Mustela sぶfica

　　　　　　　μ1ﾉstolasゐみica

　　　　　　　Mustola s恚屏ca

　　　　　　　Mustela sib㎡ca

　　　　　　　Must｡lasゐ�ca

　　　　　　　Must61a slbifica

　　　　　　　Musteね･sゐ屏ca

　　　　　　　Mustola sゐffica

　　　　　　　Mustela sibMca

　　　　　　　Vive汀fcu!a拓ぶca

　　　　　　　Viv6r7icUlainぶca

1997.9.22.

1997.9.22.

1997.9.22.

1997.9.22.

1997.9.22.

1997.9.22.

1997.9.22.

1997.9.22.

1997.9.22.

1997.9.22.

1997.9.22.

1997.9.22.

1997.9.22.

1997.9.24.

1997.9.24.

1997.9.25.

1997.9.25.

1997.9.25.

1997.9.25.

1997.9.25.

1997.9.25.

1997.9.25.

1997.9.25.

1997.9.25.

1997.9.25.

1997.9.26.

1997.9.22.

1997.9.22

Plant roots and stoms

Gooso foathor and wobfoot

Gooso foathor and wobfoot

Haro hairs and bonos

Hairs(Rodontia spl))

Ｈ alrS

Hairs

and bonos (Ｒａｔｔｕｓｎ伍(jus)

and bonos (Rodontia spp､)

Hairs and bonos (Rodontia spp,)

Frog bonos

Borry

Borry

Borry

CrabjnsoGts(Colooptora 6pp.),frogbonos

Mouso tooth and hairs

lnsocts(Colo(》ptora spp.)

lnsects(Orthoptora spp.)

Mouso hairs and bonos

Hairs and bonos (Rattus�V;vontor)

Hairs and bonos (ApoMomus a£r∂面ｓ)

日airs and bones (AJ)oMomus∂g∂面s)

Mouso hairsjnsect w;ngs

Hairs and molar(AJ)oldomus agr∂ﾊﾞus)

lnsocts(Orthol)tora spp.)

lnsocts(Orthoptora spp.),mouso hairs

Hairs and bonos (Ｇ雨ot1面s t,iton)

日airs and bonos (AJ)olJomu5∂gr∂㎡Js)

Hairs and bonos (4)屈か/7･,ﾉＳａ変ｒａｎｕｓ)

lnsocts(Colooptora spp,)

Hairs and bonos (ApoM∂mus agr4�us)

Hairs 8nd tooth (Apく)1(16mus∂graritjs)

lnsocts(Blattodoa spp｡DiptorHpp.)

日airs(Rattus f7avjpoctus)

日airs(ApoMamus∂gr∂4us)

Hairs(尺ａＵｕｓ�Ｖ;ｖｅｎｔｏｒ)

Hairs(Rattus f7avjpoctus)

lnsocts

Ｈａｉｒｓａｎｄｂｏｎｏｓ(Rattus�v;vontor)

Hairs and tooth(Rattus n&&ontor)

Mouso bonos， insocts

Mouso haifs．

insoct foot and wings (Orthoptera spp.)

lnsoct foot and wings (Diptora spl).)

（continuodn）
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contjnuodU
一
MtHuangpu Ｎａｔｕｒｏ Ｒｏｓｏｒｖｏ， Ｃｈｕｚｈｏｕ Ｃｉ･ty

Fe14 b∂ngal∂nsis

Folisbeng∂lensis

F∂陥b∂ngal∂nsis

Mustela sゐ屏ca

Mustola sゐ河ca

Mustola s沁屏ca

Mustola s応屏ca

Mustela sゐ㎡ca

Muste!a s応屏ca

Mustela sa);rica

MUstela slblﾊﾟca

Mustela sa)Mca

Mustela s,bMca

MUstela sib�ca

Mustola s泌屏ca

Mustela s応㎡ca

Mustola s泌肩c∂

Mustola s泌屏ca

Mustola s泌屑ca

Mustela sゐ肩ca

Mustela s泌屏ca

Mustolad);rica

Mustala sゐ屏ca

Mustela sa)㎡ca

Mustola sibfrica

Mustela slb屏ca

Mustola s応屏ca

Mustela sゐliica

Mustela sゐ詞ca

Mustola sゐ㎡ca

Mustela slbfrica

Mustola sib屏ca

Mustela sゐirica

Mustela sゐ㎡ca

Mustela sibiﾊﾞca

MUstela sゐ肩ca

Mustola slbaica

Must61a sゐ肩ca

Mustel∂sゐ屏ca

Mustela sゐliica

Mustela s応屑ca

Mustela slb屏ca

Mustola s沁㎡ca

V?v∂r7ic�ainぶca

19!

19!

19!

19!

19!

19!

19!

19!

19!

19!

191

19!

19!

191

19!

19!

19!

19!

19!

19!

19!

19!

19!

19!

191

19!

19!

19!

19!

19!

19!

191

暗

19!

19!

暗

19!

19!

191

19!

暗

191

19!

19!

Nyctoreutos procyonoi(lesl 9!

97.!

97.!

97.!

97.!

97.!

97.!

97.!

97.!

97.!

97.!

97.!

97.!

97.!

97.!

97.!

97.!

97.!

97.!

97.!

97.!

97.!

97.

97.

97.

97.

97.

97.

97.

97.

97.

97.

97.

97.

97.

97.

97.

97.

97.

97.

97.

97.

97.

97.

97.

97.

９

９

，

９

９

９

，

９

，

９

，

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

１･

１

１

28

25

24

21

21

21

22

23

24

24

25

25

25

25
２

，

２

，

２

２

２

２

２

0

.

0

.

10.

10
.

10
.

10
.

10
.

10.

10.

10

.

10
.

10
.

10
.

10
.

10
.

10
.

10
.

10
.

10

.

10
.

10，

10

.

10
.

５

５

５

5

6

6

6

11.

14.

14.

14.

14.

14.

14.

14.

14.

14.

14.

16.

18.

28.

29.

29.

29.

29.

30.

30.

30，

30，

29.

.30.

Aicfssgjfsjμsy凹al函s 1997.10.30.
Mdssljfsjpgaysaais 1997.10.30.

｀y∂f7Q/c/∂s 1997､10.30、

－

lnsocts，mouso hairs

Hairs(Rattus n;v?vontor)

Mous6 hairs

lnsects(Orthoptera spp.)

Hairsand bonos

Hairsand bonos (4)ol(j∂mus∂graﾊﾟｕｓ)

lnsocts(Orthoptora spp.Dipteraspp.)

lnsocts(Colooptora spp.),spidors

lnseGts(Dipteraspp｡Hymonoptora spp.)

Wasps

Wasps，oggs

Adultand larva(Colooptera spp.)
Mouse hairsand bonos

Wasps，mouse hairs

Mouso hairsand bonos

Mouse hairsand bonos

Mouso hairs8nd bonos
Wasps

Mouse hairsand bones

Mouso hairs
Mouse hairsand bonos

Hairsand bonos(4)ol(lemus aFaﾊﾞus)
lnsocts(Coloopteraspp,)，mousehairs

Mouse hairs

Mouso hairsand bones

Wasps，mouso hairsand bones

lnsocts

Snako

Mouse hairs

Snako

Mouse hairsand bones

Contipodo，mouso hairsjnsocts
Mouso hairsand bonos

lnsocts
Snako scalos

Hairsand bonos (Rattus niv;vonter)

Hairsand bonos (Rattus f7avjpactus)

Crab，snako，mousohairs

Hairsand bones (AJ)oldemusagraﾊﾟus)

lnsects(Orthoptera spp.),contipede

Hairsand bonos (Cﾊﾞcentulustﾊﾞton)

Hairs(Rattus niviv∂nt6「｣

Mouse hairsand teoUI

Snako scalos，insects.frogbones
Bo�os(Chinoso hawthom，Wld porimmon)。

　insocts
lnsocts,borrios

lnsocts(Orthoptora spp.),bo�os
lnsects(Orthoptera spp.),bo�8s

2)lnterview

　　　The status of wolf were interviewed from 130 forest workers, hunters or farmers at 16 areas in

Anhui(lable 3).At fiveof 16 areas wolf sti1目nhabits,At eight of those area，wolf disaPPeared before

1980's,or does not inhabit. 偽?olfnumber at almost habitatsis vcry little･
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Table 3. 1nformations of wolf status from fofest worl(ers,famlers and hunters at sixteen counties or city

　　　　　inAnhui. :location,interviewer,number of interviewers and infomlation are presented.

Location

Mt.Huangpu Resorvo.

Chuzhou City

Luowa,Shiji.

Chu2hou City

Huanglishu，MLDashan forostly centr｛

Ouarljao County

Mt､Baiyun、Mt Day;n forestry centre.

Fengyang County

Mt.Zhoqjiada forestfy ccntro.

Wuy♂eiCounty

Baehuazhai forestry contro

Lqjiang Gounty

Cangshan，Mt.Taihu forestry contro

Hanshan County

Mt.Daqian forestry contro

Feixi City

lnterviewers

10 forest workors

15 farmers

2 farmers

3 forestry v♂Qlkcrs

5 farmers

12 foreshvorkers

　and formers，otc

6 forestworkers

10 farmers

２

foresh9orkors

4 farmers

4 forost vsx)lkcrs

5 forest workers

2 farmers

　　　lnformation

Ono piglotwas caught by a wりlfin

his home yard in Jan. 18.1997,said

farmer Wang. 0no lamb was caught

by a wolf w41iloho was tonding his

sheep on a hillsidoin Jan. 24，1997.

Said farmer Li.

　4pups wero found on a hillsidoin

Jun.11.1997.0no pup was

c8ptured on a hillsidoin tho Spiing

4 pups wero tound wt1110pastunng

cattles of a hillsidoon tho ond of

Apr、1994; ono lamb was capturcd

by a wolf wllilopasturing sheep on

a hillsidoin Sep. 10.1997、

　Uoforo tho eight･es,thero wero

wQlves.0no dead wx)lfand ono wQlf

skoloton woro picked up in

1991.But now, thoro aro no wolvos.

Une p11rOlwas capturc【】DywQli ln

Aug.1996.｀Rvo gooso ya3ro

captured by a wolfin Jun0. 1996.

Two piles of wolf feces woro

collected inJan. 22.1997 and Mar.

4.1997.Farmor Wang captured a

brood of pups every year b4foro

1994,34 pups had been captured

　Uoforo tho eightios thｅｒｅＷＯｆｏ

many wolvos. 0no wolf was killod in

the Spring of 1991. But now, thore

was nowolf to bo seen.

　lheres･re many wりtvos and wild

pigs befofo sovontios.After stono

pits were establishod in 1980, wQlf

disappeared.

　Uetoreeight･es，therowire

wotves，Butveyy few.Now,no wolf

could bo seon.
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continued

Mt.Jiangjun forostfy centro.

Shiqiao,Luan City

xiaojianchang forestry contre

Shuchan County

Mt.Dalong forostry contro.

Anqing City

Liangting.

Susong County

xuqiao.

Taihu County

Mt.Jirljiaforestry contro

Dongzhi County

Lingnan forestry centro.

xiuning County

Yi County

Qimen C《)unty

She County

8 farmers

2 forest workers

4 forest workors

3 forest v♂()rkcrs

6 farmers

3 farmers

4 forest workors

2 forest workors

2 hunters

6 forostworkers
10 farmers

Bofore eighties thoro wero wolv･s.

ln sixties ono child was killedby

wQIE But now,theroisnoyぬlf.Wild

pigs increaso.

No wolf,There aro jackal and wild

pig,but beiy fow｡

　lhere are wQlves butlew. lwo

times of wQlf cry were heard in the

ovening of Oct. 20，1997.0no calf

was killedby wolf near the centre

in June， 1997｡

　1hero aro wolves buUowJn tho

Spring of l 995, farmer xu capturcd

3 pups. lnthe Sp面g on997，

farmer He captured 2 pups, one

was bought by us｡

There are wolves. Farmor Chen

captured 5 pups｡

Thoro wore wりlvos in seventios

but now disappeared｡

No wolf. There are jackal, cloud

leopard and many munUaes and

一ld pigs｡

　lheroaro tew wolves on low

mountains,but on high mountains

thoro are jackals and cloud loopard，

no wolf.

3)Capture wolves and search for wolf dens

　　　WOlf caPturing efforlswere (onducted with 2Moot traPs at fivelo(ationin Mt. HuangPu.The

efforts were condu(te(Hor 3 months･ bul we could not c仰ture any wolves. Wolf dens used before

several years were foun(1，buohe dens used for Periods of thisresear(h couldn't be scarche(Hor.

4)The data in the history of Anhui

　　　　A. The annals of Yingzhou Prefecture in 1520 (now including following counties: Buozhou, Taihe，

Yingshang, Huoqiu･ F11y･lng etc.)｢ecorded tiger (Panther‘ltiμis),wolf,river deer (HydioPoles illennis)，

deer(Ccruus niPPon),fox(vulPes U�Pes)etC.

　　　　The annals of counties : Fuyang， Yingshang， Buozhou clc. in 1875 rccorded fox，hare(Le凹s

ＪＦ'ぷs).badger(Md6川c/t･s),etc. Tiger, deer,,,･olf,elc.wcre sold as food before 1660. After】724パhey

disaPeared.

　　　　The annals of counties : Suzhou, Si.etc.in1565rc(orded river deer. deer,hare,wolfjox,ctc.The

(ounties above are lo(atcd in the norlh of Huai RivcGmostoftheman?Plain.Nowtherearenodistribulionof

tiger,river deeらdecrバlnd wolf etc.
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　　　B.Theannalsoffollowingcounties:IJian,Shou,Quanjiao,Chuzhou and Luzhou【nowinc】uding

Hefei,Lujiang, Wuwei, Chaohu)rccorded leoPard, riverdeer;deer,muntjac(Ｍ田雨acus teaヽesi,Mmlti,lcus

c函l巾ons),wolf,fox and badgcr etc.The counties above jre located in lhe hillyland belween Chanjijng

River and Huai River. Now there no leoPard (P,7｡1/,frり,討晶s)，deer,mun励c etc.，butthere are still

distributionof riverdeer, wolfjox and badger etc｡

　　　C.The annals of Huoshan County from 1875 to 1908 recorded tiger,deer,monkey etc.Bccause of

culting treesand oPening uP wastclalld to build uP farlnhndμhey disaPPearcd graduaHy. Wolfand fox

aPPeared油e｢1874.ThefarmerHuoshanCollntyisbGUe(Hn the norlh sl叩of Mt. Dabie, now induding

foHowingcountiesasJinzhei，Huoshan,Yuxietc.Nowtherearewolvesinlowmountainsbutnowolfin

highoncs｡

　　　D.The annals ofAnquing Prefcdure (now including following (ounties as Zongyang, Tongchang，

Huainin1;, W･mgjiang, Qianshn, Susong･ Taihu ctc･)from l662 to 1722 recorded that there were tiger，

leoPardμlhole(C阻)11萌涵哨),deer,lmlntjac.river dcer, monk(yChinese dlligatoretc.,butnowo)f｡

　　　From 1875to1908,the annjs of nihu County rccorded tiger,leoPard,dcer,river deeりｎｕｌ辱lc，

musk dcer (Moschus mosdliμn6)，fox,wolfetc.The alヽnalsofQianshanCountyrecordedtiger.leoP4rd，

dhole,wolf,｢iverdeel;badgerelc.Thecountiesabovearealong the soulh of Changjian River and locatcd in

the sotlthof MI. Dabie.Nowthereare noliger,deer,monkey Chinese al】igalorelc.,but the olhe【sslill

havetheirdistribution.

　　　　E. From 1523 to 1565, the annals of Chizhou Prcfecture (nowindudinがk)nglil恥Qingyang, Shilai，

Songzhi and Quichi etc･)rccordcd lhat there were ti6er,leoPard,dholc,dcer,munりac,river deer, fox，

monkey etc･,but no wolf.

　　　　From 1875 to 1908パhe annals of Shitai Counly recorded that therclveredcer, river deerﾊﾞigcr，

leoPard, dhole･ fox and nlonkey, but no wolf.

　　　　Thccountiesabove,alongthenorthofChang向n River･ are located in the north of southem Anhui

mountain area. Nowthereis notigcr,buohe olher animals stillhave their distribution. ln low mountains，

there is w�f.

　　　　F. From 1488 to 1505, the annals of Huizhou Prefecture(now induding fonowing counlies as Jixi，

she, xiuning･ Qimen, ｀n)recordcd that there were tiger,bear(St々,1,7rdcl引屁･t･1,u11,s),leoPard,dhole,decr，

munりac, monkey fox etc･,but no wolf.

　　　　From 1875 to 1908, the animals recorded in the annals of (ounties as She, Yi,Qimen were the same

as lhat of Huizhou, no wolf.

　　　　The counties above are locatcd in the south of Southem Anhui mounlain area, belong tothe xinan

River valley. Now there stillhave other animals but no tiger.ln low nlountains there is wolf bul no wolf

in high mountains.

　　　　G.From 1523 to 1565， the annals of Ningguo Prele(lure(now including following (ounties as

Nin耶uo, xuanchang, Jingde, Jing, Nanling, TaiPing etc.)recordedthat there wereanimals such as tiger，

beaらdcer,riverdeer.munりac,(lhole,fox,monkey etc.,butnowolf.

　　　　From 1875 to 1908, the animals recorded in the annjs of counties as Jing, xuancheng,Nanling，

were the same as that of Ningguo Prefecture.

　　　　The counties above are loぐatedintheeastofSoulhemAnhuinlountainar(ヽa,belongtotheChangjian
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Rivervalley･Nowtherearenotigerand bear, the tiger dis司IPeared in lhe 1950s and bear dis即Pedrcd in

lhe 1970s. There are stillother ･lnimals. 0riginallyいhere was no wolf, but now in low mountains lhere is

the distribution of wolf.

5)The data of furpurchasin9

　　　111e data of wolf skins ･lnd fox skins Pllrchasing in lhe centr゛゛ofanimalProducts could be coHe(led at

three ciliesinduding some (ounlics in the norlh areJ of Chang Jian Rivcr, and six counties in the south

are･l of the River (･lble 4).ΛHhe north are,! of Chang Jian River, the numberofwo】f skins trddcd in

1970's is more than the north ,uea.

Table 4. Number of wolf, fox and dhole fur purchased from 1 974 to 1 981 in Anhui, based on centre

　　　　　　ofthe data of the animal products in each county or city･

1974 1975　　1976　　1977　　1978　　1979　　1980　　1981

Chuzhou City(including some countjes)

wolf skjn(sheat)

fox skjn (sheet)

Anqing City(includ;ng some counti，s)

wolfsin(sheet)

fox skjn (sheet)

WehuiCity(including 18 counti，s)

wolf skin(sheet)

fox skin (sheet)

Ouichi County

w�skjn（sheet）

fox skin（sheet）

ShitaiCounty（no wglf skjn）

fox skin （sheat）

dhole sldn（sheet）

Dongzhi County

wolf skjn（sheat）

fox skin（sheet）　　　2.

Qimen County

wglfskin（sheat）

fox skin（sheet）

dholo skin（sheat）　　　！

Talping Ceunty

wolf skjn（sheat）　　　・
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6)The data of questionnaire

　　　Two hundl゛d queslionnaircs h･ld been sent to forestrybur゛｀ausofv･1｢ious(ounliesjhen sevcnty･fivc

queslionnaires h･lve bct?n Rxcived. Λmongthem｡23 said thjt wolf hjs disaPearでd,35sdidthaohenumberof

wolves decreascd･ but stillcould be seen･ 17 said that they didn't know. lt is bc】ievc(Hhat incrcascd

human activities･cuUing trees･ building roads etc･,which deslroycd the wolrs h,lbjt,Us,capturing ･lnd

killing wolf by hum･ln･ thcse lcad to lhe decrease of wolf POPtllalion. 70 s‘!idthe re･lson of killing wo】f

was lht wolf cat domestic fowls and animals. 5 said that killing wolf wあin ordcr to get wolf meahlnd

skin.

4.Discussion

　　　l)Λ((ord㈲;to the historical dala 400 years ago, wolves distributed mainly on thc north of Huai

Rivcr(low karst hO ,lnd 陶nghuaiknoP(Figure l)ごnlercareonlydholcsillsteadofwolvesinMt.I)abie

･1re･1･111(llllotlllt,lill,lr1ヽ,1()fsotltll･/X1111tli.jxt that lllolllellt.tllere ,1｢c til;ers,(leer alhttp://www.(leer ill tlle same

h涵itats with wolvesjigcrs as(omPditors･deerandriverde(?rasfoods.Withtheadv･mccmentofhi5torythe

POPul･ltion is in(｢c･lsing(in 1578 1he POPulation of Anhui is 4,150,000; in 1852 Λ.I).uP to 37,650,000

which was g timcs oHhose in 1578)and the economic adivities arc cllhancilり;.Bccause of the hi1;h

cconomic value o自il;chmd dccr･ thcse animals were hunted ill hlrgc alnount and steP by steP oul of

cxistcn(e on Htlilillci Plain. Wolf
‘lnd
river deer Prolonged to 1950's to be exlinct on lhe P】ain. Beil場

lorce of Pressure of m･mkind･ wolvcs transferred little by little to mounいilいrea whertヽthe POPul測ion

dcns叫'waslow(函いｏ口958 showcd: the POPulation density on Hu,liBei Phin was 537 Persons(Per

kilol"etersquaic),ji,lnghuaiklヽ叩374 Persons, area along the Changjiang river43S Pcrsons, mounl･lin

arca in wcst°Λnh"i192 Persons and 157 Persons in south'Anhui).But in moul仙ilhw,uhere arc strong

comPctitors･lsdholesandleoP･1rds･cnvironmentdiversityofh油it刮s is high with ber()re,thatis why

wolves only have beelUound in low hillarea on the cdge of Mt. DM)ic and south゛Λnhuimountain ･lrea，

there jre no w(ヽlvcsin huge moul白in area.Tlleannals of Houshan county from 1875 to 1908 and 19701s

hlr Pur(hasillg dat･lsof Qimcn and Shitaicounties ,1rccases in Point.

　　　2)According lo lhe rcse･1rch on lhe habilals oh,･oh･es in Anhui pro,･ince,lhe lyPic,11habitat of

wllh･ei is low hills�karsh,･ith lireweed shnlbs and bare rocks， where foods of wolves such as deer，

rivcrdeerand h,lle live and lhere arebarfoヽ,･s for resl and ferlilily The choParr,|l is not good habilal for

wolves. Fore｀.lmPI゛j MI. Zhouji.ld.･ in W｀lwei counly was a bale hill belore1958,1ht｀｢elxlere nowonds

blll weeds and shlllbs, and therewerc a lot of bare rocks and barrows.AHhaHilllc lherc were many

wolvcs and foxes･cvcry yeJrfarmers could find PuPs･ Λ11othere｀amPle･ such PI･lces･｀sMt. Dalolり;of

Anqin応1.ianぶin of Susong, xuqiaoof・ヽihu.Mt.Huanitpu ofChuzhothmd l.iuiicof（;uichiare low hillAnqin応1.ianがin of Susong, xuqiao oド｢1lihu.Mt.HuangPu ofChu7hou ･md l.iujic

of karst with wccds ,md shrubsjhere stillare wolvcs and can c即1urc PuPs

　　　3)【t is a feJsible way to cjPture puPsjeed until growi叩uP and Put back to n,lturc,then sludy

wolf ccology while it is difficuloo caPt｀1｢cad｀Iltones･ We ha｀'cbo叫;ht l PuP Jld l‘ldult wolf･ kePt at

Mt.Hu,mgPu･Λfter PuP died for illness we lransPorted adult wolf b･lck to zoo･ but ihlso died a week

latcr.Λt the same timc, thrce cloud lcoPard fed in thesanlehousewith wolves dicd for illness too. The

’
ａ
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vclcrinarian diagnosed th,llthey,llldicd for dog's seasonal febrHc diseases. We Plan to gct PuPs next

sPring and conlinue lhisrese･!rcl
１

　　　4)Thercasons for wolf decrc･lsilり;inΛnhui ･1rc as followilり;:l;irst,thec(onomic adivilies such ds

qu･1rrying and (utting trees, elc. destroyed the h油ilats of wolf. so wolf has no Places to hide ilself.Λt

s･1lnetimethehabitatsofriverdecr･lndharewerealsodestroycdwhi(h lead to the de(rease of foodsfor

wolf.Se(ond, m･mkind comPctc with wolf for f()od･Munりacs, river deer jnd hare are the mailUoods of

wolvcs and also delicacies lhahnen f･wor. Hunting for those･mim･1ls (onduces lhe decrease of foods of

wolvcsパhus wolves dre becomilり;ｍ油ultrilion･ lhe fcrtilityratc‘md survival r･lte･1re bolh dccrcおcd｡

l;injly･ the quantities of wolvcs dccreased. Third， mankind from childrcn have tlccn cducated lhaい,･olf

is h･1｢mful anilllj･ so they hMcd wolf. Famlcrs kilIPuPs when they scc them. For examPle, Mrmer W･mg

in Zhoujiada of Wuwci had c･IPlurcd PuP5 every sPring beforc lりり4･M PuPs had bccn caPlurcd illlotal

･lnd jl bcen killcd･ Fourlh･ wolvcs h･ul to caPturc domestic fowls ,md animals bccause lhey can゛tgct

cnough foods in field, so the connict belween mankind wolf is incrcasing. Wolf has the habit to slore ils

remai�ngfood,whenfarmerμind the remaining foodsjhey sPrinkle poisons on ioo kill wolves. lnthe

winlerof 1991jhe farmer in Zho"ji‘lda Pickcd uP 5 wolves killcd with Poison near the Pond.

　　　5)The measures of wolf conservalion : First,convcrt thc old con(ePl of afforestation －trans6rmilり;

origillal forcsoo man made forcst，which not only creates soil crosion but jso destroys biodiveisily

l)csPite the incrcase of the Perccnt‘り;eof forcst covcr in Anhuijhc quantities of sPecies arc dccrcasilり;･

So the work of transrorming origin,ll forest to man made forest lmlst stoP. Second.strengthen educ,ltion

ilnd ProPagation to converHhe(onccPtlhatwolfisharmfulanim･11･Protc(t wolf as stale grade Prolc(tcd

‘lnimal. Third･ slrengthen the m,m,lgement of wildlife Protection. StoPthec叩turing and hunling in

disorder･ give anim‘lls a tinle to rc(uPcrate and lmllliPly･
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第７期プｕ・ナト･ｐ一り・フｙンド励成成果tU;1?;'i()99S)

　　中国安徽省における森林オオカミ保護のための

i－ムレンジ、パックサイズ、及びニッチエに関する研究

Ｊ‥
Ｊ
‥
Ⅳ

　安徽省におけるオオカミの生息状況を明らかに

し、その保護のための科学的手法を確立すること

を目的として、円IO NATURΛファンドによる研

究助成の下、本研究を実施した。調査朗間は１年

(1996年12月から1997年12月まで)で、この期

間、19の郡、22個所の休業局が管轄する地域で調

売し、林業局暁ｎ、農民、以師を含めた122人を

対象に間き込み調査を行った。オオカミの痕跡調

査、糞の採集、捕獲作業などの野外での作業日数

は135[jである。また、過去の毛皮取引きに関す

ａａ
Ｈ
　
Ｚ
Ｉ
刈
。
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る記録についても調べた。現在、安徽省における

オオカミの個体数は非常に少なく､江准丘陵地域、

安徽省南部の大別山、及び山陪地域の数辿域での

みその生息が確認される｡オオカミ祖滅の原囚は、

第一にオオカミ生息地の破壊と餌動物の減少、第

二に仙殺によるものと考えられる。オオカミは有

;l;獣であるという考え方を転喚させるために、教

育、浮及を強化すること、また、オオカミを保護

動物として指定することを提ａする。

　　　　　　　　　　　　(推薦者:丸山直枡　訳)



第？期ブロ・ナ｝･･ッーラ・ファンド助成成果報告害（l詞8）

Present Statusof Blakiston'sFish Owl(瓦出郷出肩勁雨Seebohm)in

ussurnand and Some Reconunendations forProtedion of The SPedes

S.G.SURMACH

Summary

　　　Current status and distribution of the BlakistonS Rsh Owl were revjsioned in lman River Basin (mode1

territory)and nrstly estimated for the whole ussuriland by questionnaire work. Contrary to Previous fears

the sPecies has not ceased to breed in lman and some other redaimed rivers･ but showed a steeP decslseirl

P叩ulatiorいt least 4 times for the last 50 years･ As breeder Fish Owl wおfirstly discovered at coastal rivers of

Sea of JaPan basin where itsPOPulation consist of at least 50″70 breeding Pairs and also in some Previously

unknown Placesat the westemsloPes of Sikhote-AnnMountains，Thewhole POPulation estimated in

ussutiland is 100“130 breeding Pairs･ The method of workjimiting fadors and outlook in sPedes

conslrvation are面;cussed.

lntroduction

　　　Blakiston's Fish Owl (沿畑阿励治f凹ySeebohmJ895)isoneof the rarest and most unstudied birds

of Russian avifauna. lts both subsPedes, Presently nve in the Russian Far East: jぐ.むj心胎政面Seebohm

inhabits South Kurile lslands and， aPParently SakhaHn lsland，while K. わ.面印両sﾊﾞSeebohm is found on

the mainland Part of the Far East (StePanyan， 1990)．

　　　Unlike the island subsPecies that has been fully and thoroughly studied by JaPan5e o面thologists，

the mainland one has stm remained rather un5tudied. An Published information conceming its distribution

in the Russian Far East bo函down to the fdowing. ln the Russjan Far East the sPedes was found 硲rthefirst

timeintheextlx2meSouthofusuri2gionintheend ofthel涙ce咄男てnlczanowskU891)where必erwa池;(after

1910)its registraUon there laPsed (Nazarenkoj971; Panoy 1973),ln the 1930s Blakiston's Rsh Owl (further

RshOwl)was found bmedi弓onthe right-side Part of the ussuri Rjver (han and Bikin river b8ijns)where

by that time it had not been an uncommon sPedes (SPangenbergj940ﾊﾟL965;Shibn昨1％3),but by the 19705

it5 POPulaUon showed an abruPt decrease (atleast 4 Umes)(Pukhlskい981 and others).As a Possibly b2edjng

sPedes Rsh OwHs rePorted at the northem coast of the Sea of Okhotsk (Vaskovskiiμ956;Tarkhov and

PotaPov, 1986)油utther祠ts status has not yet been identified exadly･ The situation at the other Part of the

Russian Far East southward 伝)m Magadan(about 1500 km latitude-wise and about 1000 km longitude-wise)

has not yet been darified at an. Nobody has ever conducted sPedaHnv邸tiPtions as yet within the mentioned

te�tory but a few seParate and occasional reがstrations of the sPecies (not exceeding 10records throughout

the whole Period of study of the n2gion)in different Parts of the above mentioned reSion (vorobiyoy 1954;

Kannichenkoμ％1;SmoPrzhevs這ﾊﾞL％6; Kazarinoy 1969; yakhontoy 1986; Roslyakov; 1989; Smirenski and

Smirenskayaj.980; Vorohov and Pronkevkh, 1991汐oyarkov and Budris, 1991)have lead to an assumPtion
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of the existence of a unified breeding range in the Russian mainland stretching from the very south of the

Southem Primorski Region uP to Magadanand westward to the Selemzha River and toan estimationof

the Russja'bound POPulation of the Fish Owl (together with its island subsPedes)as 300-400 breeding

Pairs(Galushin,1983j Pererva. 1984; StePanyanﾊﾞL990).Due to the lack of other estimat嗚the mentioned

number was being rePeated in different sources of information uP to now (Conard�い994 and ot励r昨

but the river basin of Bikin and lman has stmbeen re9rded as the most imPortant stronghold of Rsh Ow1

evenin sPite of the current dwindling trend in the existence of the sPedes (Pukinskい993)｡

　　　　Since 1993 the Rsh Owl has been an object of our sPedal research works in the lman River basin.

and staTting from the fan oH996 due to the financjal suPport by PRO NATURA FUND theran肪of oulr

research was exPanded to engulf the whole ussu�and though, as concems sending questionnaires･ we

are ading allover the Far East of Russia. A Part of,data received within the framework of the given P剛ect

i8 Published (Surmachjn Printβurmach and Avdeyukjn Pri欧Surmach and valchukjn Print).ln the

Present work we wiH tackle issues stated in the headnne of the artide only thaUs the Present 5tatus of Fish

Owl in the whole ussurhlldjillliting fadors and our visiorl of measlres on its Preservation･

Study areas and methods

　　　The very notion of "Ussutiland'l or "Ussuri region¨doesn't accord with the modem administrative

territory division of the Russian Far Ea鴎but this non'offidal geoyaPhical term is often used (notalways

in its ProPer meaning)in scientifiらma吊ly forei8111itelratlJre･The most common lllist2lkeis to ass1Jme that

ussurnand incorPorates the Present territory of Primorski Region and hes within its borders, thoughin

reality ussuriland braces twice as big a Part oHand bounded in the west by the Russian^Chinese State

Botder and the Amur valley and sPreadin8 east to the Sea of JaPan (Rgﾊﾞり。

　　　The main Part of the がven region is occuPied by the wooded mountainous area of Sikhote‘Alin with

a thick river network (Rg.6).lts eastem grand sloPeμhat faces the sea of JaPa馬is mainly featured by not

very large rivers that do not freeze over comPletely in winter due to thl relatively mild dmate. Thewestem

grandsloPeofStkhote-AhnmolmtainousrangejsどhaJacteli2゛d by (x)nt恒entaldjmateandh部゜therv�uminous

(mole than 300 km k)賜)waterfk)wssucha引marμ3ikin, Khor etc.with Prominent vaUey forestsof Manchurian

tyPe ideal for breeding of Fish Ow1. The totaHength of the region along the 屈hdinalhesisabout1500km，

0nly its southern and.westem Parts have been redaimed considerably though the centeらnorth and

north-east a鴎forh3mostPa鵬ｕ叩oPulated･ hardly accessible and therefo犯PracticaUy unstudied lands｡

　　　Hunting is a wel1-develoPed activityin the region that is why almost the whole area is divided into

hunti賜lots regularly haunted by hunters h! sPed゛1lsasons. Thesedrcumstances underlie the basis of our

゛olk･ becallse we h゛e sPre3d (摂estk)mlli゛s(total amount o昌500)among hunters and other dweUers of

the reがonwithaPu叩osetof吊d out Previously unknowyl breeding sitesof Rsh Owl･ W6 exduded from the

questionnaire investigation aU floodPhin rivers indudjng the middle and lower re3ches of the ussuri Rjver

ajld also the bas恒of the Bikin River as a relativelywd“shldiedloc譜io几Sim磁taneou51y with a Postal quesUonjng

we carried out detaUed researches in a model territory (lman basin)with aPPlication of a comPlex of

methods sllch as:Prdlllinary questi(爪垣gbym屈,di詑ctqueぬoningofhuntersattheirlots冲4)eated searches

of a11Parts of river and the majority of their tributariesthroughout allseasons oftheyear(Rg.2).Besides,we

conducted a one-time i四estiption of some coasta1 rivers (Fig. 1).lman occuPies an interim Phce between

no
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Fi9.1.Studied Region.

the largest rivers of ussu�andinterm of ecollo°i°hed°13tioらthaHs to say it Pertains to the rank of so

called semi'redaimed rivers. Presently only 治1ower Part (a 100 km ' cut stretching uPstream from the

estuary)and its largest tributary " Malinovka (location of human settlements around the river basin is

indicated on Fig. 2)are seriously redaimed. V11ststretches of land alongside the uPPer stream and mostly

along the middle str印m of lman River have been rePeatedly affected by industriaHemng as wen, but their

generaHook insPires quite good feelings and imPressions as concernsvaney forests imPortanHn the

existence of Fish Owl･ Such forests have retained their oriがnal aPPearance due to the existence of so caned

water'Preservation zone (5 km wide belt of forest along each bank of the river)in whjch commedalfeⅢ弓

was always Prohibited･ Until late the 1980s timber‘rafting had been Practiced widely on the ma㎞stream of

lman and itsbiggest branches which, ak)ngside with over 函hjJ尽had greatly reduced nsh POPulation in the

river basin. Asanaltemative to the timber'ramng comPletely forbidden in 1989 a road network had been

develoPed to fadlitate an access to Previously umPProachable locations･ Nonetheless, there remain seParate

Parts(some of them reachjng 100 k�slength)inacce一ble to overland means of transPort｡

　　　With allthe 油ove'saidinmindwe,thus･canaffordtoassumethatthelmanRivermayberePrded

as anideal model te�tory for research work｡

　　　Awarenessof the situation with Fish Owl in the 1930-40s(SPa弓enbergバ940,1％5)i,e･ Prior to the

commencement of intensjve redamation of the region in comParis(mwith its Present state enables us to
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　　　　　　　　　　　　　　　　/　－barderlile of the lelTilo17shJdjldby n●ldand questiGnlllireworks，

　　　　　　　　　　　　　　　　(Sllターslcliols oflhe Ba8is saalched repeatedly al alls個ascnlofyeaf.

Fig.2. Regjon of study within model territory (lman River basin)

estimate the scale of the real chan8es th3t took P13ce d゛ing that time･ Having co°P゛ed the Present

condition of the sPedes in relatively ゛‘wild"sedionsonhe basin with that of substantiaUy transformed

Parts of the river renders us caPable of making judgment of sjpi脱ance and degree of men“s innuence｡

　　　　Having a network of constaれt corresPondence with PeoPle cohborating with us since 1989 and

due to the fact th3t the re8ion is re1Mi゛ely a(cessible in 8eneral， we ca゛ condllct a sllmdently thorough

study that is unthinkable of along less redaimed rivers such as Bikin, Anyui etc･ with the same eμorts.

Results and discussions

l.Notes on method

　　　Foreseeing Possible skePtkism as concems 一iabmty of the information obtained from resPonses to

the sent questionnaires we would like to b雨ny st゛1teollr vision of the matter (we p゛e 3 detded account on

thatin our spedal work (Surmach and M11chuk, in Print)).lndeed the Postal questioning has a few hmitations

恒胎elf.asnke as any other method. As we have seenjt does not reveal the reanty of Rsh Owk occasion滋y

dying in traPs to say nothing the reaUty of them being intentionany kiUed by hunters･ The data concemi賜

面sisgreatlydiminjshed,becausethemaj�ty ofPeoPkquestk)nedale�uctant to submhuchMotmati(ちtheir

reticence being a result of fear to be Punished 柘rcausinghaImtosuchara犯sPedes of bird･ We succeeded in

Procur峨gthecorresPond蜃g information only via dired and amkable communication wjth traPPers and

hunte叫Provided that we have known each other fo“1 1ong period of time. The Ukelihood of mistake in

defining sPedes of birds described in resPonses to our questionnaires is by no means little，eitheちfoち

accordiilg to otlr data, morethan90％of the Population do not even have a slightest notion of Rsh Owl and
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most hunters confuse it with Eagle Owl or other large owls.

　　　An戸vay our strong belief is that Fish Owl isoneof a small number of sPecies of birds to which the

method of questionnaire is not only just quite aPPlkable･ but is the most effedive･ and in case of vast or

hardly accessible te汀itol゛iesμheonly Possible one for the time beirlg･ The credibility of answers to the

questionnaires can be esUmated･ Provided that the text of the questionnaires is drawn uP in a ProPer way

and it also dePends on the degree of comPlicatednessof the questions Posed.

　　　Thema蜃aim of the questioning is not to acqujre data on quantity of Rsh Owl･ but to find out new

inhabited areas, For the PurPose itis quite sumdent to find out if Rsh Owl stays Permanently on a certain

te�tory The quanUty estimation Presented below are but Preliminary though for the most Part the data are

based on our own searches (lman River basin)and on the resPonses to our questionnaires submitted (we

suPPose)toour strictestscrutiny as concems credibility that is to say that we adm紺ed only 35％ofPositive

answers as credible･ The most imPortant �te幽in estimating answets as c詑diblevvereeither results of our

own investigations to corroborate information about Poss仕)1enew breedin8 sitesof Rsh Owl hsted h written

answers to our questionnajr鴎or Proofs strx)ngenough to suPPort the words･ For instmce･ dudngtheP哨ect

we saw U samPles of st�fed sPecimens and skjns ofRsh O゛I °d 6 that of Eagle Owl. Predse des�Ptionof

nests of Fish Owl ot detailed observationsonbiology and behavior Peculiar only to Fish Owl are also

essential in stating credibmty of ansyvers,As a result of our check of�iabmty the data obね胎dbymeansof

questionnaires dほribution at the model te�torywecame to a condusion thaUt is more d迂fkult to estimate

negative information both from corresPondents or from our own observations.

　　　Through being of seeminがy PrQminent PercePtibility (big size and loud caU)Fish Owl may stay

unobserved due to severa1 reasons, even though itis sPedany searched for.AsanexarnPlez we sPent 2 to

15 days to nnd out if a Pair of Fish Owls was really Present at a ()orted breedi11S site･E゛en allexdlsively

ne聊tive questj6nnaire infomlation may not signify that the sPecies doesn't renably exist匝ａ印向㎞1o°Uo“.

2. Present dist油ution and POPulation of Fish Owl in the lman Rjv吋hshl

　　　According to SPange油e侶(19絢the breeding density of Rsh OwHn the lower stream of lman River

in 1938'39 was about 1･2‘1･5Pairs Per every 10 km along the main riverbed: heassulned that there existed

about 12,15 Pairs Per a 100 km section, Unfortunately the author had no data on the situation at the uPPer

halfoflmanand itslargest hjbutaries, whe降suPPosedly the breeding density of the sPedes was not less.

0ur estimation, based on modem knowledge of the ecology and biology of the given sPedes, and also oll

da悟obtained duri％the retrosPective inquiry among local PeoPkis that the lman POPulation of Rsh Owl at

that Period of time could amount to 60JO breeding Pairs (Surmachjn Print).UP to now welve been certain

only of 7 breeding sites where Rsh Owls bred aUeast once within the last two season5 (19％-1997),besideswe

have 10 to 15 1ots, which are very nkely to have been occuPied, but we cannot confirm that yet due to

jmumdency of h!vestig3tion the匹We think that the total number of breeding POPulation of Fish Ow1 ㎞the

】manRiverbasintodayis゛olessthn7″10ﾊﾞmd in most favorable years goes uP to 20 breed蜃gPairsJTlhus･

contrary to our Previous fears Fish Owl has not ceased to i油abit lman･ but showed a steeP decrease 泊

POPul泌on(aHeast 4 times for the last 50 yea㈱.Thatistos昨thechan肪s there had aPProximately the same

scale as the changes that took Place on the less 詑daimed Bikin(Pukinskt19ﾌ3･1993)｡

　　The distribution charader of confirmed breeding sitesis shown on Fig･ 3. Fish Owl doesn゛t breed any
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。｡.j＾seclions whefaﾖｐｓｉａｃ閥dibleabsent

Fi9.3.Distrjbution of Blakistonls Fish Owl in lman River Basin.

rnorearound the lower Part of lman RiveJIWeare sul9thilt it doesnlt exitin the basins of such bi8 tributaries

as Maryevka and Naumovka･ as well as at the very uPPer Parts oHman and its aU other branches. This

sPedes has not yet been foundaround the largest and most redaimed tributary of lman －Malinovka.

There areevidences that it stm inhabits only short section of the middle reaches of lmanand lower Part of

its tributary
'
Armu. lotal length of the territories estimated as reliably inhabited by Fish Owl does not

exceed10％of the total length of main streams of the basin｡

　　　　We may also Po吊t out 3 Places where the sPedes is likely to breed, but has not been found yet･ One of

them is situated around the middle stieam of Dalnyaya Rjve尽the other －at the k)wer reaches of KOlumbe River

whilethethirdoneoccuPiesa30kmsectionalongthemainstreamonmanjustabovethejunctionwithits

�butary －Kolumbe Rjver (Rg,3).Aratherlong(more than 60 km)and Practicany unadaimed sedon of the

main stream oHman, uPstream from the confluenceofArmu硲ver(Rg.4c)seems to us to be a quite favorabk

h£ibitatfor.FishOwl･butneitherquestionnai犯worknoroujrownsearxこhes have brought Positivelesults as yeL

　　　　Thusμhe Present distribution of Fish Owl in the basin oHman River may be characterized as

existen(:e ohman, sParse, Possibly isolated sPots｡

　　　　Together with comPlete disaPPearance of the sPedes from certain Placeらwe may note an amazingly

dense POPulation in other areasバonditions of whkh sometimes don't seem better than that of the former;

at firstgl4nce｡

　　　　Soヽthe density ofoccuPied breeding lots along the middle stream oHman River (Rg.4)was，

unexPectedly･ about 2.5 Pairs per 10 km of the main riverbed (i.e.more than along the k)wer stream in the

1930s),with面oba油弓s面slocatednearPeoPlels dwe11叫弥whjle at the otheちseemingly more suitable
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　　　　　　　　　　　　　　●　－nest-sitasQoclpiedin!996-1997.

　　　　　　　　　　　　　　e －nesl-silegwlllrlSp枕isce自加dlobraedsQmeyeafs鴫o，

　　　　　　　　　　　　　　0’加ppQsad inhsbiledlleal-sllessceoidilSia queslionsjrlsiillnole.coSmed

Fi9.4.The main breeding place of Blakiston゛s Fish Owl in lman River basin.

section of the river(Rg.4a)we found only l Pair(about only O,3Pairs Per 10 km).Possible causes of the

given Phenolnenon aredisculisedin the chaPter on "limjtjngfactorsl'.

3･ Distribution and POPulation of Fish Owl in uss゛il21nd

　　　Encouraging data that we have obtained at the model territory give us an amPle ground to rでvisethe

setoPinionaboutaUege�y¨catastroPhkal state¨ofthe Fish Owl POPulation 垣the Russian Far East. ltis also

quite natural to assume that in river basins, mo犯favorable than that of the lman Rivelﾝthe Fish Owl situation

匯at least･not wolse. Prehminary condujons derived 伍)m ottrinvestigatk)nsconfkmtheaboveassumPtionjnle

general outlook on the distribution of Fish Owl in the basins of some of almost unRclaimed rivers at the

westem Parl of the Sikhote″¨Alinmounta㎞ous range also shows a relative wen,being of Fish Owl POPulation

inthoseriverbasins.So･acco�ingtothelesultsofqu6tionnai犯stu(UesrthesPedeshassumdentlyinhabited･uPto

the P詑sentUmejhelowerPartsofsuchalmostun捻daimed rivers as Anyui and Gur down to their estuaries
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whjleithasceased to breed in thecorrむsPondingPartsofthem(w redaimed lman･ Bikin and Khor･ Materials

concerning rivers in the basin of the Sea of JaPanarealso quite substantial a咀uments in favor of notably

better state of the sPedes in question than itis gme隔Hy suPPosed･ Firstly we havesucceeded for the f1rst

Umetocon鉦m its residence and Prove itsbreeding in the がven reがon(Surmach and Avdeyuk, in Print).

Secondly accordi弓to the results of our questionnaitt investi9励n Fish OwL as ittums outjs not a too ra犯

sPedes at the nve5 of the central Part of the eastem Si肺ote-Anれwhe吟itwa�t拓und Previously (Figs,5,6).

Th恒丿秘the叩edes｀″おfolmdin『脚゜thathvel飢4e咀oneasub尚哺alhnsformationPt゛』c(ss゛d゛he詑ithad

notevenbeenthoughttoexist･ltcon(tmsjorinstancethebasinofMargaritovkaRiver(Rg,5).1へ硲Ｇｎ幽oassume

that Fish Owl s咄Possiblyinhabits some rivels ofthe ext詑mesou蛾emPartofPrimorskiRe&k)n･whe詑ithask)ng

beenconsideredavaJlishedsPedes･lnhsresPect･webowthatonesamPleofthesPedeswasmegallycoUectedin

the South of PrhorskiRりφon(Bar油あhevkaRiver)叫1990,池80yeafssinceitslast『奔h妬onintheがvent可ion.

　　　As it is shown on Fig. 5 the main Part of the Present range of Fish OwHn ussu�and lies in its

centra1 Part･ We have defined thesouthem Umit of its modem distribution at 45N and the northem limit －at

51N， ln the coastal area t緬southem borderline goes to the basin of Seryebryanka River (itnows into the

lemeiBay)･and at the westem sloPes of Sikhote-Alin the distributionrange of Fish Owl stretches as far as

theuPPerPartoflmanRiveい倆don't have a rehb硲蜃formatk)nconceming breeding of Rsh Owl southwafd

of the indicated re8k)n/ excePt for single Point (that we have a1ready mentk)ned)within the basin of

Margaritovka Riveらthat is obviously･ an isolated b犯eding Place油ecause the sPedes has not yet been

foundaround any other adjacent river in sPite of sPed゛l seil゛hes.ltis quite hkely that a very smJ rllllllbelr

of Fish Owls can be foundaround the UPPer ussuri and its tributaries oraround some of the rivers of

the extreme south of Primo5ki Region Provided that a sPedal search is o尽a垣zed.XM2 have as yet neglected

these regions in sPite of some Pos岨ve information, because the region has not yet been sumdently studied.

　　　ResPonses to our questiomlaires, our single field searches 3“d 18st Publkation (Mikhailov d�.μ997)

makeusbdevethtthemajorityofriversnowingwithinthebasinoftheSeaofJaPanfromtheRmeiBayto

the�mnin River (about 500 km stretch along the coast)are inhabited by FishOwls,thou8hthedensityofits

POPulation and stabmty of itsexistence the陀a犯ullk゛owll･ We c° t゛ce a certain sPedfic character垣thebirdsl

keePi賜to a hbitat and theirtenjtorialdistributk)ninthegiven田昨)ncomPardwiththatofthecontinental part

ofPrimorskiRegion.AveryimPortant心tinguishj弓匹uhrityofthedesdbedPkeisthat甲2des叫tsentand，

thenjFon2 Probably,b詑eds at some very sma1むnot exceeding 15 km long rivers, that are usual嘔tho118ht of“s

inaPPmPriate forbreeding of RshOwl.BythewayPartofrivetsinhabitedbyFishOwlinHokkaidoPertaintothe

sanlecatego啄.仙eotherPぽunarity that we have not seen at thecontinenta1 reSions is that Rsh OwlsoccuPy

the territoriesaround the ve呼sources of some rjvers (we donlt know iHt is a common reFI゛ity or n(貼

thou爵Places at the estuaries with Plx)minent valleys a犯P犯fer陀d･ The fact that we havereceived a multitude of

PositivesPonses conce咄ngthe呵沁n(on胎tsmostae(hblePartmarkedonRg,6)madeusshowtheinhabited

areain the form of an u池訟rruPtedstriPestretchingalongthecoastfmm゛lbmeitotheestuaryoFlumnin挺ver

(F恥6)jへ厄Pa)visk)nallyassumethatitswidthisabout20km(珀average,whUeatPla(x3s of conhence of 副atjvely

larl侭liversit may 詑ach 60 km and more due to Penetration of the sPedes into their uPPer reaches. With allof

thatinthebackgroundthelackofanyinformationconcemingRshOwlintheb3sillofthelargestriverofthe

reがon－thelumnjn犯verand＆rther凹代hward from itis rather s壮ange(Rg,5).Wean2ind垣ed to exPlain

thjsfactasamel･eshortcomingofthePostalquedo面a如i『ui咋method(the mtum ofmaU 倣)mtheがven『卵ｎ
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Fi9.5.Current djstrjbution of Blakiston's Fish Ow目nussuriland。

　●

／

locM㎞s oFmost crediblenesl･sit｡ﾘdata奴Bi�Rjverinfk)m･dbyYu.Shibllev}

mainwater向d ofSikhm-A恥1助U田幽Ouいimlt

ｊ

Fi9.6.River network and locations of nest-sites in southern part of ussuriland
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was rather badいhough it may be likely that Fish Owl doe�目ive there at alldue to landscaPeorcUmatic

Peculiarities of the region (this matter deserves a detailed study).lt is noteworthy that at the westem

grand sloPe of Sikhote“Ahn･ as the questionnaire work itveals, the northem limit of the Present distribution

ran8e of the sPecies lies only 2 degrees northward (51N).According to o゛ Prelilllil13暉alld qllite

modest estimation the Possible POPulation of Rsh Owl breeding aHhe coastal zonelnay reach 50 to 70

Pairs(indudi昭that of small rivers)and aPProximately the same number (50-60 Pairs)恒the continental

Part of the studied re8io“. Ths･ the ゛hole POPulatk)n of Rsh Owl in ussuriland may reach 100-130 Pairs.

This number is but Preliminary and may be correded as concem£either inctease or decrease as aresultof

next･ more detailed studies. We suPPose that our data are somewhat diminished汀heoreticaUy sPeaking，

judging by the Present density of breeding Pairs in some Parts of the model territ。ry(Fig，4)，we can

assume that the volume of Potential breeding habitats may allow for a three4imes bigger POPulation，

Provided that their qualiti6 (feedi昭Potentia1.human influmce, Pecuhrities of the hydrologicaHeatures

of rivers etc･)are at an aPProPriate level. To solve this issue additional sPedal researchesarerequired｡

　　　AnywaythemostimPortantandin｀efutable result ofour reseal‘chesis the stated fact that in sPite of a

steeP downgrade of the situatk)n in some Parts of the Fish Owl area, the general state of the sPecies tumed out

tobeconjderablybettathanithadbeenthou沙tbefo犯･払thef池tPlaceit犯f印stothebasinoftheSeaofJaPanご孫e

犯ason why thl sPedes was found so late has not yet been darmed.Therea犯two attemative viewPoints on the

matter.According to the firstone, the sPedes was overlooked by P詑vious researchers and its 詑latively good

stat鳥in(:omparison with the Past da匯isjusta犯mnantofitsformel;unobservedbyreseardles,P狗sPerity The

secondviewPointisthatthegoodstateofRshOwlnowadaysatth6coastalzoneisjustaresultofaPresently

inexPlicable betterment of the state of the sPedes that has been taking Place 柘r the last years･ Either the

spedes訊/asnonexistent at d formerly or was quite a rare one fo吋he8ivenreがon･ A very hefty a弔umentin

favorof出e second viewPoint 趾he訟ｂｗｄぬ皿stance:thnﾐ'eNatu犯Reserves wjth their own 幽ff of reseafches

have been acting for more then 50 years withjn the coastal zone of the Sea of JaPan but in sPite of th池Rsh

Owlhadnotbeenfoundindtherofthe昨judgi陽by the Pubbhed Usts.RshOwlhadnot幽obeendiscoveredby

the faunistkstudies conducted at some rivers of thecoast beyond the borders of the reserves. Amongthe

studiesaworkbyL･M･Shu]Pin(1927)d6erves Paracular attenUon. The authorconducted an eamest study, but

failed to find Fish Owl in the basjn of Ma侶aritovka River where the sPedes surtly breeds nowadays｡

　　　Weare泊dtned to accePt the nrst viewPoint due to the foUowing 犯asons.Rrst,we'vemanagedtofind

several Published evidences unmistakably Proving that the sPedes was Prlsent, and therefofe bred (because

it‘sa resident sPecies)at some rivers of the coast, but such evidences were Probably neglected afterwards by

lesealthers. ForexamPle,V K.Arsenyev垣his semi-POPu旨ed鉉)n(Arseny肪1949)8ave a detaUed des�Ptk)nof

huntin8 behavioちby undoubted嘔a RshOwl at the Samarga Riverand such observations were made by

himin1908(!),Thatfadwasmissedoutfromthekld of vision of omithologjsts beeause the author mistook

the observed bird fot an Eagle Owl･ We think that 3 other bjrds that he met at different Places of ussurUand

(induding Anyuj and 孔mr血Rivers)we田恥h Owls too. 0ne moa G3dible but unattended by omithologists

evidence of breeding of Rsh Owl in the discussed region was a short in柘rmation by Rakhjlin (1986).He

informed on 2 records of the sPedes on the Seryebryanka River mistakingly beUeving them to have fk)wn

from the westem Sikhote'AUnμhough the age of one of them (the sPedmen kePt at Zoologkal �stitute，

Saint-Petersburg)dearly indicates that the sPecies bred at Place whe2 the sPedmen was taken (its feathers
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contajnssome lemnaJlt ofjuvenne Plumage),As isobvious £romtfhequestk)nna池wo吼them率dyofPrese�y

hlhbited breedingsites虫ownatRg.6,havebeenknowntotheresPondersforalongtime(from 3 to 50 years)，

　　　Having scrutinized the methods emPloyed by several authors who worked ゛ltthe coastal zone

(ShulPinﾕabzyuk，Nazarenko，Telsukov; Shibnev and others)we came to a condusion that the sPedes

could have been overlooked by them because the fieldworkvvas conducted･ as a rulejn inaPProPriate

season and time of day and (most imPotent reason)in wrong Places.

　　　Besides thatinvestigationshad quite dUFferentgoals･Though･ as itPresently tums out,some of the

researchers used to come across Fish Owls･ but took them for Eagle Owl， or these fads were not Printed

because they were treatedas unimPortant.

4･ Limiting factors

　　　　lt is traditionaHy and冲PParently not unreasonably believed that the main cause of Progressing

deterioration of the state of Fish Owl in ussuriand is the negative human innuenceuPon it.lt includes both

dired Pulsuit of biR飴andind池ctinfk珀n叫forexarnPle,vjadamagetotheforaがJ!g suPPnes or via destruction of

valley forests･Among the factoslhitil!g POPulation of this endan8eRd sPedes the leadh18 1ole is given to

reduction of fish sources in mountain rivers and death of the birds in traPs, 0ther Possible factors actingin

combination are also mentioned in liteia恒陀jore)(amPle, kimng of birds for d府e犯ntPurPosesμheir dying

in nshing netsz disturbance factor and also a rank of natural factors such as severe and foodless winters，

intrasPedfic and intersPecific (with Eagle Owl)comPetitionjaning Prey to some natural enemies (such as

Black Bear U巧μ5治治ｄ四ifs)and others. Some of the abovementioned factors are quite obvious and their

detrimenta1 role is undoubted， but itis dimcult to estimate the meaning of each factors or the grade of its

neptive jnfluence, what is essentiaUy need for working out of dfedvenleasufes onProte�on of the sPedes｡

　　　　We have Paid a sPedal attention in the 8iven issue condwting our studies， The collected actual

material has once more emPhasized the comPUcatednessof the Proble° and exPosed a number of comm6n

P哨udices as concem some sides of the life of Fish Owl. As a matter of factμhe mater圖has Posed many

more questios th°11it gaveansxvers.Amollg the ll!ost common P哨udices we may Place･ as our oPinion

is,a set notion of foraging ecology of the sPedes and its adherence to the habitat･ So, abundance of fish (of

salmon fami嘔as a rule)and well kePt vaney forests are considered to be indisPensable conditions for

normal existence of F浸IOwl冷utitk;unknownwh゛tsta紬of脳h陀soulでesandwhatgtadeoftheP詑servation of

forests are to be considered oPtimal. We have a number of credible evidencgs that Fish Owl can nestle

normaUy at rivers that are usually considered to be totany devoid of fish in some seasons of the yearﾝand

at those sectionsof rivers whose valley forests are almost comPletely destroyed. The sPedes stiIIremains

in the 戸o)dmity of vmages where acco�ing to logic it should have disaPPeared firstof all｡

　　　　Such discordance call be exPlaiれed ifwe assume that ouJ‘understanding of the ecolo肪and biology of

the sPedes are imProPer. After sPeciahesearches it became evident･ for instance, that the sPedes does not

necessary need a large゛'sizedPrey and it can easily manage with sma11,sized so,caUed "non-corntnerdaP胎h

(minnow･lamP詑y fry of salmon 叩edes etc･)that�habit the majority of oujr rivers and a柁of no interest to

loca1 PeoPle (Surmach.㎞Print),lt tumed out as wen that in order to normally fate through the winter Rsh

O゛l doemlt need vast surfaces of 11"flree2il可wateらit can live by only a few square meters of oPen w゛1ter;

besidesμhe mosHmPol‘t゛Illt゛e“)t fast nowing unfreezin8 sections of the main riverbed, bllt sh811ow and
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slow-mov匝gsPdngsthat,geneal嘔situatedonoutskirts of ri゛ervalleys･ The spedes tumed out to be not

finicalabout the state of n肺eous vegetation either.For instance. a Pair that breed for no kss then 15 years

in the basin of Margaritovka River used a single aPProPriate tree in the vicinity for nesting｡

　　　A11these faclsがve lls e゛id°ce that the sPedes can 6sily 一叩tthemse1▽es to the conditk)nsofquick抄

chanSing environment and thaUt can coexist with PeoPte Provided that the latter t加atthem in a good w呼

　　　Our studies of interrelations of Fish Owl and PeoPle madeusadamant on the conclusion that dired

man's innuence on the birds Poses the greatest threat to the stability of POPulation of the sPedes in

redaimed regions｡

　　　F面t ohlUocal POPtdatk)�s tot311yignorant Rsh Owl as wd as number of other b1rd sPedes. FewPeoP硲

are aware oHts exJistellce,and those who have sollle kllowledge cannot reaUze the dan肪r that overhangs it｡

　　　Suchi卯orance is the maincauseof unjustified Perishing this rare sPecies. The mattet is that vast

majority of hunters are biased apinst allowls in generaL They treat owlsasrivals.because the latter

sometimes Prey on fur'bearing animals or theyare ahindrance to fur‘hunt賎;because owls are known to

eat animals entraPPed by hunters. That being the reason why owls are intentionaUy shot by hunters during

the season of fur‘hunting.UralOwlisthemainvktimandRshOwlhssometimesthesamedest恒y.0nly

in the lman basin we have identified 12casesof intentional shooting of Rsh Owl for the last 10 years (the

real amount is･ certainlyy hiSher回t is noteworthy that only in two cases out of the 12 it was commerda1

圓1i賜(stuffing for sale),but in other cases the birds were kmed either out of Plain curiosity (in order to

watch them dosely)or just because they are owls too. The overwhelming majority of hunters told us they

would not have kmed them had they known that it was a rarest sPedes｡

　　　Similar situation accounts for death of Rsh Owls jn traPs. During the huntingseasonof 1997 in the

modelte�tory only, there were entraPPed 14 different sPedes of bi�s. As we estimate il･al“loste｀/ery

hunter at whose hunter k)tFish Owl hves, got them in trap aUeastoncein his life.Thjs rather serious problem

can be overcome comPletely only by means of total Prohibitio“ of traPPin＆unfortumtely itislmthinkable of

nowadays･AnywaywesuPPose/thereisarealoPPortunitytodecreasethedeath'rateofR虫Owl and other

rarebirdsthath叩Pened to get into the traPs if to ed゛lcatehuntefs on.the PIroblelll.The matter is tht o゛1s

usually stay alive bej%entraPPed for quite a lo弓time(3-5 days)andtheycancontinue to exist normaUy

a餉t being released from the traP･ But the Problem lies in the fact that most Part of traPPed o゛削skmedby

huntersma屈yduetonegativeP哨udkestowardthem･Suchanoccummceiscommonnotonlyforussuriland

buりtso for the whok range of the sPecies. 0nly lle3r 15 Percent of 48 cases of Rsh Owl entraPment that we

know of, the caPtives were �eased ba(k jnto nature. Real meanjrlg of the human fadolris much mo゛ serious

that it seems at firstsight･ The situation atlman mustrates the Probkm in fulkolor (Rg.卦We know for su2

(Surmach,in Print)that such a sheer diffetence iJlthe nesting density at two neighboring cuts oHman ' 2.5

Pairs Per 10 km (sedon B)and only O.2 Pairs Per 10 km (sedonA)－is caused by d面d man's Pursuit，

　　　　Nowadays an adive work on extension of the network of already existing and creation new

Protected territo吻s of different status rangi賜fro峨strict nature犯servestobuffer zones and nationa1 Parks

(Fig. 7)wiU undoubtedly Play a Positive role in Preservation of Fish Ow1. Ecological ProPap�a and

edllcation must became a real steP in this directionasxへ/el1，
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　　　　　　　　　　　　　　!§§Sllj－newlyalahlislledNalionlParks

　　　　　　　　　　　　　　EごISI－planniogprolscledlerrilories.

Fig｡7.Protected areas in southem part of ussuriland impcrtent for Blakiaton's Fish Owl (according

　　　　toYu. Bersenev，1997)｡
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要 P゛j
曰

ウスリーにおけるシマフクロウの生息状況と

　　　保護のための対策に関する研究

　　　　　　セルゲイ・スルマチ

　シマフクロウｋ滅卵Ｍ謝sf凹jの現在の生息状況

と分布をウスリー川の一支流であるイマン川流域

(モデル調査地)で調査し，アンケート調査によっ

てウスリー地方全域における生息数を推定した．

シマフクロウはまだイマン川やその他の改変され

た河川に生息してはいるが，生息数は急激に少な

くなっており，この50年間で1/4に滅少した．日

本海側の河川ではシマフクロウの繁殖が初めて殯

認され，少なくとも50～70つがいが生息してお
り
シホテアリン山脈の西側でもこれまで知られ

ていなかった生息地が見つかった．ウスリー地方

全域のシマフクロウ個体群は100～130緊殖つが

いと推定される,調査方法,生息数の制限要因,保

護対策についても論議した.

　　　　　　　　　　　　(推薦者：藤巻裕蔵訳)
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A Study on the VegetationConservation,Restoration

　　　andManagement ofTiantong ForestPark

Song Yongchang

lntroduction

　　　　　Atthe foot of Thibai mountain in Yin county of east Zhゆang Province therelocates the Tiantong

National Forest Park (TNFP).The famous Tiantong Buddhist temPle is the gem of the Park. The temPle is

suPPosed to be built in yearoneofYongkangemPerorinwestJjndynastyaboutl,600yearago,orsay300

Λ.D. ltis one of the five magnificent fol'esttemPles in China. Being the origin of Zen Buddhism in JaPan，

it is known as the southeast Buddhist kingdoln.Under the shade of the well“kePt hillside vegetation，

nearby, the temPle was growingnlore andmoreProsPerous and attradive; on the other hand because of

the Prestigious temPle a lot of attention has been Paid to thecareof the vegetationaround，so the

PicturesquelandscaPebecameinamazingcolorsovertime.Thattwo“wayeffedrevealsunequivocallythe

harmony between human and nature｡

　　　　TNFP is located in Yin county, 28 km from downtown Ningbo city.ltis at the intersection of 29°48'

N latitude and 121°471 E longitude. lt coversan areaof349hectan2s･ at the interlacingzoneof east Zhejiang

hiHs and coastal Plain･ The geological structure in the area is in the range of Cathaysia ancient land. The

Pal‘kfaces the mountains from the direction of east･ west and north･ but a large vaney (tothesouth).lllibai

mountain is the Peak in this area. ltis 653.3m above sea level, whne most or the other hms are about 300m

high.TherearetworiversrunningthroughtheParkandcollectingwaterfronlanareaabout 300 hectares.

Because the forest will benefit the source･ the water runs an the year round haPPily｡

　　　　AstodimatetherejtistyPicallysubtroPicalandnlonsoonal,temPerateandwetthroughouttheyear.

The records from the local meteol'ok)gical stationhave shown the mean temPeratun2 of the Park in a year is16.2

℃.The mean temPeratulでoccundinthehottestmonthofJ�yis28.1℃,while the mean temPeratulでoccundin

the coldest month ofJanuary is 4.2℃.The annual accumulated temPeratu陀(when the daily mean temPeratu陀is

above 10 (C)is5166.2℃,Thexvann index of Kira is 135･ while the cold index is'0･8･
The frostless Period lasts for

237.8 days, and the Period with incessant the daily mean temPerature kcePing uP above 10 ℃lasts for 235.1

days. The annual average PredPitation in the area is 1374.7 mm that are obtained largely in the summer from

JunethroughAugust.TIlesunln!erPI℃dPitation accounts for 35｀40％of the sum. The weather is cold and dry

in the winter･ the PredPhtion in that season is only 10“15％of the annual sum. Generally sPeakingjt iswetli11

thesPringanddlyinthefaH.ThePlumrainfrontalsystemandtyPhoonalx2about two Plx゛iPitationPeaks durjl場

theyear･ThefirstonehaPPensinMayandJune,whUethesccond one in July and August, Theaverage陀lative

humidity keePs steadUy uP to 82％throughout the yeat; with an inddence of fluduation less than 5％only,The

annual amount of evaPoration is less than the PIでdPitatlionexcePt in July through October. All the data dearly

show that thexvarnland humid weather there is good enough for the growth of Plants･

lnsliluteof Environmenlal Scicncc East China Nol･mal univel･sily
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Fig.2.Landscape Map of Tiantong Natjonal Forest Park

(7)castmoPsis Jargesii
’
schinm s叩eyba community･

　　　　Based on sPot survey four Pernlanent Plots are established in Tiantong. ln each stand, we recorded

height, branch height, breast diameter (DBH)and coordinate of ea(:hindividua1 (111ble 2).Detailedl analysis

wiH be made 諭erward.

IV.A proposal for conservation of Tiantong Forest Park

　　　The combination of the naturaland artifidaHandscaPe constitutesthe two characteristicsof TNFIﾘ.ら

hddha and fonE'st.AftertheimPlementofoPenPOlicy.lndustrialandagriculturalProductivitydomesticand
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foreign trade･ and scientific and technological exchange have been increasingly develoPed. The tour is

desired as the lifeexPectancy being raised. These Provide advantages for tiledeveloPment of TNFR Statistic

data showed that tourists to TNFP were near l minion. And TNFP is becoming one imPortant Part of the

tour route of eastem Yin County. Howeveljncreasing tourism and economic develoPment have created

some Problems in the management of TNFR Here vvegive some ProPosals.

1. 1dentifying that national forest Park is a tyPe of natureconserve｡

　　　　Tiantong forest Parks have three somewhat connicting objedives, namely conservationパecreation

and tour･ As a kind of Park･ national forest Parks Provide Places for tour and recreation. lt,howeveいs also

a tyPe of nature conserve･ lt should be oPen to Public based on nature conservation. ExcePt develoPing the

tourism･ we should develoP its roles in research･ education and POPularizing sdence, and obtain three

asPeds of benefits,namelyenvironmentaいodal and economic benefits･ So･ the management and conservation

of TNFP should consider its two charaderistics. TheconstructionPrinciPleパforest is the main-body, the

scenic sPots and historical sites and natura目andscaPeare contents"js very correct. The construction of

TNFP of the Past decade obeyed the PrindPle basically. There were油owevel; some actionsagainstthe

PrinciPle due to the stress of Present economy and the unPerfed management system. ln order to avoid

these actionsμhe concemed organizationsshould identify the nature of national forest ParkjmPlement

the PrinciPle for the Park/ and stoP theconlnlerdalactionsonly Purchasingecononlic benefits.

2. Making unified Plan and imPlementjng rolling develoPment by Phases

　　　　When TNFP was established･ there had a general design and a Plan for the firstPhase of the Project.

After near ten yearls oPerationjt has a moderate scale in caPital construction and instaHationsoftourism，

services and communication. TNFP has formed a comPlete set in eating, housing and touring･ howeveちit

is far from a multiPle“function nature conserve. lt needsaunified Plan for the further develoPment. 0ne

of the imPortant things is to work out a ProPer general division. Usually, a natureconserve consists of

three districts,kemel district,buffer districtand exPeriment district･Though it need not to divide the Park

into 3 Parts from the center to outer due to itslitUe size･ we can regard the PrinciPles of dividing on tyPe，

conserving on dass and synthetic management as references for the function division of TNFP. According

to these PrindPles and concrete conditions･ we divided TNFP into three distrids as follows (seeFig.3)･

(1)Kemel district.The mountain forests behind the Buddhist temPle isitscentral,and south to the intersect of

SuanzaovaUeyandHutaovalleywesttoLinglongyan･easttoNiqiulongandnorthtothefireProofroad.This

distrid has wen“Proteded EBLFs dominated by Sd治皿sμ阿r陥，G7肘四叩sfs戸rFsf/and C, a�e函and by

CWlobalanopsis nubiuln，evergreen and deciduousbroad'leaved fo詑sts dominated by ChoerosPondias axillaris

and Machilus lePtoP㈲hand by CａｒｐｌｎＵＳＵｌｎｌｌｎｅａａnd UthocarPus hcllnji，and ridgesecondary shrubs, etc.

The祀a陀manydtffen2ntcommunitiesatlaterstageofsuccessioninthedistrict･andtravelelsscanごeiycomehe陀.

(2)lourand exhibition district.The temPle and Linglongyan is the central of this district,and south to old

gate, west to filでProofroad, east to old Tiantong temPle, north to central district.This districtcontains many

sitesfor visitingor wolshiPPing Buddha･Suchas･罰antongBud(hst temPle, old lantong temPleﾊﾞ函anying towel;

G11anying cave, etc･ Therealso havesonle nevvestablished or rePairedscenery sites.Folﾄﾞnantong Buddhist

恥mPle has a history of molでthan1600yearsandistheoriginofJaPaneseBuddha･TNFPisthesitenecessarily
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　　　　A-………Ke加ilarilil

　　　　B－-'nlilran'd6hibitionatea

　　　　C--PrQductionand experlment!!re11

Fig.3.Zoning of Tiantong National Forest Park

Passed by when worshiPPing Buddha. Then2a犯manyhugetlでeμ)dolx2 the temPle, among them there are 22

individuals with DBH＞2.0m.Thealでaofinteriorand exteriorPool is mo陀than5000m駒and have many fishes.

After entering the gateμheroad is surrounded by high Pillus massol面四with DBH about 45cln，

¨Linglongtianuo¨is the sceneryessenceofthePark.lhe陀hasdensefolrst,andmostdeveloPedEBLFofthePark.

There is a stone'made Path from Park management service uP to Guanying cave, along which the犯anE?many

beautifulsPots,suchas,'nngtaoPavmon,Water'mooncavejiashouPool,Pantou stone,Wuxin cave, Feilaistone，

dc.When詑adling the Feilaistone and looking out,liantong Buddhist temPle and mountains and fallnlands are

aIon the field of vision. ln 1992･ dePartment of environmental sdence ＆technology of East China Nonnal

university established a ecological station below Tingtao Pavilion. ln order to heIP tourist recognize trees，
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ecologicalstationwrotethetree'snameonaboardhungonitforeachcommonhでes along the tour R)ute,though

itis not enough to helP heighten acknowledge of tourists and students in fieldwork， lf establishing a

exhibition center he陀to sPread knowledge on animals, Plants,soilsパwkパ㈲.in the Park and to exhibit cultural

reHcs and material on the history culturejolkways and folk customsパeligions of this areajt wiH greatly

inclでasethesden聞c knowledge of touristsand tぞsidentsand heighten theirconsdousness of natulでconservation.

(3)Production and exPeriment area. ThisareaislocatedjntheeastemParlofthePark,conduding Fangyang

mountain,'yejia mountain,汝.The陀a祀various artificialfolでstsjarmland and secondary shrubs, which have the

conditionandPotentialforProduction.Accordingtotheneedandconclでte conditionsjt may develoP the nowelﾝ

seedling and medicinal herbs Planting, and economic animal feeding excePt forPlanting commel℃ial folrstto meet

the needs oftourists and Ningbo City And mo陀jt may lay aside some districtforfi陀woodtodectでasegathering in

the kemel alでa.lnawo�,becausegovernlnentinvestmentcan notmeet the nnical need for ordinary conselve for

a long time, TNFP should be self'relianceand find finicalaids from various ways, and develoP itseconomy

through wisely using natun21でsoul℃eand geoloがcal advantages based on strengthening its nature conservation.

3. Setting uP a general management organization to coordinate the benefits of different asPeds

　　　　There are two organizations ma自ging TNFlt Tiantong forestry station of Yin County and Tiantong

匝lddhist RmPle. ln recent several years･ some organizations of the local town and individuals also engaged

in the management of the Park and surrounding areas･ They have takensonledifferent measures to obtain

their own benefits.lf these measures accord with the collst田ctio“P山ldPleofTNFntheywillbebeneficialto

TNFP’s develoPme耽otherwise, will hinder･ and create some conflicts among organizations. Sojt needs

to set uP a management generahnanagement organization to coordinate them benefits of different asPects.

4. Enfordng management and legislation

　　　　ltis not easy to estabnsh a Park. The established TNFP is a heritage of ancestol; we should treasure，

careand gradually develoP it.We have made significant advantages in soda1, economic and ecological benefits

since itsestablishing.HoweveらduetothetourismdeveloPment.Theinclrasingtouristsandlaggedmanagement

measures have created some Problems, among whjch garbage disPosa目s a striking one. ln the Park, wecan

see the widesPread disPosed cans･ PlasticPackages and othe1｀wastes.Cutting fi陀wood and gathering medicinal

herbs are usuaHy occum2d･TheseareunfavorabletoTNFP'sdeveloPment.ltisurgenttoformulatedetailed

rules and regulations for management according to nationah'egulations on natureconserve and concrete

conditions of TNFR and manage the Park for sustainable develoPment according to legislation･

5.1ncreasing ProPaganda and heightening the consdousness of natul'econservation

　　　　Theresidentsin andsurrounding the Park have imPortant effeds on the management of the Park.

However, many of the residents havenochanceto receive higher education and know littleabout the

Park･ ThoughsonleProPaganda and education activitieshave been conducted，more effedive measures

are desired to heighten the consdousness of nature conservation of residents，making them know the

imPortance ofsuccessfu1Park management. ldentifyingtheimPortance ofnature conservation,the residents

along withconcerned organizations might consciously conserve and manage the Park. The Park wm not

beb(meficial to Presellt8enel'ation･♭11talso to the sustai“abnityof the futul'e.
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Preface

　　　At the foot of llibai mountain in Yincounty of east Zhejia弓Province the犯locatesthe石antong National

Forest Park. Thefamouぐnantong buddhist temPle is the gem of the Park. The temPle is suPPosed to be built

inyearoneofYongkangemPerorinwestJindynastyaboutl,600yearago,orsay300A.D･ltisoneofthefive

magnificent forest temPles in China. Being the origin of Zen Buddhism in JaPanjt is known as the southeast

buddhist kingdom. Under the shade of the well kePt hnlside vegetation, nearby the temPle was growing

nlolland mo陀ProsPemus and attradve; on the other hand because of the Prestigious temPle a lot of attention

has been Paid to thecareof the vegetation around, so the Piduresque landscaPe became in amazing colors

overtime. That two'way effect reveals unequivocally the harmony between hunlanand nature. The national

Park was established in 1981 under the aPProval of the national minister of forestry.ln 1992 an ecologica1

station was set uP by East China Nolmal university. Consequently the Park tends to have mumPle fundions.

ltis a religious center, a tourist attraction, as well as a Perfed site for fieldwork and scientificresearch｡

　　　The botanic reseal℃hat Tiantong anE!astarted in 1983. At firstthe undergraduates of ECNU weredoing

their vegetation ecology fieldwork over there. Meanwhile the graduates were collecting a lot of interesting

information for their theses. Year by year Plenty of data were accumulated through the coHedive effort of

numerous sdentists and students, as a fruitfulresult the book ¨The Vegetation and Flora of石antong National

Forest Park in Zhejiang Province¨(Edited by Song Yongchang, Wang xiangrong)was bom in 1995｡

　　　Early in 1985･ during the visit of Professors Akira Miyawaki. Elgene O. Box and KazueFujiwara，

they had surveyed the evergreen broad'leaved forest in Tiantong area (Box d �･，1991).ln 1987 Professor

Hartmut Dierschke had come over with allthe PartidPants of a vegetation seminar for fieldwork shol･tly.

Then in 1996 the Plant ecologists fn)m both China and JaPancanle together and Planned to work cooPeratively on

a Projed, which was the comParative study on the vegetation and landscaPe between east China and midwest

JaPan. The Project starled with the vegetation study in Tiantongarea and this volume rePorts the result｡

　　　The Tiantong Nationa1 Forest Park (TNFP)is located in Yin county 28 km from downtown Ninbo city･

ltisattheintersedionof29°48'Nlatitudeand121°47'Elongitude(Fig.1).lt covers an areaof 349 hectares, at

theinterladngzoneof east Zhejiang hms and coasta1 Plain, The geological structun2 in the area isin the range

of Cathaysia ancient land. The Park faces the mountains from the direction of east, west and north, but a large

valley(tothesouth).nibaimountainisthePeakinthisarea.ltis653.3mabovesealevel,whilemostofthe

other hillsareabout 300 m high. Thelでare two rivers running through the Park and collecting water 敞)man

a匹l about 300 hectalでs,Because the folでstwill benefit the soul℃e,the water runs an the year lて)undhaPPily

　　　As to dmate there,itis tyPically subtroPical andlnonsoonaいemPerate and wet throughout the year.

The records from the local meteorological station havQ shown thenleantemPeratu陀of the Park in a year js16.2

cC.The mean temPeratu陀occum2d jn the hotlest month ofJuly is 28,1℃,while the mean temPerature occurred

inthecoldestmonthofJanuaryis4,2(C,仙e annual accumulated temPeratu陀(whenthedailymeantemPeratu犯

is above 10 ℃)is5166.2℃,Thevvannindex of Kira is 135, while the cold index is O.8.The frostlessPeriod lasts

for 237.8 days, and the Period with incessant the daily mean temPerature keePing uP above 10 ℃lasts for

235.1 days. Theannual average PreciPitation in the area is 1374;7 mm (Fig.2)that is obtained largely in the

sulnnler from June through August. The summer PredPitationaccounts for35-40％sum,The weather is cold

and dry in the winter; the P詑dpitaUon in that season is only 10‘15％oftheannual sum. Generally sPeakin&it is

wet in the sPring and dry in the faH. The Plum rain frontal system and tyPhoon a詑about two PredPitation
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Peaks during the year, The firstone haPPens in May and June, whilethesecond one in July and August.

The average relativehumidity keePs steadily uP to 82％throughout the ye肪witha�nddence of fluctuation

lessthan5％only･ The annual amount of evaPotransPiration is less than the PredPitation excePt in July

through October･ A11 the data dearly show that thexへ/ann and humid weather there is goodenoughforthe

growth of Plants｡

　　　　Most of the Park area is covered by red“yellow lioil.The substrate of Parental material is comPosed

of the mesozoic sediments･ acidic intrusive rocksパemnants of quartzite and granjte as well as the weathering

Product. The layer of soil is different in thickness･ The texture of soi目s mainly from medium to heavy

loam｡

　　　　The soiHs rich in humus and total nitrides･ their contents are in the range of O.2“0.4％and 3-5％

resPedive叫Therefore the son tends to be a littleacidicjt's PH value varies between 4.5 and 5.0｡

　　　　An abundance of flora is distributing over the Park. Shown by the rePorts from several authors，

there are 37 families, 71 genera and n4 sPecies of the bryoPhyte (Wang Youfang, Hu Renliangバ995),24

families, 49 genera and 96 sPedes of the PteridoPhyies (Zhang Ca()fangけ995),and 148 fammes,506 genera

and 968 sPecies of sPermatoPhytes. The major Parts of the sPermatoPhytes over there are troPical and

subtroPical geologicaHy comPonents, while a considerablealnount of the temPerate comPonents is found

in theareatoo.AIl of them is mingHng and interPenetrating freely, but they show somewhat closer

relationshiP with their counterParts in East Asia and North America (Caifeiバ995)｡

　　　　Although there isnolnoreoriginal vegetation over the Park, the natural vegetation has stillbeen

well recovered. As a fu11“grown forest,the zonal vegetation there is defined as the evergreen broad-leaved

forest.At the ravines and the mountain ridges littlePatches of the evergreen broad-leaved forest mixing

with the deciduous broad-1eaves forest are distributed on the Poor soil，The artificia1Pinus massoniana

forest,Cunninghamia lanceolata forest and bamboo forest are scattering over the mountain foot. Besides，

the secondary shrubs develoPed under the imPact of human are seen here and there･ and also･ nunlerous

tea gardens and croPlands have been exPloited on the ravines. Attributed to the divergence of the habitats

a richness of diversified tyPes of vegetation has been formed in that area.
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要　　約

天童森林公園における楠生復元及び保全管理に関する研究

宋永昌

　束浙江省のYin county にあるTaibai ll」の麓に天

童寺国立公園が位置している。有名な天童仏教寺

院は公園の中核として存在している。寺院は紀元

300年、およそ1600年前にwcst Jin王朝、Yongkang

皇帝によって建立されたと伝えられている。それ

は中国で5本の指に入る壮大な森林寺院となった。

南東仏教圈に知られている日本の禅宗の源流が生

まれたところでもある。その源泉の影で斜面の森

林は維待され、その隣で寺院はさらなる繁栄と活

勣を極めていった。一方では威厳ある寺院が周り

の横生の保全に注意を払っていたのはいうまでも

なく、変わることない鮮やかな色彩に縁取られた

絵のような景観が出現した。その相互的な影響が

はっきりとした人と自然との訓和として示されて

いるのである。林野大臣の認可を得て、1981年に

国立公園に指定されている。 1992年には華束師範

大学によって生態学ステーションが準備された。

その結果､公園は複数の目的を持つようになった。

それは宗教的なセンターであり、観光客の訪れる

名所であり、科学的な調査・研究のための申し分

のないサイトでもある。

　天童寺エリアにおける植物学研究は1983年に始

まった。最初に華束師範大学の学部学生の植物生

態学のエクスカーションが行われた。学生はそこ

かしこから多くの興昧ある情報を集めてきた。年

を重ねるごとに多数の研究者と学生の収集の成果

が集積されていき、1995年には浙江省における天

童国立森林公園の植生と植物相（宋・王編）が実

を結んで誕生している。

　1985年当初には宮脇昭､エルジンポックス、藤

原一絵教授の訪問を通じて天童寺エリアの常緑広
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葉樹林が調査された（Box e陥/｡、1991）。1987年に

はヘルムートデエルシケ教授が植生セミナーの参

加者を連れて短期間の野外調査に訪れている。そ

して1996年には中国と目本の植物生態学者が中国

東部と西目本の植生と景観の比較研究のプロジェ

クトを発足させた。プロジェクトは天童寺の植生

研究を出発点としており、この研究成果も組み入

れられることになる。

　天童国立森林公園は寧波から28knlの距離、Yui

eountyに位匿している。それは北緯29°48’、東経

121°471の位置にある（Fig､1）。 349ヘクタールの

面積を有し、東浙江丘陵地帯と海岸低地帯の交差

した地域に該当する。この地域の地質構造は

Cathaysia古大陸の範囲にある。山脈の東、西、北

方面が公園の面に相当するが、南方面の大きな谷

を挟んでいる。 Taibai山がこの地域の最高点とな

る。海抜３００ｍが平均的な丘陵地帯にあっては

653.3mの標高を有している｡公園内を二つの川が

流れており、これらの集水面積は300ヘクタール

に及ぶ。森林には十分な惧給量で、流水は年間を

通してうまくいっている。

気候は典型的な亜熱帯のモンスーン型で、年問を

通して温暖で湿潤である｡地方気象台の記録では、

公園の年平均気温は16､2℃である。殼暖月の７月

の平均気温は28､1℃、一方、最寒月の１月の平均

気温は4.2℃を示す｡年間積算温度は5166.2cC｡吉

良の暖かさの指数は135℃､寒さの指数は-0.8℃。

無凍結期間は237.8日間で、日平均気温が10（C以

上続く期間は２３５．１［|間ある。年間降水量は

1374.7 mm （Fjg､2）で、多くは６～８月の夏季

にもらされる。夏季の降水量が全体の35～40％を



占めている。天候は冬季、寒く乾燥しており、こ

の季節の降水量はたった10～15％しかない。一般

的に春季に湿り、秋季に乾燥しているといえる。

年間を通し、梅雨期と台風期にふたつの降水の

ピークがみられる。最初の時期は５～６月で、二番

目の時期は７～８月にある。平均比軟湿度は、年問

を通し、常に82％以上を保っており、変動帽は５

％以下である。年間蒸散量合計は７～９月を除い

て、降水量を下回る。すべての気候データは温暖

で湿潤な天候が植物の生長に十分であることを示

している。

　公園のおおよそのエリアは赤褐色土壌で覆われ

ている。母材の基質は中性堆積岩､酸性貫人岩､石

英岩や花岡岩の残存物や風化材で構成されている。

土壌層は厚さによって異なる。土壌表層の多くは

中程度から重い火山灰で覆われている。

　土壌は腐植と窒素分に富んでおり、それらの含有

量はおよそ0.2～0､4％と3～5％の帽で示される。

それゆえに土壌はやや酸性の傾向がみられ､pHは

4.5～5.0の問である。

植物相の豊かさは″公園全体に及ぶ。複数の著者の
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報告によって37科、71属、114種のコケ植物、24

科、49属、96種のシダ植物、148科、506属、968

種の種子植物が記録されている。種子植物の多く

は熱帯、亜熱帯要素であるが、中には温帯要素も

無視できない量、見つかっている。それらの全て

は混生した状態にあるが、彼らは東アジアや北ア

メリカの類似種と密接な関係を示している(Cai

fci、1995)。

　固有な植生がこれ以上、公園内になくとも、自

然横生は常によく回復してくる。帯状植生の極相

林は常緑広葉樹林である。常緑広葉樹林の中に

あって、崩壊地や尾根筋には夏緑広葉樹林が小

パッチ状に、痩せた土壌上に出現する。人工的な

馬尾松植林、ランダイマツ植林、竹林は山足に散

在している。ほかにも人為的な影響下で発達した

二次的低木林がそこかしこにみられ、また、多く

の茶畑と穀物畑が崩壊地に開墾されていた。立地

の相違性に帰するが、多様な植生型の豊かさがこ

の地域に育まれている。

　　　　　　　　　　　(推薦者：中村幸人　訳)
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Predse Evaluation of Function of Grazing

　　　　by Dominant Herbivorous

　　Crustaceans in the EutroPhic and

　　　Turbid Lake Balaton, Hungary

Liszl6 G.-Sth

Summary

　　　The scle【tivefecding of thc P】anktonic(rustaceans on the differcnt algae and the efficiency o臼he

grazing food (hain were studied in the eutmPhic and turbid L‘1keBalaton during 1997･則wodifferntsamPling

arcas of diffcrrn□r叩hicstate.Thedensilyofthe(nlstaceanzooPlanktoninwinterandsPringwaslow(10to

75xl03indmo)，an(l il was high insunlnler and autumn (225 × 10 3 ind nl ｀3).The active feeder and

raPtorial calanoid and cydoPoid coPCPods Paxiominated in the automalic filtcrrecder (lado(eransduringthe

whole year. PhyloPlankton dellsily showed early sPring and summer maxin仙wilh dominance of co(cal

glでen,andfilamentousbluegrecnalgae.ThegrazingPressureofthecnlstaceanzooPlanktononthediffemlt

tλxonomic and size gn)uPsofthePhytoPlanktondiffenx!significan叫ｼﾞnle dearance rぷeofanaver･lgecrustacean

sPcdmcn was lhe highest for sman nagehtes (40 to 60μHnd－lhour－o and the lowest for filamentous

bluc゛grecn algae (Oto 17/副nd" l hour9)jrhe annual nlean clearance rate forlhe totj PhytoP】anktonwas

11.30 and 11.02μHnd‾l hour‾‾lin the mes(゛'eulroPhic and the hyPerlroPhic study area, resPe(tively and the

daily exPloitalion of the PhytoPlankton by the herbivoluuscnlsucean asscnlblage was lo猫in aveMge from 4.5to

5％duringtheyeaE(;razingexPefiments with filter-f＆derdad(xlrallsinsusPensionofmlurdHno弔anic Parlides

showed that the frequent resusPension of the fine inorganic sediment of the shallow Lake Balaton might

cause deterioration of the grazing food chain.

lntroduction

　　　Lake Balaton is the largest lake in CentraI EuroPざ(area: 596 km )゙and itis one of the most Precious

nalural resources of Hungary. The lake is quite different from other nlany lakcs by its shallowness (nlejn

dePth is 3･2 m).Thefn?quentresusPensionofthesedimentandthebio8eneouscalcitePre(iPitation makes the

lake water very silty･lnd turbid. Due to the anlhroPogenic ponution sin(ethe l97()'s,the Planktonic prinlary

Prod｀lctionincreased 8゛fol(1｡

　　　The endogcncous turbid water in additional with the frequent filamentous blue-grcen algal blooms

deterioratedthegrazingfoodchainanddiminishedcrustaceangrazingefficiency.Themanagementofhke

Balaton has been carricd out based ，IPon the Balaton EutroPhication Model (Misley 1988)，which is sti11

fo(usingonlyonthePhosPhonlsload'PhytoPlanktoninteradion･beingneg】e(ting the Potel｀t国effidency

Balalon Limnological Rcsearch lnsliluleonhe Hungarian Academy of Scicnccs
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of the Pelagidood chain in the elimination of algae and bacteria｡

　　　0n the oPPorhlnity Provided by the Nature Conservation Society ofJaPan･ we investigated the

seasonal succession of the Phyto- and cnlstacean zooPlankton in Lake Balaton in 1997 and we studied the

effi(iency of the grazing of the Planktonic crustaceans in the eHnlination or (lirferent algal sPecies. The

imPact of the rcsusPcndcd mineral Partides on the filteringrate of the tyPical clado(eran D,ﾘ面面刄,心㈲

living in Lake Balaton was also studied.

Materials and methods

SamplillS ofp11!11o’･m･1（illslacan 2ooplankton

　　　Ljke Balaton shows an in(reasing troPhic gradient along its 70 km longitudinal axis. Re(ently,the

eastem Siofok basin is meso'eutroPhiG!ndthewestemSzigligetandKcszthelybasinsarehighlyeulroPhic.

Phyto- and zooPlankton samPles were taken monthly in the S7igligct basill and in lhe lihany regionofthe

Siofok basin.【】uring the winter Period(from De(embero□996 tillΛPrilo口997)wheluhe weather was

verystormyand/orthelake5urfa(e was(overed by i(e,we took samPles at the end of Piers of Passenger

harbors onhe vihges and Thane extending as far as 300 to 350 m into the lake. ln cases whcn i(ecover

was thick cnough， wc took samPles through the duri“g ice holes in a distance ookm away from these

harbors･ ln ice free Period we reached basin centers by a motor゛boat｡

　　　Whole wMer colunln was takcn for PhytoPlankton analyses and for grazing cxPerimcnts with a 5 cm

diameter vcrtical tube s3mPler. For Precise samPling of the Planktonic crustaceans we uscd a Pat‘llastyPe

zooPlanakton samPler (ljb 90, Baveno,ltaly)with an ilulervolume of 34 1itcrご111issamPler has b(xヽncsPc(ially

develoPe(Hor snmPling zooPlankton from different dePths with differnt l)hysico,chemical conditions wilh

minimizing temPeralunj or me(h･!nical damage of the olgani5ms. 111us･ the samPler is suitable forselcdion living

theimPad ofindividuMsforexPerimenlsorforfulihercultivation as wen a5 forcounting cmstaa｀ansquantitatively

SamPlingandwatertemPerature measurements we P{?rfonned always betwe(?n 10and ll hours･1･m･and for

determination of the sPc(ies comPosition and for counling ali(luots were Preserved using glularaldehyde in

3.6％nnjcon(cntration.UnPrx?served Po雨onofthesamPlcsい'ere used for fllsflμgrazing exPeriments the site･

Gr,lz函x a'1'び函1白心

　　　(;razingexPerimenls with natural cnlstacean zooPlankton and lake watcr wercl)(Morme(hns雨'inn

o(casion5intll(ﾄﾞnhanyrgionofSiofokbasinandin10timesintheSzigligetbasin.For函辿ldn(ubation5we

used steriledialysis sacks (Kalle Hoe(hst,No,0024/0,Germany)having a diameterof8(m and adjusted to

300'600(m3innervolunle,ac(ording to G.'16th (19SO).Themainadvantageoftheuscofdialysis9(ksto

closed bottles is that the microPo゛s of the transP3re“t,se“liPerllleM)le｀゛allofthesa(ks eluble to collti1111ous

flux of dissolved gasesjons, and sman organic mole(ules･ Thusjhc Physico4chelnical milieu of the lake

waterduringtheinalbations is mor or less existed inside, 'nwe steriledialysissil(ks(slerilizationin autodave，

121てjΛtm･j5min)wca? fiHed uP with 60nlnlPrefiltelでd,(rustacean-frec lake water and they incubated

in the lake in l.5 m dePth of the site of the samPling (controls).Three other sacks were mled wilh the same

filteredwater and additionally 6 ml of freshly collected and gently condcllscd cruslacean Plankton (Patalas

samPler)had also been piPeued into them to final (oncentrations()口50 to 200 cruslaceans sack‾1(the

exPerimenlal(oncentrationoftheanimalswas115uallylto2･5‘foldhighcrthjninthelake),Thcse sack5 we陀
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incubated in Parallel with the controls. After 6 to 24 h oHnctlbMion 20 cm 3 of subs3mPles were taken from

eachsa(k,andtheywenきPRヽscrvcd with glutaraldehyde in fixMlconccn1ration of 3.5％and stoRjd in rerrigerator

forfudheran･11yses･SubsamPlesfromtheinitijexPcrimental watcr and ftx)mthefnJshly condenscd zooPhnkton

were also Preserved with glularaldehyde and storcd.

Amlysis吋山り'hytoPlmlkton

　　　XWdeterminedandcountedallalgaesPccies(i)in the samPles coHe(ted dircctlyfrom Lake Balaton;

(ii)fronlthe initialand (iii)ofthe finalexperimental watersfrom the grazing exPeriments. For this,we

aPPlied an Λxiovert100inverled microscoPe using uterm6hlchambers wilh inner volume of 2 to 10 (m3

andamagnificationofx10oO･Wecountedaminimunlof600seulingunilsjncachsamPle.CellsizesoHO

to 15 alga cellsor cok)niesbek)nging to the differentsPe(ies werc measured in cach samPles individually

using calibratcdo(ular nlicrometer.For the (ounting ofthe PhytoPlankton and estimating PhytoPlankton

biomass Hamiltonls (1990)(omPulerized Plankton counterwas emPloyed･

Analysis吋山e Plmktonic cnlstaceans

　　　l)lanktoniccrustaceansweredetermincdandcountedwilhanOPtoninverledPlanktonmicroscoPe

under magnificaliollsof x2(X)tox6(X)fromthecondellsedsamPlesin2cm3ofutemlchJ11besヽXへ1 distinguished

and differntijly counted the(oPCPodjte slages l to vl of sPc(ies ofcoPCPod5.NauPlii belonging to lhe diffeRヽnt

coPぐPodswere(ountedinbulk.CladoceransP(x'ieswedividedandcountedingrouPs¨youngs¨and"adults¨.

The obtained data were extr卯olated for Lake llalaton using the condensation factor of the Patalas samPler.

C池71画1面jげμ1心/印哨ぽtリ,Ws

　　　111e(lear･lncerateisdefinedby the amount of walerf゛mwhi(lいgrazern)lnov(slhefoodParii(16 within

an unit time. We cal(ulated clearance rates of(rusta(eans for cach algal sPecies aPPeared in the food

susPension･ alsofor the differcntlaxonomic 8｢ouPs and for the tolalPhytoPlankton according to Gifford

(1993).The emPloyed formula considered the food (oncentration dcPending growth during the in(ubation.

Laboy,ltoy!lexp�menljoyballasl lgdillg of D叩lmia g,11ela

　　　Λdul□)卯11'面&‘心崩individualswereincubatedindoscdyarswithinnervolumeof250cm3and

mled with 150 cl�of naturaHake water (olカining different c()ncentrations of rcsusPended fine c･11cium'

magnesium carbonate(rystals Produced biogellousely in the lake (thesizesPc(tra of the Partides was 0.5

－12,0μm),We tested different (oncentrations of the Parti(les belween 8 and 75 mg dry weight liter‾≒

adju5ted artificiaUy.TheemPloyedinorganicParliclesu゛e陀colle(tcd fmm Lakc Balaton using scdimcntation

tedlniquej)uringthein(ubationthecrystalswcrekePtinsuspensionbyslowrotationoftheyarsusinga

rot“tio“wheel. After 24 h lhe alimentarycanalsoftheanimalswcrePrePared ･lnd calci｀lmcontent of the

guls were determined using a ZcissΛΛ゛SIΛtomicΛbsorPlion SPe(lroPhotometer. EmPty guts were also

analyzai forcjldunl (ontent as a contml･ Filteringrates wen2 calcllljtcdacco�ing to the calcium con(cntration in

the susPension used and lhat of the gut contcnts, (onsidering 4 min gut evacu洲on tinle according to

Zλnkai(1981).
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ResUlts

　　　'nle seasolul (hangesinthestrudu犯ofthecnlstac(･ln Plankton at thetwodiffen2ntstudyanMsin1997was

very simhr. From lhe middle of De(ember of 1996 tillthe middle of July of 1997 we dete(ted very few

crustaceansinthewater;the numberof anjmals varied belween 10 and 75 ×103 ind m‾3 at both study sites.

ThedensityofthecrustaceanPlanklonsharPlyincn,ased in Jtlly 1997 to 200 and 2Z5 ×103 ind m－ 3 and that

high densily Pn2vaned unlil middle of November (Fig,1)ごlhecmstacan assemblage at both siteswas dominaled

bythea(tive filter‘feederand raPtorial coPePods Eudi卯lous glacilisana CyloPs 1,i(imlsand their different

devcloPmental stages.ln the firstPart of the yalらduringthePdodofthelowabundances･coPePodsdominaled

the(｢uslacean Plankton in 95 －100％(Fig.2).lnsumnler,POPulations of some filterfeeder clado(erans also

in(n?ased. Mainly sPe(ies of the generas D叩71'面and D剱虎皿)s()17Mand esPe(ially at Szigliget area 陥s面四

started lo develoP. The distribution of the filterfeeder cladoceraas from June and July gradually incrased to

35－40％inthe【rustacean assemb】ageinbothsitesbuttheydidnotovcrdominatethecoPePods(Fig.2)｡

　　　The PhytoPlankton in the meso-eutroPhic area (Tihany)showed a short sPring maximunl and a

long‘Lasting late summer‘autumn maximum に!(hing dellsityof 18 and 30 ×10 りndrl ・n?sPedively ln the

hyPcrtroPhic Szigljget basin generally hjgh PhytoPlankton dellsity(3o－MX106indrl)wasdet�edduringa

longu4nlerandsPringPcriodandaftcrashortmininluminMdyahjghPeakaPPcardagaininJunewithdensity

of and 40 ×106 ind ドI・八ltogethermorethanl‘10PhytoPlanktontaxawereidentiriedfmmthesamPles;the
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Fi9,1 Seasonal changes in the density of the

　　　　crustacean zooplankton in the tyJo

　　　　investigatedareas of Lake Balaton in 1997
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seasonal distribution onhe dilfcrent t･lxonomic grouPs are given in l;ig.3.Among cyanoProkaryoles, the

filamentous洵庖面zJI削四芦saquae(4 × 150 μm)and/1J/ふ面㈲2.5×100/,m)wereimPortanhlt lhany

and Szigliget,r6Pectively Chlor｀)Phyla wenH即asented by nuny sP(x:iesof Chlorl)cocdest･1｀･1,among them

Sccndesmus,Ankistr�cs川usana Monor叩hidhml(3－15μm)werdhe domilunts. AnimPo白nt(onsliluentof

the PhytoPlankton biomass was aHhe large sized G�面1り面川ぷ�陥(150 × 70 μmj)inon陥ellat,1)during

sunlnlerand aulumn both study sit(ヽs.Among diatoms, sPe(iesofCydal氾1り,耘向ａｎｄ Ｃ ａＴ／碗･J(8－20μm)

domin‘ltedatbothtwosilcsdul'ingthesPringPeakofthePhyloPI･lnkton.Asaconsequenceof their small cell

sizes,Ty,ldl!ldis(usminulus(8－9μm， xanthoPhyceae),C/｡y沁dl,t)川�函,りりμ'･l(く4 /jm,Chrysophyccae)，

and R&貳)川脚1お川面面(6－7μm，cryPloPhyceae)did not contribute significantly to totj PhyloPlankton

biomass,however lheir (cll mlmbcrs were very high at bolh study area during lhe whole year investigaled｡

　　　'medearancerattsofthecnl山cc･｀n zooPlankton forthe differnt t･゛ollomicgn)tIPs･II｀dsi7eG｀tegori6of

the PhyloPlankton wer signific･mllydiffen?nl.The annualmeanofthcdcarancerales cxPR'sscd for･ln averdge

cmslaa｀ansPecimenforthenljmenlousbluり;Iでen algae was 4.09and3.76/″lind‾lh‾りﾄﾞlihjny alld Kcgthcl}り

rらPedivcly For thc coccalcng【wnal&le the cleaMnce rate was highcら518dnd 7.36 μlind‾lh≒lxsPcdivcly･

we oblained the highest annu･11 (lear･lnceratesforthetaxonomicgrouPsofxanlhoPhyceae･CrysoPhyce･le

and CryPtoPhy(eae,which nごPrcsentcd the smaUest Planklonic Jlgae: 24.18 and 11.56,8.7hnd 10.02,and

12･05 and 18･5 μlind‾lh'linthetwostudiedarea･resPedivelyCle･1ran(e rate rorlhe diatoms was ･11so

high， 17.61 and 6･86μlin(｢ロドl at lihany and Szigliget，resPe(tively.For the tolal PhytoPlankton we

established 11.3 and 11.02 μlind" l lドl annual clearan(e rates･in lihany and Szigliget･ resPe(lively. 111e
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Fi9.3 Changes in the composition and density of the phytoplankton in the two investigates areas

　　　　ofLake Balaton in 1 997
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Fi9.4 Clearance rate of the crustacean zooplankton

for the phytoplankton in the two investigated

areas of Lake Balaton in 1997; Cyanophyta，

Chlorophyta,Eu9lenophyta
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Fj9.5 Clearance rate of the crustacean zooplankton

for the phytoplankton in the two investigated

areas of Lake Balaton in 1997; xanthophyceae.

ChrySOphyCeaeI CryptOphyCeae

seasonal changes of the (learancerates were high and they increascd in summer and autumn. For

xanthoPhy(eae･ChrysoPhyceae･CryPtoPhyceaeand BacillarioPhyceaeinsunlnlerandautumn weonen

established 30,40 and somelimcs 60 μHnd- l h-I(learancc rales while for blue-glwns and green 萌;aethey

were much less (Figs.4･.5.and 6).The clearance rate for the total PhytoPlankton also showed significant

increase in summer at both two study area. 11uhePeriodofthePoorzooplanktonPhase(winter,sPringand

earlysummer)we got only l to 8 μ□nd'｀l h" l dearance r･ltefor the whole PhytoPlanktonjn summer and

autumn that reached Peaks of 33 to 29 μlind‾lh‾l in Tihany and Szigliget, resPe(tivcly(Fig. 6).

　　　　Gut contcnts of adlllロミ)卯仙1S�r‘ぬindividuals incubated in susPended naturj caldte cryslals in

Lake Balaton water in a concentrationrangeof8lo60mgdwl－lshowedcalciumsaturationofabout30

mgl-l dw.The filteringrate of the aninlals significanlly decreased with the increasing concentration of the

inorganic crystals ac(ording to the Power cqualion of y °261.3 x ‾o.｀l(r＝0.84; n ＝8).

Conclusions

　　　The zooPlanktoll in Lake Balaton was highly dominated by the active filterfeeder calanoida

Eudi叩tomus8M(ilis aRdtheraPlorial Cyc佃'八＆面'sin 1997･ both in thenles()-£utroPhicand hyPcltroPhic

ar?･1s.l)uriJlglatesumnlerandautumn,PopuMiollsofthehighcaPadtyfilterfe(｀derdad(xrransalsoin(mls(｀dbut

nevcrovenjomiluted thecalanoi(klhe fundionjllcons(xluenぐeoftheincmxseinthedado(でranswas minx)rxxlby

theincnM54?d(learan(erat6exPfxsaxitoanaveragecnlstacQnsPedmenforthePhytoPlanktoninlatesummer
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Fi9.6 Clearance rate of the crustacean zooplankton for the phytoplankton in the two investigated

　　　areas of Lake Balaton in 1 997; Ba�ariophyceae and total phytoplankton

and autunln. However,accor(ling to the actual standing croPs of the Planktonic crustaceansjhe daily

maximal exPloitation of the PhytoPlankton even in that a(live Pcriods were only 17％day‾l and 18.5％

day g at Tihany and Szigliget，resPectively whkh rePresents low emciency in comParison with othcr

lakes(Gulati d ･71･，1982 and others)。

　　　We did not found significalltdiffere“cehlthede“sityandthecomPositionoflhe(｢ustacean Plankton

in lhe two diffcrent studyareas.Among more than 140 avahble PhyloPlanktontaxa(rustaceansdlways

sele(tively(onsumed the smallest nagehtes･ green alpeand(htoms and did not Prefere the large algae，

(sPcciaUy the mamentous blue gnx肌ぐnlese observatiorls suggcst that some other fadors should haveりひ1laled

the(rustacean assemblag6inLakeBalatonthantheabsoluteamountoftheeutroPhicPhytoPlankton･lnour

exPeriments D‘ﾘ'1面‘IX‘心向automalicany ingested lhe susPended mineral Partides with high effi(iency with

above30mgdwドl con(entration of the caldte clysほsinthelakej111eir盾menWycanalsb(｀came saturated with

indig6tible bana5t mate山l.Sincethecon(entration of this mincrahnateriaHnthestonnyLake Balaton may n?a(h

5(X)mgdwドlbeingeventheannualmeanofthecon(enlntion is above tllisnmit(inaverage36mgdwl^‾l),our

results suggests that the automatidilter feeder clado(erans which oughoo be the most effedive algal

eliminators cannot inci？ase theirrcalfoodingestionbysimPleincrcaseoftheirfnteringrateinLake Balaton.

Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅｓ
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第７刻プu ・･1-トゥーラ

要

ファンド助･戈戌!4UU;’1占（199S）

ヒj

lコ

富栄養化し、濁度の高いハンガリー・バラトン湖における

駄食性甲殼矧の捕食者としての精確な評圃

ラスロー

　水貿浄化の最終段陪は、その生態系がもつ白ら

の機能によりて日標とする水貿レベルを保ち続け

うることにある。しかしながらEI－ljッパの中央

剖Sに位置する巨大な水砥であるバリトン湖は、水

深が浅く高密度の土壌拉子が水中に11いＥがって

これが水中に懸濁し、勁物プランクトンの摂食活

動を妨げていること、１た捕食されにくい糸状性

の禎物プランクトンが1■!iすることなど、禎物プ

ランクトンから勣物ソランクトンヘの食物連該が

十分に機能しない独特の環境下で生癒系が講成さ

れているため、生態系内の物貿Ｍ環が有効に勤き

にくい状況にある。水貨浄化の駁終段隋にあって

これらの問蹟をどのように克眼するか、解決の正

しい手がかりを与えるための知見の整恟が本研究

の誄匯であった。

　研究は、捕食食物速浪（（lfazing food ch3in）の

中核をなす勤・禎物プランクトンの詳細な季節変

化の把握から始められた。IUj ljパラトン湖を代

表する２点、富栄養化の著しいszigligclと、それ

ほどでないTihanyで行1）れた。周年kUjの枯果か

ら、植物プランクトン組成は両地点の間で大きな

Ｇ・トーl･

152

差剛よなく、出現時期にずれがあることがIﾘjらか

にな、た（lil 3）。春から夏にかけての優占11とし

ては、小型で球形の緑藻と糸状性のらん藻が11立

り。これに対して動物プランクトンは、ミジンニ･

の仲間の甲殼煩が優占し、出現睡、時期ともに両

地点での差異は少ないことが明らかとなった【p】

2）。また甲般煩動物プランクトンにｌる抽食実験

から、糸状性のらん藻は、小IS!で球形の縁藻や珪

藻に比べ政分の１程度の速度でしか仙食除去され

ないことが明らかとなった。また、実際に優占腫

のひとりであるDaμ11｡､ぬり副､此、｛カブ｝ヽミジン

ニ･）が大;11の無機粒子を体内に取り込むことや、

111i食実験の系内に底泥の無隨粒子を添加すると、

餌となる禎物プランク1ヽンの1111食効率が有愈に逓

減することが速度論的にも11μJかになった。

　木研究の成果を踏まえ、さらに暁物プランクト

ンの優占拷哨の詳細な生理生態学的な知見を重ね、

生態系の活力を最大限に活川する折しい水貿浄化

禎の策定に向けての努力が必泌であろう。

　　　　　　　　　　　　（推薦者：加仙憲二訳）
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lnvestigationofthe DiJvingBehaviour, Home Range and Movernent

　　　　ofHeaviside'sDolPhtns(『匈辿辿涌yg仙s』面sj必)

　　　　　　　　　offthe West Coast of South Africa.

Jeremy H. David l‰Keiko Sekiguchi 2‰Mike A･ Meyer l），Randa11 Davis 3）

Summary

　　　Themovernent恥divi賜beh゛iourand habitat utmzation of Heavisidels dolPhin ((≒�ﾛ向匹仙s

力叔治丿面)we2inves貼ated usigsateU如回dvHFta8sPk=ed on two do1Phins (aPttad in the St.Helena Bay

area, South Africa in February 1997, Unfortunately sateUite da毎transmission from DolPhin#2wasvery

intermittent; but DolpNn#I Provided good data transmission from 19 Febmary to 9 APril. A totalof 134 nxed

location馬130 dive dePth dataj52 dive durぬon data and 147 1'dive time at dePth¨data from DolPhin#1

were analyzed. Although aceurately fixed locations were mostly at Period l (03:00-08:59),the data suggested

that the doIPhin stayed inside of St･Helena Bay region throughout about 2 months of observation･ Slower

swimmi賜叩eeds, deePer dives and 幽orter dive dufations in Period O (21:0(M)2:9)may suPPort the hyPothesis

that Heaviside's do1Phin feeds on vertically migr油ng Prey items during night time. Further studies wm be

required toinvestig池jn more detail the relation between dolPhin movements and their feeding hbitat･

lntroduction

　　　Heaviside's do1Ph匝(C叩��1囲油回a回治油㈲s the only cetacean sPedes endemic to southem

Africajt is distributed in the cold, coastal waters of the Ben評ela ecosystem from CaPe P面lt to the northem

border of Namibia (17°051S)but its distribution is stiU uncertain in Angolan waters (Leatherwood nd

Reevesμ983;MartinﾊﾞL990汗indlay d此バ992; Best and Abemethyけ994).Recent studies have Provided

new information about the extemal 叩Pearance(Best，1988),distribution(Rndlayd�.μ992)and feeding

habits(Seki即chid�,ユ992; Sekiguchい994)of this sPecies. Best and Abemethy (1994)Provided a general

re゛ie゛ o゙f kilo゛1edge on this sPecies.

　　　Because the distribution of Heaviside's dolPhins overlaPs an imPortant commeKial fishing area in

westem South Africa (Crawford d吐バ987)･some fishery by゛chach of this sPecies have been rePorted

(Best and RossﾊﾟL977; Best and Abemethy 1994)･a5 wen as d面ct takes for human consumPtion (Rice and

Saaymanﾊﾞ1984).The main diet of this do1Phin is juvenile hake (M�4�回印P,)(Sekiguchid�.バ992;

SeMguc耽1994)･゛hkhiso゛ofthemostimPortantsPedesforthecommerdalnsheries in the CaPe region

(Crawford山聡1987),From the conservation Point of vie罵then2 is thusanurgent need to investig池?about

the POPulation size and habitat use of thjs dolPhin･

いSea FisheriesRestarchln弛tm(SFRI)CapeTown，Soulh Afiica
2)lnl�mationalChristianuniversity,Tokyo, Japan

n Texas A＆M UnjversilyatGalveston,Texas,U.S.A.
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1.Equipment

　　　ForthisP剛ecいwosetsofsa回1ite and vHF ta8s were Purchased･ ne O.5W SLTDRs (satellite‘hnked

Ume nd deP侑にo油㈱we19 Pにhased飯n WUd瓶･ComPutels,USAnd声eir size was 11 ×9×2.5cmin

length and about 200g in wei沙t･ One of the two instruments, which was attached on DolPhjn #1,was仙edwith

extramemorytologdiveProfUes.ThevHFtransmittetswemh)ught伝)mSIRTRACK,NewZealand(mpdmed

Mod畦BE107祗6×2.8×1.7(こm hl length a面油out40μn weight).Batterieswereset to last･fortwo months｡

　　　Dorsal nn saddles were sPedally orde犯d猷皿了rack Pac inc･，USA, custom“made to fiton Heavisidels

do1Phins;11.8cmtaU,25.3cmlongand4･6cmwide.neshaPeandsizeoμdorsa凶nwasbasedons仕anded/

翫hery-by-catch animals ad information was Provided from DI; R B, Be鴎University of Pretoria･ Re saddles

vvere vacuurnformed from Polyethylene thermoPlastic･ A satemte tag and a vHF tag werernountedin

sideべ:omPartments of the saddle ajnd the whole a5sembly wei油ed 625 g in air and was Positively buoya-nt･ The

saddlewas似ed to the do1Phhdorsal an by PlasticPins with magnesium nuts whjch wcdd be en)ded within two

month,andthus也esaddlewouldbetdeおed恒)mthedolPh恒aboutthetimetheta8s'baaer紬s wete exhausted漕

－154 －

　　　SateUite tag t改hnology has made raPid develoPments and tags can now be built sman enough to be

placed on smaUer cetacean sPedes successfuUy; for examPle, bomenose dolPhins(瓦朽f叩s飢丿月ａ治s)(Mated

祗1995)and Atlantk white･･sided dolphins (£硲凹�？咄ｓｇ耐㈲(Mated�J994)，ln hs study we used

satelliteand vHF tags to investigate the movement/ behaviouちdiving Physiology and habitat utinzation of

Heavisidels doIPhjnsjor aPPlkation to the local management of this doIPhin sPedes. The St. Heien£1Bay

りがonwas(hosen as the study site(F咆,1)be(ごause of the local abundan(e of Heavisideis do1Phins in the mがｏｎ．
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Figure l. Map of southem Africa, showing the study area.
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was hoPed that thjs mechnism would be safe for the dolPhin and also helP in recovering the tags･

　　　Because Heaviside's dolPhins readily bow ride boats･ we dedded to caPture dolPhins from a sma11

bo°tllsillgheild nets. A caPれ1re P111Pit゛3s designed to fitthe bow of the SFRl vesse1 My M4≒戸瓦Other

caPture equiPment (roPes, buoy, Plastic seatsz etc･)were manufactured locany by the SFRI，

2.Ta99in9

　　　The nrstdolPh£n(DolPhin#1)was caPtured on 18 February 1997 near Elands Bay South Africa and

thesecond dolPhins (Do1Phin#2)were caPtured in the same area two days later.Both do1Phins were

mature゛si2ed“1°les(153cm and 159cm in totallengthﾊﾟ58kg and 62.5kg in weight resPedively)and were

kePt on deck奴about a hour to aPPly the saddle on which satelliteand vHF tags had been mounted (Rg，

2)，0n 26th of February at 10:33，six days aftertaggin＆DolPhin#2 was resighted in a grouP of two

dolPhjjnsat 32°23･6'S18°19･5'E.

Figure 2.The dorsal fin saddle with a satelliteand vHF tags on Dolphin ＃1

3.VHF transmission information

　　　A further two M/1/ M訪卵s 7Jcruiseivereset uP in March 14“26thand APri1 14‘28thto search for

tagged dolPhins using vHF signals･ylgi antenras were used tolocate theirsignalszand we犯set uP onthe

foredeckof thevessel,intheinnatableboa粕andonhi吻vanねge Pointsalong the coast of St.Helena Bay region.

4.Satellite jnformation

　　　liacking and diving data conectionvverereceived throu呂h the Argos Satemte system (CLSArgos，

USA)and thisinformation was Provided form the Argos to the reRarchers daily via e-mails.

　　　TheA嘔(治daねProvided dolPhin locdo叫dive deP眠dive duration･and time whﾕch dolPhins sPent

atcerta㎞dePth(¨time atdePth¨),Satemte-nxedlocationsweredassmed into seven categories,Status 3,2j，

－155 －



O and A, B, Z, dePended on basicaUy the number of transmissions recei゛ed by a satellitedu吻｀g the contact

Clable 1).Given the accuracy of nxed Position馬only¨が)od¨data with Status Uo 3 (accuracy within 1000m)

were used for analysis whenever enough data well? avaUableﾌﾞlb calculate the average swimming sPeeds･

only time and distances between "good¨1ocations and between a¨good" location and an another location

were used, Dive informatjon was summarized 垣to four Periods of a day; Perk)dO/1/2and3(21:00'02:59y

03:00-8:59, 09:00-14:59 and 15:00-20:59 a2sPectively)(Sble2).

Table l.The table for time periods classifiedon

　　　　　Ar9os satellitedata.

Status Oonφticn Estimated acourancy

３ *4ΓΥ1essage received

冰loca刎㈲nresりltpassesatEeast

2 of the 4 plausibility tests ㈲rlocaljon）

＊IQGatjon accur邨cy is estjmated

betterthan l50m

２ h自tter仙an 350m

１ batterthan 100am

０ above1000m

Ａ *3 messa8e riceived

*2 plausibilitytests

*nQe岬ｍ斌9d accぼａｎｃｙ

吋reauencviscalGulated

Ｂ *2帥essager6ceived

冰2plausib;|晦tests

4noedmatedaccurancvnorfrequencv

Ｚ ＊unvalidatedlocation

Results

1.VHFtrackin9:

Table 2.The table for location status dassified

　　　on Ar9os satellitedata.

!j

j!

ユ

ヱ

３

e而dl Classi恥涵竺|

dusk

■㎜

　　　Ｖ月F signals were receivedononly one occ8sion d“1㎎two M/y Mj21･ips ll cruises in March and

APril. 0n 24 March･ 3t 16:21･ VHF signals from Dolphin#2 were received at 32°21.6'S18゜16.9'Eon boatd of

the ve自sel.The signal was monjto柁d for about twd hou鴎but no sighting of thjs tagged dolphin was made.

2.Movements:

　　　Table 3 summarizes location data fixed by the A唱os satellites.Satellite daね゛おreceived from 19

February to 9 APril for DolPhil｀#l and from 25 February to 16 June for DolPhin #2.The total number of

satellite-fixed Positions were 134 for DolPhin#1 and 24 for Do1Phin #2･ Of these data, 34 Positions (Plus

the o恂inal catch Pos匝on)forDo1Phin#l had an accuracy within 1000m, while therevvereon砂2 Positions

(Plus the original (atch and resight Positions)for DolPhin#2。

　　　DolPhin#l seemed to stay in St.Helena Bay region, bounded by Elands Bay (Baboon Point)to the

north and Patemoster Point to thesouthμh:roughout the observation P�od(Fig,3),Becauseof the nmited

number of accurate nxed locations for each observatk)n？�od"jt is diffkult to denne the do1Phin movements

by time of day Howeveljt seems that DolPhin #1 tended to stay away from the shore during "Period O"

(which is "night¨t面e from 21:00 to 02:59).Water depths at these locations on FiPre 3 were 30 and 60m at

Period O，and less than 2m t6 uP to 100m (but most frequently 40m)at Period l.

－156－



Table 3.The summary table for totalnumbersofreceived satellitedata for dolphinlocations.
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Figure 3.Satellitefixed-locations forDolphinがl at each Period,only using dati with good accuracy･

　　　Do1Phin#2 had very few fixed Positions･AIHocation data shows that thisdo1Phin stayed near to

and offshorefrom Baboon Point (Fi8,4).However,excePt two satemte fixedlocations，the originalcatch

and resightPoints･the restof the locations had Poororunknown accuracy informationμhus itis difficult

to define the habit utilizationof thisdo1P油1,The only two good fixedlocations were very dose to shore

and in about 5m water dePth，
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　　　Thble 4 shows the swimming sPeeds of the do1Phins･ A卵池u可ortunately data welでnot distributed

evenly in allPeriods, so itis not Possible to comPare swimming sPeeds throughout the day. For DolPhin

#1，swimming sPeeds calculated from r'goodlocation data" indicated thaton average thisdolPhtn swam

fasterduring Period 1 (dawn,0,58m/s)than Perk)dO(night,0.26 m/s).The average sPeed from aU data

forDolPhin#2 is quite differentfrom Do1Phin #1･

Table 4. The summary tables for the average speeds (m/s)of dolphins at each period and status.

　　　　　See the text fOr the definitiOn Of ゛1900ddata Onlyl'. ゛－nOdata pOint aVailable.

a）D･lphin ’l witil all data

Status

Period

０ １ ２ ３

０ 0.邸 1.71 ＊ ＊

１ 0.17 0.68 ＊ ＊

２ ＊ 0.28 ＊ ＊

３ 0.10 o;36 ＊ ＊

Ａ 0.54 2.68 0.94 ＊

Ｂ ＊ 1.38 ＊ ＊

Ｚ 本 6.91 ＊ ＊

Ave. 0.32　1』3　0.94　＊

b)D･lphin#2 with alldata

Status

Periad

０ １ ２ ３

０ 0.81 0,43 0.12 ＊

Ｉ ＊ 0.63 乖 001
２ ＊ ＊ ＊ ＊
Ｓ ＊ ＊ ＊ ＊

Ａ ０１１ o､04 ＊ 073
８ 047 189 ＊ 023
Ｚ ＊ ＊ ＊ ＊

Ave. 0,52 ・ 1.06 0,12 0,39

－158

al)Dolphin#l witCgOOd data″。nly

Penod
０ １ ２ ３

Ave. 0,26 0.58 ＊
察



Table 5,Total numbers of satellitedata messages of dive depth, duration and time at depth for dolphins.

　　　.Duplicated data messages were omitted form the totalnumber.　　　・

Dolphin l

Peりod D卸th Duratjon Tjme@Z Totaド

０ S2 43 42 １１７

１ 32 41 35 108

２ 38 33 34 105
３ 37 .35 36 108

Total 139 埓2 147 438
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Figure 5. Frequency of dive depth (m)forDolphinガl and＃2.

3.Diving data

　　　The satemte tag on DolPhin #1 sent more div叫;data(a total of 438 messages)than Do1Phin #2(90

messages)(hble5),Data were mo2 evenly d飴tjbutedth)ughoutthefourPdodsthanloGtiondataforboth

dolPhins･ because the dive daねwe犯storedinmemorylotalnumbersofmessages伍)m DolPhin#1wereU7for

Period O/ 108 柘rPeriod lJ05 for Period 2･ 108 for Period 3; from DolPhin #2･2乙15, 26 and 22 resPecUvely･

　　　The most frequent dive dePth in a11Perk)ds was less than 30m for both dolPhins; 90.9％forDolPhin飢

and 92･9 ％forDolPhin#2(R8･5),Although both do1Phins tended to have mom shanower div鴎DolPhjn#1

had a dear Peak in dive dePth at 4-10m(45.8％)during night time (Pe向dO),This do1Phin also had snght

Ｑ
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Peaks at 4-10m dePth during dawn and duらk(Period l and 3,31,4％and 26.3％resPectively),H(iwevel;

d面賜the day (Period 2),DOIPhin#1 rePeated 24m dives more often (33.9％)and made no dive de叩erthan

60m.0nthecontrarydatafromDdPhin#2 indkated the Peak at 10-20m dePth during day (Period 2, 35.5 ％)｡

　　　Djve durations were relatively short and most were less than 2 min for both doIPhins, 88j％for

DolPhin#land92･1％柘rDolPhjn#2(Rg.6),The most frequent dive duration was 04min for both dolPhins

(73,9to49.3％at each Period for DOIPhin #1，75･l to 61･5％for DolPhin #2)，Do1Phin#nended to dive

longer from d卵to dusk (Period 2おd3)than night to dawn (Period O to l),ForexamPlejrequency ofy3

min.durations for this animal during Period 2 to 3 was two times more than the rest (13.2 and 20.0％,6.0

a面4.4％resPectively)，Do1Phin#l had dive durations longer than 6 min. only dulri“g Period 2 ゛d 3･

excePt three records for longer than 10 min. during Period O.No dive duration longer than 6 min･ was

recorded for DolPhin#2, excePt one occおion which had a duration of °ore than 10 min. dllring Period 3｡

　　　From time'sPent‘at“each゛dePth dasseりt is dear that both dolPh蛍sPent most time at O'2 m ㈲.at

or near surface; 50.4％for DolPhin #l and 57.1％for Do1Phin#2)(Fig. 7),Then,during duskくP�od3)，

Do1Phin#1 tended to dive deePer than other Periods and had a sma11 Peak at 10-20m(16.8％),Do1Phin#2

showed a smaner Peak at the same dePth but duriq daytime (Period 2)･
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Figure 6. Frequency of dive duration(min,)for Dolphin がl and＃2.
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Figure 7. Frequency of lltime at depthl' (min./m)for Dolphin #l andが2.

　　　DolPhin#2 sent much lessdata for the maxhum dive dゆth(which do1Phjn reached between two

¨statusmessages¨)than Do1Phin #1(eight for DolPhin#2 and 73 for DolPhin#1バFig,8).DolPhin#l had

two Peaks for the maximum dePth at 40'50m and 90400m (26 and 10 occasions resPectively),Atotalof

four dives deePer that100 m were recorded and the maximum was 104m･

Discussion

　　　Although overall the Project seems quite successfuいhe satemte tag on DolPhin #2 had sent back

much less informat沁n than that on Do1Phin #1(Table 3 and llble 5).Plotting all the location data for

DolPh訥#2 suggested that it stayed off Baboon Point; howeveらwithout the accuracy information for each

locationjt is difficultto denne how rehble thy'home range¨垣仙mationis.冊函fanure to send a satisfactory

amount of data Presumably resulted from th飴satemte tag having some sort of fault or the saddle coming

loose on the dorsal fin. Therefo嗚since one of the main objectives on this Project is the Provision of new

ecological or biological information that has aPPncation for the conservation of Heaviside's do1Phins, only

results from DolPhin#l are discussed furthet

　　　Wecouldnot陀ceiveanyusefulinformationthroughavHFtagonDo1Phin#L BecauseofUmedelay

蜃扮ceivjng satemte location data 敞)mtheA尽os･wecouldnot8ettothelocatk)nwhe陀the dolPhhl ゛as on time.
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Consequently it is Presumed that we were out of vHF transmissionrange for most of the time while we

were out at sea･ lt was the original intention to fonow the tagged dolPhin visuany using vHF si卯als to

maintain contact at sea油ut this Proved 面Pradca1. More careful planing wiH be required in future to use

a vHF tag on Heavisidels dolPhins｡

　　　During daytime･ Heaviside's do1Phins Probably stay in shanower water汪e.mo詑near'shore. Most

of rePorted daytime sightingsare ve呼dose to the shore (waterd叩th kss than 100m)excePtafew(Rndlay

ｄ屁j992; Best and Abemethy 1994).Even duri賜M/|/M函g。cruises,most sightings were concentrated

alo賜the sho詑he around Baboon Point (see Rg. 3 in lnterim RePort),From our satellitedata alsoμhere

was no dives deePer than 60m in Period 2｡

　　　Because sateUite一fixedlo・tionswereverymuchbiasedtoPeliod1(dawn｡03:00-08:59)jtisd血cultto

detect diurnj卵)vementsofthed�Phhl,Thj5biasindetedonmightbecaused妙satemte orbitalcon≒ujrations

but itmight also renect dolPhin surfad弓behaviouい)r itcould be both･ Sekiguchi (1994)(x)ndudedthat

the feeding habit of Heavisidざs do1Phins is from neaたshore to possibly the uPPer continental shelf, and

hyPothesized that their fe�i%time islate aftemoon to very early moming (18:00 to 4:00)based on stomach

eontent analysis, lf Period 3 (dusk 15:00-20:59)is "transittime", i,e.from a day-timeres仕ng Place (near-shore

?)toafeedi弓ground(o画hore?)aはight,the totallack of鍬ed location of this Period might be caused by

the dolPh�s rather short surfadngs during the "transit swi�‘｡
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　　　Slow swimmin8 sPeeds Clable4,0.26m/s in average)and deePer dive dePths (Rg,5,m6stfrequent

dePth at 4-10m)dur叫;Period O (night,21:00-02:59)might indicate the feeding time of the dolPhjjn. 0nthe

other hand， this¨feeding time" is not clearly indicated on dive duration data (Fig. 6)and time at dePth

(Fig･ 7)･although shorter dive duration (75％of data were l'2 min･)may renect fast swimming to chase

Prey lf the do1Phins are feeding on hakes， ゛hich migrate to midwater from the ocean bottom at night

(Bothaμ973)jt is not necessary for them to make deeP dives to feed successfu即

　　　lt has been rePorted that some dolPhin sPecies cha賜e their behaviour by time of day･ ln the dassic

study of radio telemetr}らEvans(1971)found that a common dolPhin (D岬晶ms sP･)rePeated shallower

dives during the day but dove deePer to feed at the DeeP Scatteri弓Layer(DSL)durin8 the njght. Hawaii血

sPinner dolPhins (沁�&�戸�治)are known to travel offshote to feed ぬo on the DSL at night from a

day-time resting Place nearshore (Norrisぶぬ1994).Sekjguchi(1995)observed the abundance of harbour

PorPoises(昂四朗呼陥cぼ隋7，which is a small coastal dolPhin sPedes like Heavisidざs do1Phins)atP串ro

Dune area･ Californja･ a�fou�that their abundance changed by time of day md tide･ Heavisidざs dolPhins

nearshore during the dayseernsvery active; surfing, jumPin＆riding bow waves and so on･ They may be

sodalizing at safer near“shore zoneafter njghttime feedin＆as WUrsipnd Wursig (1980)ProPosed for

du5ky do1Phins(哨回り向μ1面心)krgs)in Argentina。

　　　0ne imPortant fador in this study was the Presence of red tide. The west coast of South A蝕;a was

attacked by red time during most of the track垣g Period. We saw red ude on the firstday of the second M/y

A心『戸cruise,March 14μ997,andredtideconditions were wotseduring the APril cmise･ Most red tide in

South African waters is caused by dinoflagehtes and thjs PhytoPlankton directly Poisons on invertebrat嗚

but fish can be affeded because of a lack of oxygen in the water (van der vyver and Pitcheち1995),Although

tagged dolPhins 詑mained蜃the study areajt is d厨icult to know if this犯d tide affected dolPhjn movements。

　　　ln condusion･ this study indicated that Heavisidざs do1Phins may have a rather sman hon｀1erange.

Animals with such a small habitat need to becarefuUy monitored iftheir status is to be conserved, Forthis，

POPulation surveys will be necessary｡

　　　Before Plan畑ng any futulでsatemte tagging of coastal resident dolPhins, such as Heaviside's dolPhh瑞

it will be imPortant to investigate the orbital configurations of the satemtes and the likely accuracy of a

satemte tag forlocation fjxing. Further studies are required to investigate in more detail the relationshiP

between the movenlents of Heaviside‘s do1Phjnsand their feedi賜habitat･
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第７期プロ・ナト･ンーラ・ファンド肋成成巣報告書（1998）

要　　旨

南アフリカ共和国西海岸におけるコシャチイルカの

　　　　潜水行動・生活域・回道について

ジャーミー･H｡デイピット、関□圭子、マイク･Ａ･メイヤー、

　　　　　　　　　ランドル･デイピス

　1997年２月、南アフリカ共和国セント・ヘレナ

湾において、衛星発信装置とVHF発信機を、二頭

のコシャチイルカ（Heavisidels　do1Phin、

Ce一誠油即油回力ａ治丿面）に取り付け、回遊生活

域･潜水行動･回遊についての調査をおこなった。

　残念ながら、二頭めのイルカ（Dolphin＃2）か

らの衛星発信データはあまり得ることができな

かった。しかし、一頭め（DOlphin＃I）からは、２

月19日から４月９日までの50日聞、良好なデータ

を得ることができた。また、VHF発信機は、有効

に活用することができなかった。

　Dolphin＃1からの､計134のイルカのロケーショ

ン、130の潜水深度・152の潜水時間・147の各潜

水深度に対する滞在時間についてのデータメッ

セージを解析した。誤差1km内の正確なロケー

ションは、34個所しかなく、また、ほとんどがピ

″
む
６１

リオド1(03:00-08:59)のものであったため、イ

ルカの一日内の回遊についてははっきりとした答

えを得ることができなかった。しかし、これらの

データは､約2ヶ月にわたる観測期間を通して、こ

のイルカがセント・ヘレナ湾内海域に留まってい

たことを示した。ピリオドO(21 : 00-02 : 59)に

おける、比軟的ゆっくりした平均遊泳速度

(0.26m/s)、深い潜水(水深4-10mにピーク)、短

い潜水時間(73､9％がo-1分)は、コシャチイル

カが、夜間に海底深くから中層に上昇してくる魚

などを狭っているのではないかという仮脱を支え

るものであるかもしれない。

　イルカの回遊と食餌海域との関逮を探るには、

さらなる研究が必要である。

　　　　　　　　　　　(推薦者：関□圭子　訳)
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